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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　怒りの大河、涙の谷に、

　両の腕かいなへと矛ほこ取りて、

　戦女神は高く宣のたまった。




　「滅びは定め、定めは死。


　　世の末はただ風の果て、

　　こぞりて黄よ泉みを待たむなり。

　　煉れん獄ごくもはや間近、その命脈を断ち切らん」






　陽の神はまた錫しやくを取り、

　而しかして、かように仰おおせたもう。




　「心に問わば、かの覚悟。


　　夢見て掲げる、その想い。

　　光を求むもまた定め、

　　果てぬ月などあらずんば

　　ただ陽の巡るが如ごとく」






　かくて、二神はそれぞれ言ことの葉は交え

　刃を交えて時を経る。

　天は震え、海は煮え、

　かの地に滅びぞ降り積もり、

　人はただただ惑まどって嘆なげく。








交唱詩篇「二神問答」
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　いつしか、季節は雨期のさなか。

　もうすぐ深夜になろうかという時分、外では今日も雨が降っている。

　夜空は雲に覆おおわれ、白く淡い。そこから細やかな雨粒がひそりひそりと伝い落ちてくるような、静かな雨模様。たち込める空気は重く濡ぬれ、夜が深まるにつれて淀よどんでいく。

「なーんか、やな感じの天気だねえ」

　透すかし板の張られた窓から表を窺うかがい、呟つぶやいたのはラキシュだった。簡単に結ゆったオレンジ色の髪かみが、室内の細い灯あかりに揺ゆれている。

「そう？　この時期にしては大人しい降り方じゃない。砂漠って降らないときは徹てつ底ていして降らないくせに、降るとなったら井戸の底でも抜いたのかと思うぐらいとことん降るんだから」

　さっそく反論したのは、やはりティエルだ。しかし、いつもほどの勢いはない。冷たい色合いの碧へき眼がんは気き丈じような光を宿しているものの、どこか落ち着かなく揺れている。

　その横のセームもまた、いつも通り「おっしゃる通りですね、お嬢じよう様さま」と滑なめらかに追つい従じゆうはしたが、どこか落ち着かない風に扉とびらをみつめ、それから小さく息をついていた。

　ギレアドは相変わらず、何も言わない。床の上にゲーム盤ばんを広げ、ぱちりぱちりと石を置いては拾い置いては拾いを繰くり返かえしている。が、無意味な動作をしているだけで、ゲームはいっこうに始まらないし終わらない。

　そんな憂ゆう鬱うつを固め塗ぬり込こめたような少年少女たちの中心には、もう一つ人影が……いや、人ならぬものの影がある。

　背へと流れる、豪ごう奢しやな銀糸のような髪。豊かな胸元やくびれた腰を薄布で覆い、そこからのびるほっそりとした足を、片方だけ立ててしどけなく座るこの娘の名は、雷らい凰おうスーリィン。位階四位の大火妖であり、本来は人の暮らしなどには関わらぬ伝説上の存在といってもよい。

　だが、その超級レジェンド的な彼女はいま現在、皿に積まれた菓か子しを次から次へと口の中へ放り込み続けるという、実に俗っぽい行為に励はげんでいる。

　また、雨音が高くなった。

　室内の空気はいっそう重く淀む。当然そこにいるはずのもう一人……ヨシュア・バレクの不在が故ゆえに。

　この場にいる四人の子供と一人の大神魔を繋つなげる、かの赤毛の劣等生が導どう師し陣じんに呼び出されたのは、今日の夕食後すぐのことだった。

　ついにきた、と、全員が思った。

　運命の瞬間がきた、と。

　いまから二週間ほど前、ヨシュア・バレクは『塔とう』の施設の一つ、魔ま操そうの修しゆう練れん場じようを全焼させかかった。学年末の魔操試験中、彼の使役神魔、紡ぼう炎えんのナタルが興きようの赴おもむくまま炎を放ったためだ。

　赤々と広がる火か焰えんの勢いに、誰もが『塔』のすべてが火の海に沈むのではと真っ青になったが、幸さいわい、ああした事態を考こう慮りよした仕組みが修練場には施ほどこされており、地から生えてきた頑がん丈じような土壁のおかげで延焼には至らなかった。その場に居い合あわせた水妖使いのティエルや駆けつけてきた導師たちの尽力もあり、修練場自体も半分が燃え落ちたところで、なんとかナタルの炎は消し止められたのだが。

　当然のことながら、導師陣はそれはもうカンカンだった。

　臨りん時じ担任のデーバスはもちろん、学年主任から副学長から学長から経理事務担当から設備施設担当から、ヨシュアはありとあらゆる大人に呼びつけられては説教三ざん昧まいの日々を重ねた。そのためか、他の者の元には今年度から使う肩布タリートがとっくの昔に届けられているというのに、ヨシュアの元だけには待てど暮らせど何もない。

　みなでつき合わせてやった自己採点の結果、ヨシュアの他のペーパーテスト（と言っても、この時代は革や石せき盤ばんが主だが）の点は、すべてギリギリ足りていた。音楽や体術といった実技ならば、文句なしのトップクラス。

　となると、彼の速すみやかな進級を阻はばむのは、やはりアレ。魔操試験での大失敗のみであろう。

　他の者にはすべて進級の可否が通達されて久しいというのに、ヨシュアにお声はなかなかかからないまま日々は過ぎ、いよいよ明後日あさつてから新年度新学期という今夜になってようやく、導師陣は動いた。中央の塔の会議場……俗に言う、導師たちの円卓部屋へとヨシュアは招かれ……そして、もう五時間近く帰ってこないのだ。

　かくして。

　ここに待ちぼうけご一行はただ所在なく、雨音を追いかけ闇の中を窺い、かの赤毛の登場をいまかいまかと探し続けている。

　ガリッ！

　スーリィンの歯が、また菓子を砕き割る音が響く。ほっそりとしたその指先がつまみ上げるのは、巴旦杏シヤケードの砂糖漬け。一粒で三〇〇サスメートルと言われるほど滋じ養ようがあり、何より甘い。歯が浮き舌が痺しびれるほどに甘い。スイーツ大好きなアリステア中の小娘たちでさえ、一つ二つ食べただけで「もういい」と皿を押しやるその超甘味を、さっきからスーリィンは次から次へと口へ押し込んでいた。

「ち、ちょっと、スーリィン、大丈夫？」

　こんもりと積まれていたはずの菓子が消え、その下の皿の柄がらが判然としてきた頃、ついに見かねたようにラキシュが訊たずねる。

「それ、めっちゃ甘い分だけめっちゃ太るんだよ？」

「人の食い物なぞ、大おお樽だるいっぱい腹に詰めても糧かてにならんわ」

　面白くもなさそうに答えながら、神魔の娘は次の砂糖漬けを口へ投げ込む。

「え、マジで？　食べても食べても太らないの？　乙女おとめの夢仕様じゃん、それ！」

「それだと飢き饉きんで死ぬ」

「夢どころか地じ獄ごくですよ、そんなの。こういうとき、君もいちおうセレブなんだって痛感しますねえ。いつもは全然そんな感じしないけど」

　羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けるラキシュに、ド庶民の少年二人がそれぞれツッコむ。そんな子供たちのやりとりへスーリィンは一いち瞥べつを与えただけ。また次の巴旦杏シヤケードを口へと放り込んだ。

「せめて味は判わかってるんでしょうね、雷凰様。それ、けっこういいお値段なんだから」

「んむ。胸やけするほど甘くて閉口するわ」

「なら、もうやめなって」

「食わずにおったら、そのへんのものを手当たり次第燃やしたくなるが、よいか？」

「いいわけないでしょ！」

「なら、黙っておれ。いまスーリィン様は不ふ機き嫌げん極まりない。本当だったらしけた雨なぞ吹き飛ばし、雷鳴のひとつでも轟とどろかせねば気が晴れぬぐらいよ」

「そんなことしたら、ヨシュアのおっさんにめっちゃ叱しかられるよー？　説教二時間コースは固いよー？」

　茶化すようなラキシュの台詞せりふ。止める間もなかった。いやな予感にギレアドが顔を上げ、セームがあわわと呻うめき、ティエルが首を大きく竦すくめる。

　そして、三人の予想通り、

「その！　ヨシュアが！」

　雷凰の娘は菓子皿をぶっ散らばらして立ち上がった。

「スーリィンのヨシュアが！　帰ってこないではないかぁぁぁぁ！」

　叫びながら、彼女は間近にいたギレアドの胸倉をむんずと摑つかむ。

「おのれら、確かこう言うとったな？　『進級の是非についての聞き取り調査を導師陣がするだけ』『小一時間もすれば、きっと青い肩布タリートを持って帰ってくる』と」

「ぐぐぐぐ」

　自分より頭ひとつ大きい少年の首をぐいぐいと絞しめ上あげながら、彼女はなおもわめいた。

「言った言った、それ言った！」

　慌あわてふためき、ラキシュがその細腕にぶら下がる。

「でも、あたしだから！　ギレアドじゃないからやめたげて！　いちばんでっかいからいい的まとっぽいけど、実はいちばんデリケートさんなのそいつ！」

「ふぐぐぐ」

「その調査とやらは何時間かかるんじゃ？　聞き取るというのはいったい何をじゃ？　よもや、知られてはならぬあれこれのことではあるまいな？　まさか、かのダーヴィドのように責められて自決させられるとかあるまいなぁぁぁーっ!?」

「ちょっと落ち着きなさいよ！　あなた、それでもホントに千年以上生きてる大神魔なのっ？」

「あああ、ギレアド、見る間に真っ青！」

　ティエルとセームも慌てて取とり縋すがるが、怒れる雷凰の腕は細いくせに頑がん強きようでいっかな力は緩ゆるまらない。同時に、その双そう眸ぼうからぶわっと涙が吹き出た。

「ヨ、ヨシュアになにかあったら、スーリィンはスーリィンはなーっ！」

「判る！　判るよ、あたしらだっておっさんいないと困るマジ困るいま困ってる！　ギレアド、あんたも頑がん張ばってもっと抵抗しろってば！」

「ふぐー」

「だめです、お嬢様！　そろそろ落ちちゃいます、これ！」

「ああああ、あの馬鹿劣等生ってば！　いつも通りこんな嫁、首飾りに押し込んでおけばよかったのにーっ！」

「こりゃ、小娘！　馬鹿と申したか？　スーリィンのヨシュアを馬鹿と申したか？　馬鹿って言う方が馬鹿なのじゃぞ？」

「ああ、言いました！　言いましたとも！　ばかバカ馬鹿バレクーっ！」

「ティエル、なんで火に油に注そそぐんだよ、あんたの方がよっぽど馬鹿だよっ」

「それより、ギレアドが、ギレアドがもうっ」

「うぐぐぐ」

　雨音ばかりが耳につくさっきまでの静けさはどこへやら、阿あ鼻び叫きよう喚かんを絵に描いたような騒ぎのさなか、更に。

　バターン！

　突如、開いた扉の音が高く重なった。

　ちらりと覗のぞいた赤い色をヨシュア・バレクの頭髪と思い、子供たちは揃そろって喜色を浮かべたが、

「貴様ら、やかましいぞ！　この俺がせっかく融ゆう通ずうしてやった秘密の隠れ家だというのに、たった一晩で明るみに出す気か？　馬鹿と阿呆の首を並べるだけ並べたところで何もできんのはもはや諦あきらめてやるが、必要なときに口を噤つぐむ程度の芸当ぐらいこなしてみせろ、そこらの犬だって吠えるなと教えれば鳴かぬものだぞ。犬より劣おとるこんな輩やからが、いったいどうやって人類の智ちの砦とりで『星せい紺こんの塔』に入れたのか、まったくもって理解に苦しむ！」












　扉の合間から流れ出てくる暴言の数々に、いっせいに視線を落とした。

　肩をいからせて立っていたのは、ヨシュア・バレクと同じ年頃の少年ではあるが、やや背が高く、丁てい寧ねいに切り揃えられた髪は淡い。

　ややこしいことになった、と、白目を剝むき始はじめたギレアド以外の全員が細く息をつく。新たに登場したこの少年の名は、アフェク・ユハス。纏まとった赤い肩布タリートが、彼が『星紺の塔』でも最上級生であることを示している。つい最近まではその肩布に首席の証あかしである金釦ボタンまで輝いていたのだが、一カ月ほど前に諸事情あって彼はそれを自ら放ほう棄きすることとなった。

「いいか、貴様らよく聞け。この透かし板の四阿あずまやはな、放棄されて一〇年余り経っていて、俺が見つけ出したときは既にボロボロ。昔せき日じつの面おも影かげはまるでない有り様だったんだぞ？　それを、ここまで地道に修しゆう繕ぜんしてきたこの俺の努力をいったいなんだと思っている！　更に言うが、俺が貴様らをここに入れてやったのは、あの赤毛を待ってる間、可か愛わいい後こう輩はいどもが濡れたり塔内を下へ手たにうろついて警けい備び兵へいに見つかったりするのは忍びないという純粋無む垢くな親切心故だ。だが、それをほんの数時間かそこらで裏うら切ぎるとはいったいどういう了りよう見けんをしている？　迂う闊かつな返答をしようものなら、すぐさま口を裂さいてやるから、各自心して答えろ！」

「おお、これはこれはよいところに来たな、小僧」

　疑問の形をした完全な恫どう喝かつを、ヨシュア・バレクの正妻はまるっと無視した。

　それどころか。

「そろそろ、おやつではなく餌えさが欲しかったところよ」

　ギレアドを摑んでいた手を翻ひるがえし、アフェクの額ひたいをむんずと鷲わし摑づかむ。

　ぱきりと音をたて、彼の銀冠ターラーが弾はじけ飛んだ。摑まれた本人は大きく目を見開き、子供たちが悲鳴をあげる。

　神魔は相手の額から生気ルーアを得る。故に、神官も修道生も守しゆ護ごの冠をどんなときもけっして外さない。だが、位階四位の大神魔相手であっては、その護まもりの効果もさほど意味を成さなかったらしい。

「わああああ、スーリィン！　それだめゼッタイ！」

「なぜじゃ？　こやつぐらい質も量もある生気ルーアの持ち主、なかなかおらんのじゃぞ？　餌にうってつけではないか」

　更にぶら下がってくるラキシュに、彼女は軽く眉まゆを上げて応じた。

「だから、駄目なんです！　ヨシュアさんも言ってたでしょうっ？　その人、人類の宝なんですって！」

「食べるなら気絶するぐらいにしときなさいよ、あくまで気絶よ」

　セームもまたラキシュに倣ならったが、ティエルの反応はいくらか微妙なものだった。

「ちょ、ティエル！　おまえなんてことっ」

「殺さないでってちゃんと頼んであげてるんじゃない、何が悪いの？」

「先せん輩ぱい、逃げて超逃げて！」

「逃げる？　俺がか？　どうしてだ？」

「どうしてときた！　ダメだこの天才！」

「その心意気やよし。そーれ、もぐもぐもぐ」

「うわああああ、スーリィン、ダメだってばーっ！　あああああ、おっさんいないとツッコミがまるで追いつかないよーっ！　あたし、過労死する！」

「うがぐぐぐ」

「あっ、ギレアド、気がつきました？　大丈夫っ？」

　もはや、狭せまい小屋の中は悲鳴と混乱と騒動の生き見本。

　その上、更に。

　雨がいっそう激しさを増した。

　四方の固い板を叩たたく音に、世界は深く閉ざされる。その狭い空間に怒号と雨音だけが充みち満みち───おかげで。

「ただいま、みんな！」

　かの待ち人、ヨシュア・バレクが軽い足取りで戸口に立った、その時。

　すぐさま彼に振り返る者は、一人とていなかった。実に、不幸なことに。
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　翌日、空は鮮やかに晴れ渡った。

　昨夜の雨の気配は既に砂漠の彼方かなた、淡い雲を一筋二筋残すばかりで、地平の端から端までを抜けるような青がつなぎ染め上げている。

　そんな見事な晴天の下、『星せい紺こんの塔とう』は今日も賑にぎやかで慌あわただしい。だが、その喧けん噪そうの中身はいつもといささか異なっていた。

「東の塔の面々は、夕食前までにはすべての荷物を運び出して下さい！　遅れたら全部破は棄き処分しますからね、気をつけて！」

「箱の足りない人は、すぐに言ってー。いまなら他の塔から借りてこられるからー」

「やだもー！　ここの階段ってなんでこんな細くていっぱいなのーっ？」

　普段は誰もが修しゆう練れん室しつに籠こもり学習や修行に励はげんでいる時間帯だというのに、塔の廊ろう下かや階段、中庭とどこもかしこも修道生たちで溢あふれ返かえっている。しかも、そのほとんどが大荷物を抱え、よたよたと歩きにくそうに行き交っていた。

　そう。

　本日は『星紺の塔』、大おお支じ度たくの日。

　明日から年度が改まり、たいていの者が進級を果たす。一年生はまず東の塔へと入り、学年が上がるにつれて南、西、北、最後に中央へと移っていくというシステムにより、進級イコール引っ越しが余よ儀ぎなくされる。

　清貧を重んじる教えのため、修道生たちは基本的にあまり私物を持たない。が、それでも人が一年同じ部屋に住み続ければ、書物や勉学の道具は増え、それに付ふ随ずいする小間物も増していく。結局、たいていの者が両手いっぱいに荷物を抱え、これまでの住まいから降り新居へと昇っていく羽は目めになるという。

　しかし、彼らはそれでもまだよい。進級の可否が知らされたのは、いまから一週間前のことで、準備の時間は充分に与えられていた。

　新二年生の中で、ただ一人、昨夜進級が決まったばかりのヨシュア・バレクは誰よりも大車輪、大張り切りで引っ越し作業に取りかかっている……はずなのだが。

「そういつまでも拗すねるでない、スーリィンのヨシュア」

　珍めずらしく取とり繕つくろうような声で、彼の妻がその背にしなやかな身を寄せる。いつもならば夜のみに姿を顕あらわす彼女だが、どさくさ紛まぎれに上質の生気ルーアをくすねたおかげで、今日は昼から元気いっぱいだった。

「僕は拗ねてなんかおりませんが」

　数枚しかない私服を丁てい寧ねいに畳たたみながら、ヨシュアは答えた。その顔に貼り付けているのは相変わらず笑みではあるのだが、いつもよりずっと冷ややかなものが滲にじんでいる。

「その物言い！　めいっぱい拗ねておるではないか」

「いいえ～、別に～。いいんですよ、導どう師し陣じんが目前で『落第だ』『いや進級だ』と言い争うのを五時間以上延々と聞かされ、人にはけっして言えない職業の人一〇〇人が一〇〇人みんな恐れると言われる無む弁べん護ご裁さい判ばんってこんな感じかなって涙目で耐え抜いて、ようやくなんとか青い肩布タリートを渡されて、『ああ、やっと願いが叶かなった、みんなと揃そろってまた頑がん張ばろう』と意い気き揚よう々ようと戻ってきたら、全員が全員、僕の足音すら聞き分ける最愛の妻までもが、こっちのことなんかガン無視して大おお喧げん嘩かの真っ最中だったからって、そんな。僕はまったくこれっぽちも拗ねてなんかおりませんですとも～」

「拗ねておるではないかーっ」

　それはもう、拗ねたくもなろうというものだ。

　昨夜のヨシュアは、喩たとえるなら「勝訴！」と書かれた紙を掲げ、裁判所からテレビカメラの前に転げ出てくる人のアレに匹ひつ敵てきするテンション。万雷の拍手と歓声で出迎えられると信じて飛び込んだ小屋の中、友達先せん輩ぱいはもちろん妻までもにスルーされたとあっては、頑がん丈じようだと大評判の彼の臍へそも、曲がったままなかなか戻らなくても無理はない。

「ああ、もう！　荷造りなど後でよいから、そこへ直れ、我が君よ」

　スーリィンは彼の脇へと手を差し入れ、子供を抱えるかのように引っ張り上げ始める。半ば意地になっているヨシュアは、そのままその場で踏ふん張ばろうとした。が、体をぴったりと寄せられ、揺れる乳房の感触が背に容よう赦しやなくぶち当たってくるのに気が付いて、慌てて自ら立ち上がった。

「そうそう、しっかり立ってこの妻によう見せておくれ。新たな背せの君の勇姿を」

「新たな、って。服はいつも通りだよ。新しいのは肩布だけ」

　白い修道服の袖そでを指先だけで摘つまみ、彼は困ったようにひとつ笑う。『星紺の塔』のお仕着せで、入塔以来一年余り纏まとってきた服だ。数日おきに丁寧に洗せん濯たくはしているものの、熱砂熱風に晒さらされてだいぶくたびれ始めている。

　けれど、ただ一つ、その両肩に掛けられた肩布タリートだけが真新しくなめらかだった。昼の陽差しの中でも、深く濃い青。それは、二年次修道生の証あかしである。

「んむ、似合っておるぞ！」

　手を叩たたき、満面の笑みで彼の妻は褒ほめ称たたえた。

「この一年で背もいくらか伸びて、ほんに素晴らしい若者ぶり。雷らい凰おうスーリィン様も喜ばしいことこの上ない」

　邪じや気きのない物言いは、先ほどの取り繕うような調子とはまったく違う。本当に心から喜んでくれているのが伝わるような口振りに、ヨシュアはようやく相好を崩くずした。

「そう？　緑ならともかく、赤毛に青ってどうかなって正直思ってたんだけれど……」

「なんのなんの、本当によう似合うておるよ」

　素直な賞賛に、ヨシュアはようやく傾かたむいた機き嫌げんを立て直しかけたのだが、

「まあ、我としては何も着てないのが正直一番ではないかと思うわけじゃが」

　褒め言葉を通り越した直球台詞ぜりふに度ど肝ぎもを抜かれた。

「スーリィン、それはどっかのおっさんの発想だから！　乙女おとめとして控ひかえて！」

「別に好きで乙女でおるわけではないわ」

　可か愛わいらしい唇くちびるを尖とがらせて、彼の妻は答える。

「そなたが何もせぬから、乙女を貫かざるを得ぬだけで」

「そういう直接的な意味で言ったんじゃないってばっ」

「まあ、そう怒るでないわー」

　ちゅ、と、スーリィンは自分の目前にあったもの……ヨシュアの喉のど元もとへと唇を寄せる。啄ついばむような、軽いリップノイズ。それが二つ三つと重ねられ、くすぐったさにヨシュアは目を細める。我ながら実に現金なもので、彼女に喜ばれ褒められると、「他のことはまあいいかな」という気になってくる。まして、こうも可愛らしいキスまでついてくるとなっては、抗いようもない。

　そうして、彼が気を抜いた、次の瞬間。

　どこん！

　不意に胸に走る衝しよう撃げき。続いて、どんと腹のあたりが重くなる。押し倒され、あまつさえ乗りかかられたのだと知ったときは、既に遅い。

「ちょっ、スーリィンっ？」

「めでたき佳よき日じゃ。進級記念にもう一つ、夫婦の階段を昇ってもよいとは思わぬか、我が君よ？」

　間近に咲く、悪戯いたずらっぽい笑い。

「ダメだってばっ！　昇る階段、もうあと一段しかないんだよ？　最上階に辿たどり着ついた瞬間、神官候補生クビですっ」

「そうそう、それなのじゃが」

　喚わめくヨシュアの胸元をはだけ、スーリィンはますます悪い微笑ほほえみを投げつける。

　つつ、と滑っていく白い指の先、彼の胸の上には鮮やかな模様が浮かび上がっていた。彼女の髪や瞳に似た、淡い紫色の。

　これは、世に言う契けい約やく印いん。

　血と犠ぎ牲せいを代だい償しようとせず、自分を主あるじと仰ぐ神魔を得た神官の体のどこかに描き出される模様である。手に出来るもの、足に出来るものと、部位は時により人により様々で、ヨシュアの場合はまず下腹部に浮かび出た。それが、スーリィンとの関係が深まるにつれ、臍を越え胸を越え、ついには鎖さ骨こつのあたりまで広がり続け、いまではかなり首の詰まった服でないと隠し果おおせないほどとなってしまっている。

「そなた、ちょっとだけ出来る子になったのであろう？　なら、次の神魔は気のものどもにするがよいぞ」

「そ、それはどういった理由で？」

「例の破は戒かい神官がやっておったではないか。気の神魔を使って人の目を欺あざむくという小細工を」

「ああ」

　ヨシュアの相あい槌づちは自然、不機嫌なものになった。ベルリナ・ザフェル導師の姿を奪うばって現れた、破戒の女神官の記憶は一から十まで不ふ愉ゆ快かい極まりない。彼女に褒められ、その助言をお行ぎよう儀ぎよく聞いていた自分のことを思い出すと、胃の腑ふが煮られたような気持ちになる。

　だが、そんな彼と違って、妻は朗ほがらかかつ前向きだった。

「そなたにもあれができればよいのよ。そうしたら、契約印が首に出来ようが顔に出来ようがおかまいなしではないか！」

　世紀の大発見をしたとばかりに、スーリィンは得意げに胸を張る。その何気ない仕し草ぐささえ、真下から見ているとあらゆる意味で迫力満点で、ヨシュアはますます気が気ではないが、

「そんな器用なこと、出来たらとっくの昔にやってます！」

　これだけは断固として言っておかねばならない。

「出来ないから困ってるんだし、出来ないから出来るように頑張ってるんだし、だからこそ、ちょっとだけ出来た証である進級が心底嬉うれしいんじゃないか！」

「んむー」

　唇を尖らせて彼女が小首を傾かしげた、その時だった。

「兄さん、姐あねさん、ラヴラヴ全開のとこお邪じや魔ましてえらいすんませんが、この荷物はどこ置けばええですか？」

　部屋の片隅から声がひっそりと響いてきた。慌てて視線を返すと、小さな呻うめきと共に赤い毛玉がもこりもこりと蠢うごめき、葦あしの葉で編まれた行こう李りを担かつごうとしている。

「ナタル、それは君には大き過ぎるよ。無理しないでいいから、こっちおいで」

「だって」

　殷いん々いんと、声は続く。

「ナタルちゃんはもういらん子なんやし……」

「あー」

　ヨシュアはしばし口ごもり、半日前に導師陣から言い渡されたことを思い起こした。

『的まとを燃やすというデーバス師から出された課題はクリアしていたから、進級はさせる』

『しかし、君に紡ぼう炎えんの羊を扱う器量はまだないことも同時にはっきりした。もっと低位の神魔を何体か得た後に、またかの羊を使役するがよかろう』

　正直、かなり痛い宣告であった。

　ヨシュアにとって低位神魔であればあるほど操あやつるのが難しい。故ゆえに、危険剣けん呑のん極まる先輩に師し事じし、邪道に頼ってまで手に入れたのが、この紡炎の羊・ナタルである。

　その彼女を禁じ手にされては、この先、どうやって魔ま操そうを成功させたらいいのか皆かい目もく見当がつかなかった。

　そのあたりの機き微びを判わかっているのかいないのか、

「あれってつまりは戦力外通告やないですかっ。ゼロ銅どう提示も同然やないですかっ。ナタルちゃんこの先どうしたらええの？　こ、こんな早く返品されてもうたら、おとんとおかんにめっちゃ叱しかられるぅぅぅぅ。ナタルちゃん羊界でええ笑いもんですわぁぁぁ」

　幼い神魔はえぐえぐと涙に暮れて訴うつたえる。

「まったくもって笑えるわ！」

　どう宥なだめたものかと戸と惑まどうヨシュアの横で、すかさず嘴くちばしを挟はさんだのはスーリィンであった。

「あれだけ『姐さんと違って自分は役に立つ』ような顔をしておったくせに、この体ていたらく！　笑止千万よの！」

「ううっ」

「そもそも、『もういらない子』というのがおかしいのじゃ。そなたなど最初からいらなかったわ！　まったく！　ちっとも！　これっぽちも！」

「ううううっ」

　紡炎の羊はぎゅうううっと一度口を引き結び、

「ぴぎゃーっ」

　天を仰あおいで泣き始めた。本気の号泣、徹てつ底ていしたギャン泣きぶりに、慌ててヨシュアは身を起こし、その頭を抱える。

「スーリィン、七歳児にそこまで言わないの。ほら、ナタル。僕は怒ってませんし、塔側の目の届かないところではこれからもいろいろお願いするつもりですから、もう泣かないで」

「うええええん、兄さぁぁぁーん」

　涙でぐちゃぐちゃになった顔を拭ぬぐい、ふわふわの頭をできる限り優しく撫なでてやる。

　と、その横で今度は彼の正妻が叫び出した。

「なんぞこの扱い!?　なんでスーリィンは放っとかれて、そんな毛玉ばっかりなでなでされる？　泣くぞ？　スーリィンだって泣いてやるぞっ」

「あー、もう！　いいから判ったから、二人ともいまは帰って。これじゃ夜までに引っ越せない。後は僕が一人でやりますっ」

「「でもー」」

　不満げに声を揃そろえる大小二人の神魔を宥めすかし、ヨシュアはひとり作業へと戻った。私物を選別することもなく片っ端から箱に詰め、背や腹へ抱えて表へ出る。そのままヨロヨロと階段を下って上がって新居へとつっこみ、元来た道をまた戻る。それを数回繰くり返かえすうち、額ひたいには汗が浮き、膝ひざが次し第だいに笑うようになってきた。

　それでも、通りかかったギレアドが彼の神魔・アヴィと一緒に運んでくれたため、心の予定より一時間ほど早く、ヨシュアの引っ越しは終了した。

　以前とさして変わらぬ設しつらえの新居に、箱を積み上げるだけ積み、

「あれ？」

　彼はふと首を大きく捻ひねった。

　きっちり正確に数えていたわけではないが、荷物がいくつか見当たらない気がする。ざっと見回して、大きな箱が一つ。小さなものが二つかそこら。

「もしかして、ナタルったら、間違えてどこかへ運んじゃったのかな。それとも、ギレアドのと混ざった？」

　紛失した箱の中身がいずれももう使わない一年次の道具や書物だったのと、タイムリミットが刻一刻と近づいていたため、ヨシュアはこのことをうっかり忘れてしまった。それが、異変の始まりだったと、気がつくこともないままで。
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　翌朝。

　ヨシュアは自室を出て、南みなみ塔とうの修しゆう練れん室しつへと向かった。簡かん素そな石造りの長い廊ろう下かが延々と続くのはこれまでと変わりないが、窓から見下ろす景色が違う。『塔』の周囲に張り巡らされた城じよう壁へきと、その向こうで光を弾はじくオアシスや町の屋や根ねの連なりが真っ先に視界へ飛び込んできた。

　───東の塔だと、中庭ばっかり目立ってたのに！　南の塔だとすごく世界が広々して見える！

　感かん慨がい深ぶかく眺めやったあと、ヨシュアはひとつ深呼吸。修練室の扉とびらへと手をかけた。

「おはよう、みんな！」

　満面の笑顔で高々と明るく挨あい拶さつひとつ。きっと同じような顔と声が返ると信じてのことだったのだが。

「うっわあー」

　驚おどろきと呆れに満ちる唱和で出迎えられた。

　声の出所は、見慣れた面々。

「夜に見たときはそんなでもなかったけど、青いおっさんって、なんかこうものすごーく……」

　一年経たっても、まだ最小最軽量のラキシュだが、いっぱしの口振りは未いまだ変わらない。

「派は手で」

　すかさずギレアドがツッコみ、

「そう言えば、前より目がチカチカするような」

　セームが続くのも、いつも通りの光景だった。

「二年でこれって、最高学年になったらどーすんだろな、このヒト。赤毛に赤だよ？　逃げ場がいっこもないよ？」

「果てなく派手過ぎ」

「いや、そこまでいったらもうお揃そろいって感じで、よろしいかもしれないですよ？　よ、よく判わかりませんけど」

「君たち、あんまりひどくないですか？　一昨日おとといのアレに続いて、その仕打ち!?」

　憤ふん慨がいしつつ、ヨシュアは彼らに近づき、青い肩布タリートを摑つかんで振ってみせた。

「これは僕が血の滲にじむような努力の果てに得た栄光ですよ！」

「単なる進級を栄光認定するかどうかは、まず置くとして」

「置かれたっ？」

「一昨日のアレはそもそも嫁のせいだからね！　先せん輩ぱい食おうとしたのをあたしたちが止めたんだよ」

「まあ、それは謝りますし認めますけれども……」

　しばし言葉を濁にごし、けれど、すぐヨシュアは笑顔で三人を見回した。

「君たちの中でアフェク先輩が完全に食われるのをちょっとでも期待しなかった人だけが、僕に石を投げなさい」

「…………」

　返事はいっこうにない。石も特に投げつけられはしなかった。さすがの暴ぼう虐ぎやく王おう、天下にはばかる憎まれっ子ぶりである。

　───僕にとっては、ダルタス様の次ぐらいの大恩人なんだけどな。一昨日だって、引っ越しでごちゃつく塔の中や雨の中庭でみんなが僕を待たずに済んだのは、あの人のおかげなんだし。

　それでも、ときどき本気で殴なぐってやろうかと思うほどなのだから、もっと幼い彼らからすれば恐怖かつ面めん倒どう一辺倒の相手以外の何者でもないのだろう。

「まあ、僕の服装についてはひとまず置いておくとして」

「あ、置くんだ？」

　軽快なラキシュのツッコミを敢あえて無視し、ヨシュアはできる限り柔らかく、

「みんなにはいろいろご心配おかけしました。本当にありがとう。これからまた一年、よろしく頼むね」

　そう続けた。

　あんまりにもあんまりな展開で迎むかえ撃うたれたため言い出せないままだったが、ヨシュアは何よりまずこれを口にせねばと思っていた。もうずっと、『見聞の旅』から戻ってから今まで。

　三人は一瞬、虚きよを衝つかれたような表情になり、それからそれぞれ微笑ほほえむ。

「いや、それはこっちの台詞せりふ！　おっさんいないと大変なんだなって、一昨日再確認しちゃったよ」

「おいらたちこそ、いつもお世せ話わになってばかりで……ありがとうございます」

「今後ともよろしく」

　ラキシュは全開の笑顔、セームは困ったような照れたような笑い、ギレアドは片かた頰ほおに少し浮かべただけと、それぞれ趣おもむきは違っていたけれども。

　そんな笑顔の応おう酬しゆうを続けて、しばらく。

「それで、さっそく最初の相談なんですけどもね」

　更ににこやかにヨシュアは続けた。

「はやっ！」

「焦あせってるんです！　ナタルは使えなくなったので、僕の魔ま操そう問題、完全に振り出しに戻っちゃってるんですから」

「そう言われても……」

「ねえ？」

　流れた困こん惑わくの空気を、

「それなら、まずはこのわたしに声をかけるべきね、劣等生！」

　憤ふん慨がいしきったというような鋭い声が切きり裂さいた。

「誰かを忘れてない？　あなたを落第のピンチから救った最大の功労者を！　現学年首席の誰かを！」

　振り向くと、そこには予想通り、大きく胸を反そらしたティエルが立っていた。その青い肩布タリートには、金色の釦ボタンが燦さん然ぜんと輝きを放っている。

「あー、すげえすげえ。首席のティエルだいせんせーたら、もうちょうすげー」

「おめでと」

「お嬢じよう様さま、ヨシュアさんがアフェク先輩に『次の首席は彼女になるはず』とか言ったせいで引くに引けなくなったって、すごい怒ってらしたのに……」

「セーム！　よけいなこと言わないの！」

　きゃいきゃいとこれもやはりいつも通り騒ぎ出す一同を、さあどう収めようかとヨシュアが苦笑したのと、ほぼ同時。

　修練室の扉が開いた。

　ゆるゆると入室してくる黒衣の上には、青白く痩やせこけた青年の顔がある。数術担当のモアブ導どう師しだった。

「あー……本年度から君たちを受け持つことになった、モアブ・テイマだ。以降よろしく」

　薄い唇くちびるをウヒヒヒと吊り上げ、彼は室内を見回した。その薄灰色の目がヨシュアの緑の瞳とぶつかった瞬間、怯おびえの色を浮かべたのは、たぶん気のせい……だと、いいのだが。

　───よりによってモアブ導師が担当かあ。アフェク先輩のせいで、印象最悪なのにどうしてくれるの？

　問題が山積していることばかりを痛感する、二年生初日。

　それでも、ヨシュアの心はまだまだ軽かった。

　───努力の余地があるというのは、幸せなことだよ。

　一時は仲間たちと別れ、この『塔』を去ることさえ、覚悟していたのだから。





　　　　　４






　しかし、異変はゆるやかに。

　そして、確実にヨシュアの側そばへと忍び寄ってきていた。

　初めて違い和わ感かんを覚えたのは、ある日の昼下がり。食堂でのことだった。

　ガギッ！

　何気なく口に運んだスープが歯の間でありえない音を立てた。いくら『星せい紺こんの塔とう』の肉が固いからといって、ここまで違和感全開なのは珍めずらしい。慌あわてて吐き出すと、小指大ほどの石がころりと食卓へと転がり出てきた。

「え、それって岩塩？　間違って入っちゃってた？」

「ずいぶん斬ざん新しんな調味料だこと」

「いえ、普通に石ですよ。味なかったですし。歯、折れるかと思った」

「まさかの無機物」

「舌切らないでよかったですね」

　驚おどろく少年少女たちへと笑顔を向けながら、ヨシュアは後で料理人の一人、エレミヤ・ベテルをシメ上げてやろうと心に決めた。

　次に異常が起きたのは、その翌日。

　外での修しゆう練れんを終え、ヨシュアが自分の席へと戻った時だった。素そ朴ぼくな造りの机には、いまで言う引き出しや物入れの類たぐいは作り付けられていない。いきおい、すべての修道生は机の上に石せき盤ばんを広げたままにし、他の教材などは麻袋に入れて椅い子すの下に転がしておくことになる。ヨシュアも例に漏もれず、そのようにして修練室を離れていたのだが。

「わ、割れてる……」

　三〇セスセンチ四方程度の石に、何か鋭いものでも打ち込まれたかのように放射状にヒビが走っていた。

「なにこれ、どうしたらこんな割れ方するわけ？」

　三角形だらけの欠片かけらをひとつひとつ手に取り、ヨシュアは途と方ほうに暮れた。入塔してすぐに修道生全員に配られた、特徴も何もない石盤ではある。だが、この一年余り毎日毎日丁てい寧ねいに磨みがき、曇くもったり欠けたりしないように大切に扱ってきたというのに。

「うっわ、バラバラじゃん！」

「おっさん、床に落っことした？」

「いえ、いつも通りここに置いといただけですよ。だいたい、それなら全部床に散らばってるはずじゃないですか」

「何か上からすごく重たいものを落としたとか、そんな感じの割れ方よね、これ。劣等生ったら、いったい何したの？」

　ティエルが呆あきれたように訊たずねる。

「何もしてないってば」

「そのへんの経緯はともかくさー」

　ラキシュがちょっと難しい顔つきで言いい募つのる。

「基本、支給されたものは塔を出るまで大事に使うことになってるから、自分の過失で壊した場合すぐには交こう換かんに応じてくれないよ？」

「最低でも一週間」

「ええええ、そんなー」

　情けない声をあげ、ヨシュアは破片を拾い集めた。

「あ、このへんの破片だったら大きめですから何か書けそうですよ、ヨシュアさん。ちょっと三角形ですが」

　セームが精一杯というように気を使い、盛り立てようとしてくれたが、ヨシュアはますます肩を落とすばかり。結局、ラキシュがどこからか手に入れてきてくれた接着剤でギレアドが破片をつなぎ合わせ、急場をしのぐこととなったのだが、白はく墨ぼくが引っかかって引っかかって気が散ることこの上ない。

　次の珍事は、それからまた二日ほどのちに起きた。学年が改まって二度目の武道修練の時間のことだった。

　武道修練と言っても、一年の時はとにもかくにもスタミナ作りが優先され、走る飛ぶ泳ぐといった基き礎そ訓くん練れんばかりが繰くり返かえされてきた。

　だが、今年からは違う。

　実際に組み合って体術を覚え、武器を手にして渡り合うことを学ぶ。すべては、あの厳格な戒かい律りつ……神官はいかなる敵相手のときであっても、三回攻こう撃げきを受けるまでけっして迎撃してはならないという、先制攻撃絶対不可の掟おきてを遵じゆん守しゆしてなお生き残るため。

　その最初の武道修練時間、教科担当導師のデーバスが二年生たちに配ったのは、硬い木材を細長く切り分け磨いたもの……棍こんだった。

「それぞれの体格を考こう慮りよして先生がみんなに選んだものだぞ！　これから自分専用として大切に手入れして使いなさい！」

　今日も必要以上に元気よく告げる彼と渡された真新しい棍を見比べ、ヨシュアは感かん嘆たんの息をついた。

　───さすが、『星紺の塔』のやることに無駄はないな。

　たとえばリーチも膂りよ力りよくもないラキシュやティエルなどは、純粋な対人戦せん闘とうでは圧倒的に不利な立場に追い込まれる。だが、柄えの長い武器を手にすれば、リーチの問題はそれなりに解決できる。

　長い棍などは重い分、力のない者にとって不都合に見えがちだが、遠心力とバランス感覚を十二分に駆く使しして扱えれば、女子供の腕でもそうとうな殺傷力を生み出せる。振る、突く、殴なぐるを正確にこなせるようになれば、矛ほこや槍などにも応用できるだろう。

　さっそくそれを使っての訓練になるのかと思いきや、最初の時間はその新たな武器に自分の名前を彫ほり込こんで終わったため、今日が事実上の戦闘訓練開始日であった。

　いつもの白く長い修道服を脱ぎ、気軽な服を身に纏まとい、ヨシュアたちは修練場へと次々出て行く。彼とナタルが燃やした例の修練場ではなく、南塔にほど近い施設なのだが、見た目はほとんど東のそれと変わらない。闘技場を彷ほう彿ふつさせるその場に棍を持って立つと、平和共存を謳うたう神官の卵たちもいささか高こう揚ようした気分になるらしい。ある者は頰ほおを紅潮させ、ある者は鼻息荒く、またある者は異様に爛らん々らんと目を輝かせていた。

　しかし、

「それではまず！　私のすることをきっちり真ま似ねるように！」

　最初に命じられたことが、いわゆる素振りで、しかもそれを延々三〇分以上続ける羽は目めに陥おちいったため、誰のテンションも目に見えて低下。手はどんどん痛む一方だし、中には涙ぐみ出す者まで出てくる始末。

　───あれ、これ棍を使ってるってだけで、基礎体力強化の続き？　去年と同じパターンで今年もいくの？

　ヨシュアですらそう疑うたがい始めた頃だった。

「よし、止やめ！」

　満足げな様子でデーバスは修道生たちへ号令し、それからおもむろにヨシュアの前へと立った。

「バレク、これからもう少し実じつ践せん的てきな訓練をする。つきあいたまえ」

「僕が、ですか？」

「そうだ。君はどうやら武術の経験があるようだから」

「旅芸人時代、用よう心じん棒ぼうからちょっと習っただけですが」

　ヨシュアは少しだけ焦あせり、塔側に提出してある偽プロフィールの範囲内で、もっとも自然に見える答えを口にする。本当は「経験がある」どころの騒ぎではないが、そうと悟られるわけにはいかない。この体育会系導師はそのあたりを追及するつもりはまるでないらしく、ただ簡単に「適当に打ち込んでくるように」とだけ指示をした。

　───打ち込めって言われても、なあ。

　いきなり素早く距きよ離りを詰め、眉み間けんや喉のど輪わへぶち込んで致命傷を負おわせるわけにはいかない。

　仕方がなく、ヨシュアは振りかぶり、一直線に棍を振り下ろした。いかにも素人しろうとがしたがるような、一見かっこうはいいが大振りの攻撃。むろん、デーバスはこれを素早く躱かわし、続いて棍を返してきた。反射的にヨシュアもそれを避よけたが、

「避けずに受けてみろ、バレク。できるだろう？」

　そう怒ど鳴なられ、仕方がなく次の一撃に備えた。

　実戦に慣れたヨシュアの目には、完全に手て加か減げんしているらしいデーバスの攻撃など、読み切れて当たり前。振り下ろされる得物の先を素手で摑つかめと言われても、すぐさまやってのけられる。まして、長い棍で受けるなど朝飯前の注文だった。

　だが。

　ゴヅッ！

　振り下ろされてきたデーバスの棍に、自分のそれを軽く当てた瞬間、違和感が走った。まずい、とすぐさま気がついて手を放し、ヨシュアは後ろへ大きく飛とび退のく。

　その後に続くかのように、ぱらぱらとばらまかれる木片。ヨシュアの棍の先がぽっきりと折れたまま、地へと転がっていく。

　周囲で悲鳴が轟とどろいた。ひときわ高いのは、ティエルのものか、それともラキシュだったか。だが、そんな子供たちより誰より、

「ば、馬鹿な……」

　もっとも驚いていたのは、デーバス導師その人だった。自分の棍を一度強く握り、それからすぐさま我に返ったような顔でヨシュアの元へ走り寄ってきた。

「大丈夫か、バレク？　怪け我がはないかっ？」

「は、はい。どこも」

「すまん、そんなに強く打ち込んだつもりはなかったんだが」

　───ええ、確かに。

　と、ヨシュアは心の内で呟つぶやく。

　デーバスがその剛力を生かしに生かして振りかぶってきたなら、こちらの棍が折れることもあり得るだろう。だが、いま彼はまるっきり手抜き、本気で打ってなどいなかった。

　───なのに、どうして？

　ヒットの瞬間、手に返った衝しよう撃げきといい、極めて不自然な折れ方だった気がする。

　無惨な木き屑くずとなり果おおせた自分の棍を拾い上げ、ヨシュアは急いで目を走らせた。

　生々しい折れ跡に、不自然な線が一本。

　間違いようもない、刃物の傷だった。
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「あなたの棍こんに切り込みが入れられてた……ですって？」

　形のよい眉まゆを吊り上げて、ティエルが訊たずねる。他の三人もひどく驚おどろいたように、彼を見上げ、あるいは見下ろしている。

「うん、すごく細い刃でさくっとちょっとって感じだけれど」

　ヨシュアはひとつ頷うなずいて、井戸の釣つる瓶べへと手をかけた。小気味よい音を立てながら、太いロープが巻き取られて、水を湛たたえた桶が地上へと近づいてくる。そこへ人数分の布を浸ひたし、ヨシュアは再び顔を上げた。

　差し出した布を、仲間たちは誰一人受け取ろうとしない。ひどく難しい顔つきで、ヨシュアを取り囲んでいる。

「あ、いや……だからね？　別に僕がデーバス先生の腕力に屈したわけじゃないから、心配いらないよってだけの話で」

「そこは別に問題にしてないわ」

　厳しい声でティエルが応おう酬しゆうする。

「さくっとちょっと……って、おっさんなあ！　その傷のせいで折れたってことだろ？」

「いったい、誰が」

「悪質です、極めて悪質です！　もっと怒るべきですよ、ヨシュアさん。判わかってますか？」

　ラキシュは呆あきれ、ギレアドは顔をしかめ、セームは叱しつ責せきめいた口調で問とい質ただしてくる。

「えーと、まあ、そうかもしれないけど、とりあえずまずは修しゆう練れん室しついって着替えよう？　もうすぐ昼休みだよ。食事の時間、短いんだし」

　思わぬ非難囂ごう々ごうに戸と惑まどいながら、ヨシュアは一同を追い立てて南の塔とうへと足早に戻る。修練室へのノブに手をかけ、背後へ目で合図すると、ラキシュとティエルがどこかまだ釈しやく然ぜんとしない風に下がっていく。『星せい紺こんの塔』には現代のロッカールームに相当する場所はない。着替えを必要とする修行の際は、支し度たくの早い男子が先に修練室を使い、それから女子に交代するというのが慣習になっている。

「ほら、水汲くんできたから、体拭ふきたい人は使って。五分以上待たせたら、外で大爆発が起こるだろうからなるべく急いで」

　後ろ手で扉を閉めたあと、ヨシュアは少年たちに声をかけながら、自分もまた着替えを始めた。白い長衣をさっさと被かぶり、黒いローブを身につける。続いて、青い肩布タリートを手に取ろうとして、手を止めた。

「あれ？」

　服と一緒に椅い子すの背にかけておいたはずのもの……栄光の印・青い肩布タリートが忽こつ然ぜんと消えている。

「え？　なんで」

　首を捻ひねりながら、ヨシュアは机の上を見、下を確かめ、椅子をひっくり返す。けれど、探しても探しても彼の肩布はどこにも見当たらなかった。

「どうしました、ヨシュアさん？　いつも真っ先に着替え終わってるのに」

「遅い」

「いや、それが」

　心配そうに寄ってきたセームとギレアドに、彼は自分の肩布がないと訴えた。

「確かに、ここに置いたはずなんですけども」

　ヨシュアの言葉に、たちまち二人は青ざめていく。セームは慌あわてたように扉を開け放ち、外にいたティエルとラキシュにご注進に及んだ。

「おっさん、気づけ！」

　すべてを聞いたラキシュが喚わめき出だす。

「これ、いじめだから！　いままでのもよく考えりゃ全部スタンダードないじめの手法だから！　教科書に載のってそうなぐらいの王道だから！」

「まさか」

　彼女の指摘を、ヨシュアは一笑に付した。

「それより、肩布タリートがどこにいっちゃったのか……昼休み中に探し出せますかねえ。寮にある予備、取ってきた方がいい？」

「なんてのんきな。あなた、成績悪いだけじゃなくてそんな鈍どん感かんだったのっ？」

　ティエルがいつもの意地悪お嬢じよう様さまテイストではなく、本気で案じる調子で訊ねてくるのが、ヨシュアからすると倍傷つく。

「だって、どこの誰がそんなことを？　僕をいじめてもなんの得もなさそうですし」

「損得でするもんじゃないだろ、いじめなんてのは」

　ラキシュが呆れ返ったというように続けながら、修練室の片隅に置かれたチェストの引き出しを開けた。中には修行の道具が乱雑に置かれているだけで、青い肩布は見当たらない。

「誰かに恨うらみを買うような真ま似ね、してませんよね？」

　セームは窓を一つ一つ開け、その下を覗き込みながら訊ねてきた。

「この塔に来てからは、とんと」

　ヨシュアは大きく首を振る。

　むしろ、常に集団の最後尾を守り続け、いま一つ成績に自信が持てない修道生諸氏に、安心と安あん寧ねいを日々お届けしていると自負できるぐらいなのだが。

　それからしばらく、一同はヨシュアの失せ物探しに没ぼつ頭とうした。と言っても、たいした広さはなく、修道生たちの机と椅子以外ろくな家具もない室内である。あっという間に探し尽くしてしまい、魔ま操そうを立ち上げた。

「リムリー、お願い」

「カタン、ちょい頼まれて」

「アヴィ、来い」

「ノアム、頼みます」

　輝く召しよう喚かん紋もんから忠実な神魔たちが顕あらわれて、それぞれの主の元に平伏する。

「みんなでおっさんの肩布タリート、探してきて。あ、誰か一人は寮りように戻って予備取ってきてあげて」

　簡かん潔けつなラキシュの命令に神魔たちは深々と頷き、ある者は窓から飛び去り、ある者は壁や床へと消えていった。

「さすがですねえ、みんな。僕、どうしても神魔に何か言いつけるって発想がすぐには出てこなくて」

　心の底から感心し褒ほめ称たたえるヨシュアに、一同はやや鋭い一いち瞥べつを投げたのち、さっと頭を寄せ合った。

「で、この隙にいじめの首しゆ謀ぼう者しやが誰かちゃんと考えてみましょう」

「つーてもな。おっさんをいじめそうな人なんて一人しか思いつかない」

「ああ、暴ぼう虐ぎやく王おう」

「嫁に食べられ損なったの、根に持ってるんでしょうかねえ？」

　その場にいた全員が、一度頷く。

　が、同時にまた、それはないというように揃そろって首を振った。

「あのアフェク先せん輩ぱいがそんな回りくどいことするはずないよねえー」

「というか、あの人の場合、普通に過ごしていることすべてが周囲に対するいじめみたいなものだもの」

「そ、そもそも、陰でコソコソ何かするような人じゃありません。それぐらいなら、すぐ殺しにかかってくるタイプじゃないかなって……」

「なんにつけストレート」

　それぞれの言葉に、ヨシュアもまた頷いたが、その胸中は更に複雑である。

　当初、何故かアフェク・ユハスはスーリィンを月の女神と勘違いし、その美しさを称えんとド下へ手たくそな歌まで作り出す始末。彼女の正体が禁断の上位神魔でありヨシュアの妻であると知れて以降は、「興味深い研究対象」と言い張っているが……さて、本音はどうなのやら。未いまだヨシュアはその核心に踏ふみ込こめないままなのだった。

　が、ともあれ、アフェクがスーリィンの件で陰いん湿しつな意地悪をするのはありえない。するのなら、みんなの言う通り真っ向勝負でいびってくるに決まっている。

「じゃあ、あとは誰さ？　おっさんいじめそうなのって思いつく？」

「エレミヤさん？」

「ああ、まあ……僕のせいでこんな砂漠に来る羽は目めになったって四六時中愚ぐ痴ちってはいますけど、彼にしたら歴れつきとした仕事ですしねえ」

「でも、あの人、そんな暇ひまじゃないっておいらの目から見ても思います。その、彼女さんとかいっぱいいるし」

「まさか」

　気楽な口調で並べ立てるみんなの横、

「また赤のなんとかじゃ……」

　ティエルが一段と青くなって呟つぶやくが、ヨシュアは笑ってこれも退けた。旅団の刺し客かくならば、もっと巧妙かつ嫌らしい手を打ってくるに決まっている。それこそ、かの偽ベルリナのように。

「しかし、いじめかぁ。いじめねえ……」

　首を捻るヨシュアを、少年少女たちは信じられないものを見たというように視線を注いでくる。

「なんでそんな平然としてるのよ！」

「いや、なかなか新鮮な体験だなあと思って」

「新鮮って、あのな」

「だって、僕、学校ってものに通うの自体、ここが初めてで。いじめに遭あいようがそもそもなかったんですよ」

　誰かに恨みを買った場合、いきなり刃物で刻んでくるか、毒をたんまり盛るような人種の集う業界育ち。こんな可か愛わいいステップを踏んでくれるだけ、ヨシュアからするとありがたいぐらいなのだが。

「ね、ホントに心当たりない？　スープに石入れられたときとか石せき盤ばん割られたときとか、周囲に怪しい人がいたとか妙な視線を感じたとかないの？」

「妙な視線て言われてもなあ……僕、割と四六時中ジロジロ見られている方だから、そういうのもう慣れちゃったというか」

「あああ、そうだった、そうだったね！　おっさん、割といつも注目の的まとだったよね、主に悪い意味で！」

「学長礼れい拝はい後が最高潮」

「いえ、修練場燃やしたときの方がひどかったじゃないですか？　あと、ナタルが召喚できた後なんかも」

「だからってこのまま放置する気？」

　一段と険けわしい声でティエルが言いい募つのる。

「こういうのはだんだんとエスカレートするものなのよ？　棍の件だって、もうかなり悪質じゃない。一歩間違えたら大おお怪け我がしていたかもしれないのに！」

「まったくもってお嬢様のおっしゃる通りです。みすみす見逃して大惨事に至ったら、むしろ相手に大きな罪を犯させることになるっておいらも思いますっ。初期で手を打つのが肝心かとっ」

　と、四人は鼻息荒くも理路整然とヨシュアをやり込めた。

「でも、本当にどうして僕なんかいじめると思う？　まるで動機が判らない」

「動機なんて、あってもなくてもって感じだけどな。なんか赤いのが気にくわないとか」

「劣等生のくせしてドヤ顔して楽器鳴らしてるのがむかつくとか」

「修練場燃やしたのにとっとと落第しなかったというので義ぎ憤ふんにかられた、とかは、どうでしょう？」

「単に嫌い」

「なんか、いじめられてる！　僕、いじめられてる！　リアルタイムでいままさにっ」

　嘆なげくヨシュアをそっちのけに、子供たちは頭を寄せ合い、検討を続ける。

「とにかく、相手はすっごくおっさんの行動パターンよく知ってるんだよ。スーパーストーカーだよ。修練の時間割なんかは当然、席の位置とか着替えをどこに置くとかハンパないって」

「おかずに異物を混入させた手口からして、あの食堂にもちゃんといて、しかも劣等生が何をおかわりするか見てやってのけたってことよね？」

「事件の起きてる場所も問題かと思いますよ。最初の荷物紛失は南の塔か東の塔のどっちか。スープに石は食堂。次の石盤は修練室。棍を置いておいたのは修練場の保管庫、今日の肩布タリートも修練室」

「時間かかる……自分の修行……どうしてるんだか……」

「ねえ、それは後にしてご飯に行きましょう？　昼休み、本当に終わっちゃうよ？」

　延々と続きそうな議論に、ヨシュアは痺しびれを切らして水を向ける。だが、いっせいにメンチを切られて、ついに観念した。

「判った、判りました。今後はちゃんと身の回りに気を配って、犯人もちゃんと捕まえるよう努力するから！　とにかく今は食事！」

　まだまだ物足りないという顔つきの少年少女たちにヨシュアは苦笑を返し、半ば引きずるように食堂へとつれていった。

　巨大な洞どう窟くつを思わせるその大広間、居並ぶテーブルには五色の肩布を纏まとった修道生たち。慣れた肩布がない自分の姿が、妙にのっぺりと映るが仕方がない。

　───この中に犯人がいるんだろうか。

　好奇の目を向けられることには、確かに慣れた。

　だが、殺気を伴って近づく者があったら気が付かないはずがない。劣等生と笑われ、落第寸前と嘲あざけられることはあっても、敵意や殺意を向けられたことなどまるでなかった。故ゆえに、ヨシュアは身に起きたすべてのことに対してろくな警けい戒かい心しんも持たずにやってきたのだが。

　───まあ、エレミヤに二、三頼んで。自分でもちょっと真ま面じ目めにやってみようか。

　実は、敵意より殺意の方がより敏感に察知できる。このまま犯行がエスカレートするだけして、いっそのこと殺しにかかってくれた方が見つけやすいかもしれない……とは、思っていても口にはしなかったが。
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　とりあえず、最初の一歩として。

　ヨシュアは自室の窓と戸口、それに三方の壁一面と床の一部にも糸を張り巡らせた。糸と言っても、織って縫ぬえば布になるような類たぐいではない、犯罪者がよく使う剣けん呑のんな道具の一つである。神魔の吐き出した繊せん維いを縒より合あわせたもので、絹糸や人の髪かみよりもまだ細い。よほど訓練された人の目でなければすぐには見えず、しかも、それに掛かった者に絡みついた挙げ句、跡が点々と残るという優れものだった。

「犯行現場は修しゆう練れん室しつが一番多いからそっちに仕掛けたいところだけど……クラスメイトがいちいち掛かっちゃうと話にならないからね」

　自室のもう一人の居住者に、ヨシュアはそう説明してみせた。

「スーリィンも引っ掛からないように、ドアや窓に近づくときは僕にまず声かけてね」

「しち面めん倒どうくさい話じゃのう。もっとこう一撃でパッと倒せる手はないのか？」

　形のよい鼻び梁りように皺しわを寄せ、彼の妻は訊たずねる。

「塔とう内ないの者の仕し業わざということは、相手もそなたと同じ修道生であろう？　先制攻撃不可の戒かい律りつがあっても、同じ身分の相手ならばすぐさま迎げい撃げきしてもよいのではなかったか？」

「だから、迎撃しませんて。捕まえて、どうしてこんなことするのか聞いて、もうしないでねって頼んで、それで終わり」

「手ぬるいのう～。スーリィンに任せてくれれば、骨までじっくりこんがり焼いてやるものを」

「それが何より困るんだってば」

　不満げな妻を宥なだめすかし、ヨシュアはそのまま数日を待つことにした。命の危険に直結しそうなので武器の在処ありかだけは十二分に気を付け、修練室に持ち物は何も置かない。すべて麻袋に詰めて担かついで歩くと決めている。

「自然、犯人はここへ来るか、あるいは僕に直接当たってくるしかなくなるわけで」

「食事にまた何か盛られたらなんとする？」

「ああ、それやってくれるとずっと楽できるよ。食堂ではエレミヤに見張ってもらうよう話つけてあるから。今度は確実に捕まえられる」

　けれど、そうはならないだろうという気がヨシュアにはしている。この犯人は同じ手は二度使わない。場所か手段か、どちらかを必ず違えてくる。最初の荷物紛失が前の居住区……東の塔での出来事ならば、今度はこの南の塔が狙われるはずだ。それに、修道生の部屋の鍵かぎは、内側からかけられるタイプのものが一つあるだけ。着替えや就寝用で、主が不在のときに鍵をかけることは基本できない。『塔』の寮内で盗とう難なんなどあるはずがないし、あってはならないという発想と信念の末の措そ置ちでたいそう立りつ派ぱと言っていいが、悪意のある者からすればこれほど都つ合ごうのいいこともない。

「ならば、話は簡単ではないか！」

　スーリィンはよいことを思いついたとばかりに膝ひざを叩たたいた。

「ここにスーリィンだけを置いてヨシュアはどこかへいくのよ。そうしたら、相手は誰もおらぬと油ゆ断だんして入ってくるはずじゃろう？　そこをこう雷でどかーんと」

「どかーん禁止」

「なんでじゃー！」

「君がここにいることを知られる方が、いじめの何百倍も困る」

「そなたの妻は有能ゆえ、ちゃんとすぐさま口のきけぬ姿に仕上げてやるものを」

「だから、それはもっと困る！」

　一度、いくらか声を高めたのち、

「それに、この手はたぶん神魔にも有効だからね」

　ベルリナのことを苦く思い出しつつ、ヨシュアは言う。

　人間が直接犯行に及んでくれたなら、ヨシュア自身が見つけ出すことは簡単だ。けれど、人の目を欺あざむき姿を隠す神魔が相手となると、いささか厳しい。特に、あの破は戒かい神官が操あやつっていたバルトロメオやロドワ……小指の先ほどもない微少なサイズやそもそも実体を持たぬ神魔だった場合、こんなトラップはなんの意味も持たないだろう。

「だけど、石せき盤ばん割ったり棍こんに傷入れたりとかしてるところ見ると、それなりのサイズで実体もちゃんとあるんじゃないかな。刃物を操れるんなら、人型って可能性も」

　その神魔が壁を通るか床を抜けるか扉をくぐるかは判らないが、まったく痕こん跡せきを糸に残さずやり過ごすことはかなり難しいはずだ。

「なるほど、スーリィンのヨシュアは賢いのう」

「ありがとう、そんなこと言ってくれるのは君ぐらいだよ」

　心からそう言って、ヨシュアは妻の頭を柔らかく撫なでた。嬉うれしそうに微笑ほほえむ彼女には、本当に癒いやされる。それを見ていると「つまらぬ意地悪などたいした問題ではないし、別に放っておいてもいいんじゃ」という無ぶ精しような気持ちがまた頭をもたげる。が、自分より何倍もショックを受けていた仲間たちのことを考えると、やはり放置するわけにはいかないだろう。

　───僕が何もしなかったら、あの子たちがなんかおっ始めそうだしなあ。それで怪け我がでもされたら目も当てられないし。

　そんなささやかな葛かつ藤とうのうちに、また数日は過ぎて。

　その夜も過か酷こくな修練を終え、ヨシュアはフラフラになって自室へと戻った。外ではまたも雨音が賑にぎやかで、自分の足音すら耳に届かない有り様だった。すぐさま飛び込んで寝台に転がりたいのを抑え、彼は重い石の扉を少しだけ開いた。糸を渡した場所をそっと目で探る。

「……切れてる！」

　薄うす暗くら闇やみの中、廊ろう下かに置かれたランプの光を受け、か細い糸がふわふわと舞っていた。

「どうかしましたか、ヨシュアさん？」

「何か異変が？」

　廊下で棒立ちになっている彼の姿に、事情をすべて知っているセームとギレアドが近寄ってきた。

「例のトラップが発動してるみたいで」

「えっ、じゃあ犯人がここへ来たってことじゃないですか！」

「後を追わないと」

「待って待って、慎しん重ちようにね」

　すぐさま部屋に飛び込みそうな二人を宥めながら、ヨシュアは残された糸を手に取った。そろそろと更に扉を開き、頭を抱えたくなる。

「ダ、ダルタス様の部屋みたいになってる……」

　棚に納めてあったはずの木もつ簡かんや石版、巻物などが床にぶちまけられ、数少ない服や布類も丸めてあちこちに放置され、更に板窓の一部が割られていた。おかげで、そこから雨がガンガン吹き込んで、窓辺の机やチェストなどが水を被かぶって一段二段深い色になってしまっている。

「ひどい」

「何もかもびしょ濡ぬれじゃないですか！　悪質です、実に悪質ですよ！」

　憤ふん慨がいする少年たちの横で、ヨシュアは愛用の琵琶バルバツドだけは予あらかじめエレミヤに預けておいてよかったと息をついた。かの琵琶はルステラ太守から下か賜しされたいわくつきの品で、「次に紛失あるいは破損などしたら、けっしてただでは済まさない」とダルタス本人から厳しく申しつけられている。

　そんな最悪の一歩だけ手前の惨状の中、彼はなお静かに歩を運び、割れた板窓へと近寄った。そこの糸もまたぷっつり切れており、淡い淡い輝きを残すばかり。

「スーリィン」

　ヨシュアは自らの胸に手を這はわせ、首飾りを握り締める。短い呼びかけに応こたえて、まばゆい光があたりに満ち、次にはいつものほっそりとした姿がその傍かたわらに立っていた。

「おお、ついに下手人が現れよったか！　よかろう、このスーリィン様が後を追い、直々に仕置きしてやるゆえ、案ずるな！」

　高く叫んで、彼女はヨシュアの首へがっしりと腕を回す。力強い羽ばたきと共に、二人の体は雨天を裂さいて舞い上がった。悲鳴をあげてギレアドがヨシュアの腰へと飛びつき、その彼の足へセームがぶら下がる。

「ちょっ、ちょっと！　危ない、これ危ない！　すっごい不安定！」

「苦しい……」

「わあああああ、怖い！　スピード緩ゆるめてくださいよう、雷らい凰おう様ぁぁぁ」

「ほれ、糸はあそこに見えておるぞ。闇の中というのに、きらきらしいのう。あれで服を作ったなら、さぞ雅みやびやかであろうにのう」

「スーリィン！　荒っぽい真ま似ねはしなくていいからね？　下手人を確かめられればそれでいいんだからねっ？」

「く、苦しい……」

「うあああん、高いー！　怖いー！　腕疲れるーっ」

　強風に言葉はすべてもぎとられ、ろくに届かない。それぞれ勝手にわめきながら、奇妙な飛行物体はふらふらと雨をかきわけ進み続けた。

　やがて、糸は中庭を抜け、渡り廊下の天てん井じようを這い、五つの『塔』の中心部分……中央の塔の一角へと続いていった。

「ここ、導どう師しと五年生の居住区じゃないか！　僕、そんな人たちに恨うらみ買ってるのっ？」

「まさかの展開」

「うそー、ますます怖いじゃないですかっ！」

　互いの声など聞こえていないにも拘わらず、三人の修道生の表情はいずれも同じ。ただ一人、彼らをぶら下げた神魔だけが元気潑はつ剌らつであった。

「さくさくぶち滅ぼすぞー！」

　大はりきりで翼をはためかせ、銀の矢の如ごときスピードで彼女は飛来する。顔に体に当たってくる雨粒が痛い。泣き言の三重奏などどこ吹く風、雷凰は糸の果て、とある窓辺へと突き進んでいこうとしていた。

「わあああああ、スーリィン！　このままじゃ、ダメ！　相手に君の姿見られる！」

「あ、そうか」

　ヨシュアの必死の訴えは、なんとか妻に届いたらしい。瞬まばたき一つして、彼女は宙で停止する。

　だが、ぶら下がっていたギレアドとセームはそうはいかない。振り子の如く大きく身を捩よじり、そのまま一直線に窓へと向かっていった。

　がっしゃーん！

　もろい透すかし板の砕け散る音。重なる悲鳴、とたんに軽くなったヨシュアの体。制止する間もなければ、手だてもなかった。気がついたときには既に、ギレアドの巨きよ軀くとセームの細い体は、件くだんの部屋の中へと吸い込まれていってしまった。

「うわああああ、二人とも！　大丈夫っ？」

　大おお慌あわてで、ヨシュアもまた中へ飛び込む。危険な敵陣かもしれないが、それどころではなかった。「犯人」の出方次し第だいでは、少年たちは揃そろって懲ちよう罰ばつ塔とうへ放り込まれることになる。それだけは断じて避さけなければならない。

　だが。

　覚悟の上で踏ふみ込こんだ部屋の中は、実に静かだった。

「ギ、ギレアド？　セーム？　大丈夫？」

　窓辺に置かれた机に足を乗せ、ヨシュアはおそるおそる視線を巡めぐらす。雨は強く吹き込み、風に布が紙が踊ってはいたが、人の声はまるでしない。

　更に目を凝こらすと、部屋の中心部分にギレアドの黒い頭と青い肩布タリートがかすかに蠢うごめいていた。その横でまったく動かない茶色は、たぶんセームの髪だろう。

「おーい、平気ー？」

　ちっとも平気ではなさそうな二人の元へ、ヨシュアはひらりと降り立ち、よく確かめる。

　見れば、長々と伸びたギレアドの下、もう一つ人影があるではないか。

　もじゃもじゃともつれた毛糸のような黒髪、ほっそりとした手足。頼りないそのシルエットからして、どうも少女のようだった。

「う、うーん……」

　呻うめき声ごえも、高く可か愛わいらしい。

　だが、見逃せない特徴がひとつ。その人物の赤い赤い肩布に光るもの。

　つい最近までかのアフェク・ユハスが身につけていた、金釦ボタン……最高学年の首席の印であった。
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「それで？　どこからどうやって締め上げてぶち滅ぼす？」

　剣けん呑のん極まる口振りに、ヨシュアは我が耳を疑うたがった。発言者がスーリィンであったなら「あ、通常運転だな」と思うところだが、先の台詞せりふはティエルの口から飛び出してきたものだ。彼の妻はとっくの昔に首飾りの中、カタカタと忙しく暴れている。

「ぶち滅ぼすって、そんな。慈愛と調和がモットーの神官候補生の、更にいちばん優秀な人のおっしゃることとは思えないんだけど」

「でも、この人、あなたのことさんざんいじめたのよ！　このまま無罪放免にするつもりなのっ？」

「そうだそうだ！」

　力強く同調してみせたのは、ラキシュだった。

「おっさん、甘いんだよ！　どこの神殿いったって揉もめ事ごとの調停とか断罪とかって仕事は避さけられないんだからな！　ここできっちりキメとかないと先々いろいろ困るのあんたなんだから、よく覚えときなよ！」

　ティエルの言うことにはなんでもかんでも全否定から入るのが常なのに、今日に限って諸もろ手てをあげて支し持じするつもりらしい。

　───だから、この二人まで呼ぶことなかったのに……。

　ヨシュアは大きく溜め息をつき、傍かたわらに立つギレアドとセームへ目を走らせた。

　下手人の部屋で目を覚ました二人の少年がまず真っ先にしたのは、彼らの神魔を南の塔とうの女じよ子し寮りようへと遣つかわしたこと。目を吊り上げたティエルとラキシュがこの場へ現れるまで、一〇分かそこらしかかかっていないという迅速さだった。

「いいから、二人とも穏おん便びんに。ここはまず先せん輩ぱいのご意見をちゃんと拝聴しましょう。ね？」

　精一杯の猫ねこ撫なで声で取りなして、ヨシュアは部屋の中央に座る人物へと目を向けた。

　もつれた黒くろ髪かみ、赤い肩布タリートには金の釦ボタン。うっすらとそばかすの浮いた鼻をぐずぐず言わせながら、彼女はずっとうつむいたまま。一度もヨシュアと目を合わせようとしない。

「もう少し後ろに下がっていただけませんか、そこの赤毛。とにもかくにも我が主あるじは異性が苦手なのでございます」

　つっけんどんな声は、その娘の膝ひざの上から響いてきた。薄蒼い毛皮を纏まとった獣……細長い体と丸い耳、ふんわりとした尻尾しつぽのそれは、猫ほどの大きさの貂てんであった。

「でかい口叩たたいてんじゃねーよ、バカ神魔。おまえの主がおっさんにひどいことしたからこーいう状況になってんだろ！」

「その通りよ！　というか、実行犯はあなたなんでしょ？　でなければ、南の塔の更に四階の部屋の窓からなんて出入りできないし！」

「うるさいですよ、二年生坊主どもが。そちらこそ生意気な口を叩くものではありません。恐れ多くも我が主は最高学年の、更に首席の栄誉に浴したお方なのですから」

「首席だっていうなら、わたしだって同じよ！　少しは控ひかえなさいよ！」

　金釦のついた青い肩布タリートを摑つかみ、ティエルが叫ぶ。

「たかが二年生でございましょう？　しかも、そちらは今年に入って初めて首席を得られたとか。我が主は入塔以来、一度もトップの座を譲ゆずったことはないのですから、おまえごときの風下に立ついわれなぞありません、このすっとこどっこいどもが」

　きっぱりとした物言いに、ティエルの顔が怒りに歪ゆがんだ。そのまま口を噤つぐんだのは恐れ入ったからではなく、どう反論してやろうかと考え込んでいるが故だと、ヨシュアでなくとも判わかる。

「えーと、そちらの先輩……なんてお名前でしたっけ？」

「風妖三七位・疾しつ貂てんのジルハと申します」

　彼の問いかけに、またも恭うやうやしく口を開いたのは貂の方だった。そのまま小さな神魔はくるりと宙でとんぼを切り、着地と同時に少女の姿へと変化した。涼やかな目元と繊せん細さいな顔立ちの愛らしい娘だが、表情らしい表情がまるでなく、貂の姿のときよりもっと人形かなにかのように見える。ただ一つ、蒼い髪の色だけは貂の毛皮と変わっていないが。

「や、君じゃなくて先輩の方。というか、君ばっかり喋しやべってて、先輩、一度も口きいてないんだけど？」

「我が主は異性が苦手な上にたいそう無口なお人柄ゆえ、お話しになりません。ご用件はわたくしジルハにおっしゃって下さいませ」

「ええええ」

　戸と惑まどうヨシュアに、渋い顔でラキシュが振り返る。

「ホントだよ。この人のこと、あたしも聞いたことある。ものすっごい口くち下べ手たで、特に男の子相手だとなんも言えないし言わないんだって」

「そ、それで修行とかどうやってるんです？」

「たいていはこの筆ひつ頭とう神魔のジルハめが代わりに話します。どうしても主ご本人が伝えなくてはならないことがあるときは石せき盤ばんをお使いになりますが」

「無口ってレベルじゃない！　ギレアドの上うわ手てがいるとは！」

　思わず口走ったヨシュアの言葉に、当のギレアドが大きく眉まゆをしかめ、セームが気の毒そうに苦笑した。

「それじゃ、石盤に書くのでいいわよ。いったいどういうつもりでヨシュア・バレクにちょっかいかけてきたの？　その！　お偉えらくて！　無口な！　最高学年の！　首席様が！　劣等生ごときに！」

　最後の一言はよけいだ、と、ヨシュアは情けなく思ったが、本気モードで激怒しているティエルへツッコむ勇気は湧いてこない。

　───ホント、純粋培ばい養ようの神殿育ちだけあって正義感が強いんだなあ。僕本人より怒ることないと思うけど。

　感心とも呆あきれともつかぬ気分で、ヨシュアはしばらく事態を見守ることにした。詳しい事情は確かめなくてはならないが、男子相手では喋れないというのなら仕方がないではないか。

　黒い頭を垂れたまま下手人は、しばらくうぐうぐ呻うめいていた。もつれた髪の合間からちらりとこぼれる首は白く細く、ひどく頼りなく映る。ほっそりとした手が自分の肩布タリートの先を摑み、真っ白になるほど握り込んでいた。淡く白いその指先が、赤い色に映えて思いの外、艶あでやかに見える。

　やがて、彼女はその指を解き、観念したというようにゆるゆると白はく墨ぼくを取り上げた。

　カツカツと小鳥が戸板を叩くような音がしばらく響き、やがて、ぎっちりみっちり文字の並んだ石盤が床の上に投げ出される。

「なになに、えーと？」

「『そもそもはアフェク・ユハスがみんな悪い』？」

　飛び出してきたその名に、二人の声は一気にトーンダウンする。代わる代わる読み進めるうちに、怒れる少女たちの表情は曇くもり、責める一方だった声にも切れがなくなっていった。

　石盤に書かれていたことをざっと要約すると、以下の通りになる。

　現在の深紅の肩布タリート軍団は、入塔以来、和わ気き藹あい々あいと仲のよい学年であったという。そこで首席を長く務めていた彼女も、こんな性格だったにも拘かかわらず、それなりに尊敬を集め、大事な仲間と目されてきた。

　しかし、つい一カ月ほど前、その様相は一変した。

　かの暴ぼう虐ぎやくの沈黙王、アフェク・ユハスの自主落第によって。

　先日の試験の点数が反映されるため、彼女は辛かろうじて首席の座は守ることができた。が、誰の目から見てもそれは暫ざん定ていに過ぎない。また半年後に行われるだろう中間試験が終われば、きっと首位陥かん落らく。金釦はアフェクの元へいくに決まっている。

　それだけでも充分に悲劇的であったのに、前後に類を見ないほど口も態度も悪いアフェクを迎えた彼女の学年の輪は、見る間に崩ほう壊かい瓦が解かいした。

「あの野郎一人のせいで、平均点ダダ上がり必至ですごく困るんですけど」

「あんないろいろすごいのと一緒のクラスで一緒の学年なんて……もうどうしたらいいのか、判らない……」

「というか、あなたも首席でしょう？　もうちょっとしっかりしてよ！」

　沸き起こるパニック、止とどまるところを知らぬストレスは『ろくに口もきけない我が学年のトップ』へと向かうが……そもそもがこの状態。アフェクに対抗する術すべなどむろんなく……。

「そ、それはお気の毒なことと心から思いますが」

　すべてを聞いたヨシュアは沈痛な面おも持もちで、しかし、重ねて訊たずねた。

「それでなんで僕にあれこれするわけです？　この場合、どう考えても真っ先にターゲットになるのはアフェク先輩だと思うんですけど」

　その問いに、返事は戻らない。

　異性と話せない最高学年の少女はもちろん、彼の親しい仲間たちまでもが渋い表情に重苦しい空気を纏って、こちらを見入っている。

「おっさん……やっぱ知らないんだ？」

　しばらくののち、口を開いたのは、やはりラキシュであった。

「何を？」

「アフェク先輩の留年の理由が、塔内でどう広まってるかって」

「どうって……そりゃ本人の主張してる通り体調不良でしょう？」

　真実は『滅めつ多たに顕あらわれない上位神魔＝スーリィンを研究したいから』であるが、むろん、そんなことはけっして漏もらせない。だから、アフェクは誰に聞かれても、具合が悪かったからと言い張っているのだが。

「……それは表向きで、実は裏があるってみんな思ってるのよ」

「裏？」

　目を丸くし首を傾かしげるヨシュアに、一同はいっそう痛ましげな目を向ける。彼は言葉の続きを促うながしたが、いつもはなめらかなラキシュやティエルの口が重く閉ざされたまま開かない。

「ですから」

　焦じれたように言い出したのは、蒼い貂だった。

「あの暴虐王は狷けん介かい極まるお人柄のため、入塔以来友達の一人も作れなかったわけでございます」

「だろうねえ」

　それは誰より自分がよく判るとばかりに、ヨシュアは深々と頷うなずく。

「その彼が、胸きよう襟きんを開ける相手をようやく得ることができたと、もっぱらの評判」

「えええ、そんな奇特な人いるの？」

「で、その相手と離はなれ難がたいばかりに、自ら試験を放ほう棄きして留年したのではないか、と」

「へえ、そうなんだ」

　たいそうおもしろいことを聞いたとばかりにヨシュアは笑ったが、その笑みはジルハの次の台詞に凍り付いた。

「つまり、あなたのことですよ、ヨシュア・バレク」

「…………」

　しぃ……ん。

　長い長い沈黙が続く。

　神魔の言葉がヨシュアの頭に染み込むまで、それだけの時間を要した。いや、本当は染み込ませたくすらなかったのかもしれない。

「そんな裏はまったくないから！」

　現実を認めた瞬間、彼は絶叫していた。

「断じてないからっっ！」

　折しも真夜中、この場にいる全員が寮則を破っている状態での大声など危険極まりないと判ってはいるが、これが叫ばずにいられるものか。

「うんうん、おっさん。あたしたちはちゃーんと知ってるよ」

　世にも可か哀わい想そうなものを見る目でラキシュが言いい諭さとし、

「でも、みんな思うんですよね」

　一番気弱なはずのセームが嘆息混じりに後を引き取った。

「なんせ、あのアフェク・ユハス先輩相手だから『体調が悪かったぐらいで試験の点落とすなんてありえない』って」

「そ、そりゃそうかもしれませんが……だからって……」

　ヨシュアは絶句した。

　するしかなかった。

　まさか、アフェクの自主留年がこんな悲喜劇を呼び、様々な形で飛び火してくるなど、考えてもみなかったというのに。

「つまり、なんですか？」

　よたよたとまろび寄る彼から、暫定首席は吹っ飛んで逃げようとする。が、ヨシュアは敢あえて続けた。

「あなたは僕がアフェク先輩の落第の原因だと思ったから、あれこれ仕掛けてきたって言うんですか？」

「その通りですとも、ヨシュア・バレク」

　部屋の片かた隅すみまで逃げるだけ逃げこくこく頷く主に代わり、蒼貂が喚わめく。

「元凶はあなた。あなたがすべて悪い。あなたさえいなければ、かの暴虐王は落第などせず、我が主は平穏無事にこの塔を卒業して神官となれたものを！」

「そんなーっ！　だったら、先輩本人に当たって下さいよっ！　僕、完全に巻き添えでしょうが！」

　涙目寸前で訴えるヨシュアに、赤肩布タリートの少女は石盤を引き寄せ何かを書かき殴なぐり、大きく振りかぶって投げて寄越した。

　その見事かつ素早いセットポジションに、ヨシュアはうっかり避よけそうになったが、すんでのところで受け止めた。

　見下ろした先には、こんな文字が並んでいる。

『無茶いうな、この阿呆赤毛！　そんなのあんまりにも怖すぎる！　ばか！　くたばれ！』

「…………」

　その口の悪さに、ヨシュアはまたも絶句した。

　そりゃあ、天才アフェクか劣等生の自分かどちらかを標的にしろと言われたら、誰でも後者を選ぶだろう。その心境はよく判る。判るが！

「その卑ひ怯きような発想が気に入らないのよ！」

　再びティエルが気炎を上げる。

「可哀想だっていうのはよく判るわ。でも、あなたも長く首席を守ってきたっていうのならもっと気合い見せなさいよ、気合い！」

「そうだそうだ、まずは謝れよ！　置かれた立場にはすんごく同情するけどさ、やっていいことと悪いことがあるぞ！」

　勢い込んでラキシュも続くが、どちらも己を励はげまし駆り立てた上の言葉とすぐ知れる。少年たちに至っては、表情を選びかねたまま、騒ぐ女子たちと赤毛の同級生の間に落ち着かなく視線を行き交わしているだけ。

　どうにも微妙な空気のさなか、ヨシュアは大きく肩と視線とを落とす。

　雨はだいぶ前にあがったが、ギレアドとセームが破った窓の破片が床で水滴をはじいて輝いていた。その中を一筋流れているのは、ヨシュアが仕掛けた神魔の糸の名残なごりだろう。

　きらと光るそれの下、部屋の主のものらしい布が落ちている。繊細なレースがふんだんに使われた、艶やかな絹。片隅に施ほどこされた刺し繡しゆうの色合いが淡いランプの中でも鮮やかに目に映っていた。

　それを、ヨシュアは何気なく読み上げる。

「ネイラ・ネ・ネルヴ……」

　低い呟つぶやきに、少女たちは動きを止め、振り返った。

「ネイラ・ネ・ネルヴ？」

　繰くり返かえすヨシュアに、その場にいた全員が頷いた。

「そーだよ、それがこの人の名前。静せい寂じやくのネイラって聞いたことない？」

「アフェク先輩の場合は周囲が沈黙するけど、この人は自分が黙り込んでるってわけね」

「おお、お嬢じよう様さまお上手です。おっしゃる通りです」

「二学年続けて……なんだかな……」

　いつもの調子で次々と言葉を返す仲間たちへ、ヨシュアはしばらく何も言えない。塔内の噂うわさのあれこれの衝しよう撃げきなど、もはや遙はるか彼方。あまりのことに、呼吸すらままならなかった。

　恐る恐る上げた視線の先、部屋の隅にネイラはいる。

　もつれ乱れた黒い前髪の下の双そう眸ぼうと初めて目があった。砂漠の月を映したような、淡い琥こ珀はく色の瞳。薄うす暗くら闇やみに開く、目映い色合い。予想よりずっと繊細で整った作りの顔の中から、それが、じ、と、ヨシュアをみつめている。

　ネルヴ。

　その名にヨシュアは聞き覚えがあった。

　痛みと傷を伴う過去の中、置いてきたはずの昨日の世界に。


























　生まれた家にはいつだって、美しい音楽が満みち溢あふれていた。

　一家の長であり、国の主あるじである父が、ことさら音楽を好んでいたからだ。後宮に蓄たくわえた百姫よりも、目にも綾あやな宝石よりも、かの人は音楽を深く愛した。

　麗うるわしい愛の詩があった。

　哀切な滅びの唄うたがあった。

　神々と人間たちの物語や勇壮な戦士たちの伝承と、ありとあらゆる歌が自分の周りには絶えることなく奏かなでられていた。

　その美しさその華やかさはあまりに圧倒的で、人の目を幻げん惑わくさせるには十二分だったと言える。貴人と楽人たちを取り囲む宮の壁はひたすら高く、外界の嘆なげきも届かない。

　……いや、本当は知っていた。

　白く美しく彩られた壁の向こうに、どんな世界が広がっているのか。

　ただ、見たくなかった。

　知りたくなかった。

　笑顔で自分を招く父の手が、どれほど血ち塗ぬられているのか。艶あでやかな絹を纏まとう母の足下に、どれほどの死が横たわっているのか。

　あたたかな家庭だったかと問われれば、それは違うと言下に答えるだろう。二親は二親とも、互いにも子供にも興味を持っていなかった。父は日々忙しく、母は己を省かえりみず愛あい妾しようを次々抱える夫を憎んで長きを過ごした。年の離れた兄は遠い宮で暮らし、顔を合わせることすら稀まれだった。

　家族の慈愛や友愛などは、ただ書物で読むもの。自分とは無縁のものなのだと、いつの頃からか悟っていたし、それが代だい償しようとなりえるのだろうと思っていた。この冷たい宮殿で音楽だけに耳と心を傾かたむけて過ごす、無為の一族。その一員たることに耐えさえすれば、それですべてが許されるのだろうと、いつからかそう思っていた。

　それでも、父が宮に客や楽団を招き、「おまえもご挨あい拶さつして、一緒に聴きなさい」と呼びかけてくれた時は嬉うれしかった。笛を頑がん張ばりなさいと言われれば、懸けん命めいにそれを吹いた。喪うしないたくは、けっしてなかった。

　だから、疑わなかった。

　自分の暮らすこの宮へ、ひたひたと打ち寄せる怨えん嗟さの詠うたこそが、この国でもっとも強く高い音楽。

　それを薄々知りながらも、まだ疑わぬままでいた。

　明日もまた今日と同じような日が、絶えることなく続くのだ、と。

　天に地に変わらぬものはなに一つないと、知らぬ子もいないこの大陸で、自分だけが不変を信じ続けていたのだ。

　愚おろかしく、けれど、ひたむきに。
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　日々はまた、めまぐるしく過ぎた。

　ネイラ・ネ・ネルヴとの衝しよう撃げき的てきと言っていい出会いから、一週間ほどのちのこと。その日も、彼とその仲間たちは一日の修行を終え、疲労と空腹を抱えて中央の塔とうの食堂へと赴おもむいた。

「おっさんおっさん、早く早く！　グズグズしてると『お楽しみ』がなくなっちゃうよ」

「俺、今日は花茶が欲しい」

「おいらは羊の乳が楽しみなんですが。蜂はち蜜みつでちょっと甘くしてあるやつ」

　雨期もそろそろ終わりに差し掛かり、寒さは増すばかり。広い食堂のあちこちに真っ赤に焼かれた石を詰め込んだ金属の樽たるが置かれ、その上にこれまた大きな石のたらいが載のせられている。いまで言う、簡易のストーブである。たらいの中身は、いっぱいの湯。そして、ラキシュの言う『お楽しみ』がその中にたくさん並んでいた。

　それは、水牛の角に入れられ温められた飲み物。牛の乳や果実を絞ったもの、濃く淹いれられた茶や甘い茶など、種類も実にバラエティに富む。この季節の夕食時だけの計らいで、修道生たちは食前食後に思い思いの飲み物を手に取り、手や腹を暖める。

「二年になって何がよかったって、前より焼き樽の近くに座れることだよねえ」

　目当ての飲み物を素早くゲットしたラキシュが、ほくほくの笑顔で言い募った。

「去年は暗黙の了解っつーか先せん輩ぱいたちの視線の圧力っつーかで、いっちばん遠いとこ座らないとなんなかったし」

「その一年坊主の頃、こんな序列バカバカしいって一番憤ふん慨がいしてたのラキシュじゃありませんでしたっけ？」

「あっれー？　そーだったっけ～？」

「都つ合ごうよすぎ」

「社会の縮図を見るようですね」

　調子のいい最年少の少女に最年長がツッコみ、少年二人がそれぞれついてくる、いつもの会話。しかし、それに真っ先に乗ってきそうな、もう一人の少女がいっこうに絡んでこない。不ふ思し議ぎに思ってヨシュアが見ると、その一人……ティエルは食堂のいちばん中央近くへと厳きびしい視線を向けていた。

　ひときわ明るくひときわ暖かなそのあたりには、赤い肩布タリートの一団が集っている。去年の最高学年よりだいぶ明るく朗ほがらかな顔が並ぶ横、ぽつんと離れた人影が二つ。

　一つは、毎度お馴な染じみ暴ぼう虐ぎやく王おう。いつも通り周囲の騒ぎなど我関せずという表情で淡々と食事を続けている。

　そして、もう一つは静せい寂じやくの娘。けれど、こちらは細い肩をしょんぼりと落とし、ときどき所在なく視線をさまよわせる姿が、悲ひ愴そう感かんで満みち溢あふれていた。せめて、筆ひつ頭とう神魔のジルハがいればマシなのだろうが、食堂や礼れい拝はい場じようなどには基本、神魔はつれて入れないと定められている。

　明暗くっきりというか白黒はっきりというか、とにもかくにも対照的な元首席と現首席の様子に、ヨシュアはどうにも目が離せなかった。

　ネイラは相変わらずもじゃもじゃな黒くろ髪かみを無む造ぞう作さにひっつめ、金釦ボタンの輝きすら埋もれるほど地味な身なり。けれど、木き匙さじを口に運び肉を切り分けるなどの所作一つ一つがリズミカルで美しく、その育ちのよさを偲しのばせる。

「ホントに自分のクラスから浮いちゃってんだねえ、あの人」

「気の毒」

「でも、だからって」

　同情してみせる凸凹コンビの横で、憤慨しきりというようにティエルは高い鼻に皺しわを寄せた。

「やっぱりわたしは納得いかないわ、劣等生。もっときっちりお灸きゆうを据えるか、導どう師したちに言ってそれなりに裁さばいてもらうべきじゃないかしら」

「まったくです。おいらもお嬢じよう様さまに同意見です」

　穏和なセームまでもが珍めずらしく、嫌けん悪お感かんも露あらわ。ラキシュやギレアドもその点には異論はないというように頷うなずいている。

　あの捕り物の夜、ヨシュアは「もう何もしないと約束してくれるなら」という条件つきで、ネイラのことを無罪放免とした。子供たちはそれがどうしても気に入らないらしく、ネイラを遠目に見つけるたびに不平を鳴らしているのだった。

「いじめなんて、神官候補生として絶対にやっちゃいけないことなんだしさー、もっと締め上げとくべきじゃね？」

「おっさん、甘い」

「被害者の僕がそれでいいって言ってるんですから、それでいいんです」

　笑顔で、けれど、そっけなくヨシュアは一同へ言い渡す。

「この話はもうおしまい」

　その断固とした口振りに、四人はいっせいに口を噤つぐむ。が、目の方は実に正直で遠い赤肩布タリート軍団の方へ向けられたままだった。

　ネイラはそのまま、その場にいるのがいたたまれないというようにそそくさと食事を終え、食器を下げ始めた。途中、ふと思いついたというようにたらいに沈められた飲み物を二つ手に取り、また歩き出す……ヨシュアたちの方へと。

　声をかけようかと迷う、ほんのわずかな間。

　先に向こうがこちらを見つけてしまった。

　喉のど奥おくだけで叫び、ネイラは手にした水牛の角をつるりと落とす。ほかほかの飲み物を満まん載さいした角が一直線に床へと落下していく。反射的にヨシュアは手を差し伸べ、宙でそれを摑つかみ取とった。確かな感触が指へと返る。

　だが。

「あっちー！」

　温められた茶と果汁がちゃぽんと音を立て、彼の両手にぶちまけられた。

「あち、あちあち熱いーっ！」

「う、あ……」

　たまらず叫ぶヨシュアをびくりと見上げ、ネイラはぴょん！　と飛び上がった。そのまま、華麗と言っていいバックステップで身を翻ひるがえし、一気に距離を開ける。

　悲鳴が続いた。

　彼女の急激な回かい避ひ行動のせいで、青肩布タリートが何人か巻き添えを食らったのだ。盆ぼんを持って立ち上がりかけた少年が転び、彼の持っていた食器が隣となりの者にぶちまけられ、慌あわてて数人が腰を浮かしたために、後ろを通り抜けようとした者が蹴け躓つまずき、そして。

　がったーん、ばっしゃー！

　たらいが落ちた。熱湯と飲み物を満載したまま、床へと一直線に。

「あっつううー！！！」

「いたた！」

「やだ、濡ぬれた！」

　悪夢の連れん鎖さ反応に、たちまち巻き起こる阿あ鼻び叫きよう喚かん。

「あ、ああああ……」

　ことの元凶であるネイラは、両手を合わせて握り締めふるふると震ふるえていた。が、まるっきり無傷、まったく濡れてもいない。

　なんという、悪運の強さ。と、ヨシュアが感心して見やった瞬間、

「ふぐっ」

　彼女は奇怪な悲鳴をあげ、脱兎の如ごとく走り去っていってしまった。

　ヨシュアは半ば唖あ然ぜんと遠くなるネイラの背を見送るばかりだったが、その手元を覗のぞき込こんできた仲間たちが新たに騒ぎ出す。

「ぎゃー、おっさん、手ぇ真っ赤！」

「そんなの早く放しなさいよっ！」

「でも、床が」

「床はおいらたちが掃そう除じしますから、早く水に手をつっこんできてくださいって！　時間たつと水みず膨ぶくれが出来て皮が剝むけてきちゃいますよ！」

「い、痛そう」

　わあきゃあと騒ぐ四人に引きずられ、ヨシュアは食堂の横、厨ちゆう房ぼうの中へと飛び込んだ。広い部屋の片かた隅すみに置かれた水みず瓶がめへ両手をつっこみ、今度は震え上がる。

「つ、冷たっ！」

「冷たくないと意味ないんだってばっ」

「本当は流水の方がもっといいんですが……」

「なら、リムリーを喚よんだ方がいいかしら？」

「名案」

　それでは、というようにティエルは左手を掲げたが、

「こらこら待て待て、子供たち」

　背後から飛んできた声に動きを止めた。

「こんなところで神魔を召しよう喚かんとか止やめてくれなさいよ。人の職場なんだと思ってんの？」

　目を吊り上げたエレミヤが、大きなおたま片手に割り込んでくる。

「でも」

「だって」

「けど」

「これ」

　四人はヨシュアの手を指さし、口々に抗こう議ぎした。

「これぐらい、俺の持ってる薬でどーにかしてやるよ。僕ちゃんどもはとっとと飯食ってきな」

「でも」

「だって」

「けど」

「これ」

　まったく同じような口振りで繰くり返かえす彼らに、ヨシュアは苦笑を向けた。

「大丈夫、治ち療りようはエレミヤに頼みますから。あと何分もしないで食事時間終わっちゃうし、みんなは早くご飯食べておいで」

　宥なだめ諭さとす彼に、少年少女たちは大人しく食堂へ戻っていこうとした。

　が。

「あ、もし出来たら、誰か先輩の部屋にさっきの飲み物新しいのを二つ持っていってあげてくれないかな」

　ふと思いついたヨシュアがそう声をかけた瞬間、四人が四人ともぐりっと音がしそうなほどの勢いで振り向く。

「おっさんっ、いくらお人ひと好よしったって程ってもんがあんだろっっ」

「無理」

「あなた、バカなの？　本当に本物のお馬鹿さんなの？」

「そんな風に下した手でに出ることが先輩のお為になるとは、おいら、とうてい思えませんっ」

「で、でも」

　四者四様の猛もう抗こう議ぎに、ヨシュアは小さく後じさるが、なんとか諭し続けた。

「あれ、もう一つはジルハの分だと思うんです。僕だっておいしいものやいいものをもらったときスーリィンにも持って行ってあげたいなあっていつも思ってるんだけど、こっちは少しでも感づかれるようなことは控ひかえないとならないから……」

　途中からしどろもどろになったヨシュアの言葉に、ラキシュはぎゅんと眉まゆをたわめ、ギレアドは大きく舌打ちしたが、不ふ承しよう不ぶ承しよう頷いた。

「わたしは嫌ですからねっ！　絶対に断固として！　お断りですからねっっ！」

「おいらもです。お嬢様のおっしゃる通りです」

　ティエルは肩をいからせ足音高く歩み去り、セームが慌てたようにその後へとついていった。

「あーあ、ありゃみんなご機き嫌げん損ねちゃったぞ？　どーすんだよ」

　エレミヤはそれを横目で眺めやり、にやにやと笑いながら、

「ま、お子さま方のおっしゃることも一理あるな。おまえ、ネルヴの娘に甘すぎるだろ」

　的確に続けて、とどめを刺した。

「いくら後ろめたいからってさ」





　　　　　２






　忙しく立ち働く同どう僚りようたちに詫わびるような視線を向けながら、エレミヤは厨ちゆう房ぼうの更に奥、料理人たちの休きゆう憩けい室しつへとヨシュアをつれていった。

　棚に置かれた壷つぼの中から、ことさら怪しげな黒ずんだ緑の軟なん膏こうをたっぷり取り出してきて、赤く火ひ膨ぶくれ始めたヨシュアの両手に塗ぬりつけ始めた。

「つっ、染みるっ！　それ、本当に薬？　どさくさ紛まぎれに毒物塗と布ふしてないだろうねっ」

「ああ、その手があったか。いくらおまえさんでも傷から毒入れたら素直に死んでくれそうだよな」

　ルステラの間かん諜ちようは軽やかに笑う。それを渋い顔で見やりながら、ヨシュアはひとつ溜め息をついた。そのあまりの深さと大きさに、

「まあ、俺としちゃ、さ」

　エレミヤは少しだけ笑いを納め、続ける。

「おまえさんがそうやって一人前の人間らしく悩んでるの見るとちと安心するけどね」

「安心、て。どういう理屈なんですか、それ」

「だって、あの頃のおまえだったら、あの娘に何が起ころうともさして気に止めないだろ？　それこそ、ネルヴに潜もぐり込こんだ頃ぐらいだったらさ。えーと、六年前だっけ？」

「七年前ですね」

　ネルヴ国。

　それは、アリステア大陸の北西部に存在した、古い古い都市国家の一つであった。

「あった」。

　過去形である。

　いまから七年前、時の太守ハガイ・ネ・ネルヴが暗殺されたのをきっかけに巻き起こった革命。瞬またたく間にかの国は潰ついえ、ネ・ネルヴ一族はことごとくその地を追われた。

　その最初のきっかけ……革命の口火となった暗殺を請うけ負おったのが赤せき晶しよう旅りよ団だんであり、実行役を果たしたのは旅団のエース「凍れる紅くれない」と呼ばれていたヨシュア・バレクであったのだ。

「彼女はたぶん知らないんですよね？　僕が父親を殺した張本人だって」

「どうだろうな」

　エレミヤの返答はいささか鈍にぶる。

「俺が調べられたのは、あのネルヴっこが母親の遠縁を頼ってちっさい東の町に転がり込んで、そこの神殿の主任神官の薦すすめで『星せい紺こんの塔とう』に来たって経けい緯いだけ」

「そう、ですか……」

　こちらもひどく歯切れの悪い返事をひとつ残し、ヨシュアはまた俯うつむく。

「件くだんの仕事中、おまえが誰かに見つかったって記憶は？」

「それが……細かいことはあまりよく覚えていなくて」

　当時のヨシュアからすれば、暗殺は生業なりわい。ごくごく当然な日々の一部でしかない。しかも、その時ヨシュアは一〇才になるかならぬかという年頃。まだ小鳥の姿のスーリィンを可か愛わいがり、二人の義理の姉に護まもられて暮らしていた頃である。

「それでも、ネルヴの名前を見てすぐピンとはきたんだな」

「犯罪者の間では有名な国でしたからね。潜り込むとき頭目にも、さんざん脅おどされました。『あそこで捕まったら、単に殺されるだけじゃ済まない。世にも恐ろしい裁さい判ばんにかけられるから気をつけろ』って」

「世にも恐ろしい裁判？」

「無む弁べん護ご裁判って俗に言われてましたけど……あれ、裁判って言えるのかなあ」

　人には言えない職業の人一〇〇人が一〇〇人とも恐れる、と、ヨシュアが喩たとえに出した無弁護裁判とは、つまりそのまま処刑でもある。

　道端に縛しばり上あげた罪人をつないでおき、その横にこう書いた札を立てる。『この者、かくかくしかじかなことをしでかした。これを罪と思う者は石を投げてよい』

　民がそれを読み、有罪だと思ったら石いし礫つぶてを罪人にぶつける。そうでなければただ通り過ぎる。それを繰くり返かえし、三日ほど経たって息をしていられれば放ほう免めん、そうでなければ……まあ、その時点で結果は既に出ているということになる。

　残ざん虐ぎやくかつ不公平極まりない上に手抜きにもほどがあるこの裁判兼処刑を、大陸各地の神官たちはこぞって非難し廃止に血道を上げてきた。だが、未いまだこれを採用しているところは存在し、ネルヴはその中でもっとも高名な都市国家の一つだった。

　そして、皮肉なことにそんな野や蛮ばんな地であるが故ゆえにネルヴで仕事をしたがる暗殺者はごく少なく、革命軍がそれなりの組織を成し、かの太守の首が胴から離れるまでにはかなりの時間を要することとなった。

「犯罪抑よく止しのためにそんなことしてたっての？」

「とは言い切れないと思いますが。なんせ、あの国で成功した商人はちょっとした犯罪でも犯せない。何か少しでも暴ばく露ろされたら、あっという間に主あるじは処刑まで持って行かれて財産没収の憂うき目めに遭あう。なのに、役人に賄わい賂ろを渡さなかったら渡さなかったで、また違う酷ひどい目に遭うって言われてましたし」

「ひ、ひえー」

　エレミヤは目を剝むき、呆あきれ返かえった。

「そら、そんな国じゃ滅ぶわー。遅かれ早かれ、そういう権力者はブッ殺されるわー。しかも、それがたった七年かそこら前の話ってのが、また。よかった、俺、ルステラ生まれで」

　ごもっともな意見だが、ブッ殺した本人としては苦笑で受け止めるしかない。

「まあ、彼女の親やら先祖やらが代々ひどかったってのは事実ですよ。でも……」

　ヨシュアの言葉は喉のど奥おくでわだかまり、そのまま消えた。俯き塞ふさぎ込こむ姿に、さすがのエレミヤも咄とつ嗟さに言葉が出ないらしい。短い間を置いて、取り成し始めた。

「……まー、俺が想像するに、ネイラ姫様はたぶんおまえのことなんか知らないよ」

「どうして、そう思います？」

「知ってたら、そんな可愛い意地悪じゃすまんでしょ？　棍こんより先におまえさんの首に切り込み入れにくるに決まってんだろ」

「なるほど……」

　それなりに説得力のあるエレミヤの言に、ヨシュアはひとつ頷うなずいたが、表情は晴れないままだった。

「ま、今日のところはこれでも嫁に持ってって、おっぱいのひとつふたつ揉もませてもらって元気出せや」

　反論しようとしたヨシュアの手に、塔の料理人は水牛の角を二つ握らせた。中から果汁の甘い香りが漂ってくる。

「ここから持ち出すんなら、そんな人目にもつかないし、冷めても甘くて美う味まいやつだからさ、雷らい凰おう様も喜ぶだろ」

「……ありがとう」

　今度ばかりは素直に礼を述べて、ヨシュアは立ち上がる。遠くから、食事を楽しむ修道生たちの声が聞こえてくる。あそこへ、早く帰らなくては。

「それと、こんなときになんだけどさー」

　済まなそうな言葉の割にさして悪びれた風もなく、エレミヤはその背へ続けた。

「なんか塔側が怪しい動きしてるからさ、気をつけてな」

「怪しい動きって？」

「例のベルリナ事件のあれこれについて、塔のスポンサーに言い訳して回ってんだよ。それこそ東奔西走」

「それはまあ、無理もないですね」

　塔と神殿の経営は地元の民の善意以外に、多くの為い政せい者しやや金満家の寄付によって成り立っている。彼らは「人類最高の智ちの砦とりで」に多く貢こう献けんし、ときに口出しすることによって権威を示す。

　その智の砦が、害成す者の侵入をおめおめと許した。導どう師し候こう補ほだった女神官が殺され、成り代わった者がいたのに数カ月もの間誰もそれに気が付くことがなかった。しかも、その者の正体は未だ突き止められていない。エレミヤから事情をすべて聞かされているダルタスはともかく、他のスポンサーたちが不信感を持ち、騒ぎ立てるのは当然のことと言える。

「で、うちの大将んところにも来て言うことにはさ。『何もご心配なく。我らが塔の修学生の賢く健すこやかなるところを、近々是非お目にかけましょう』、てさ」

　怪しいだろ？　と、半ば面おも白しろそうにルステラの間諜は軽く肩を揺すった。

　確かに、怪しい。

　だが、ヨシュアはもう何も言う気になれず、そのまま自室へと戻った。手にした飲み物がまだ温かいうちに、と、首飾りから妻を呼び出す。

「これ、エレミヤが君にって」

　極力、笑顔を作って差し出す彼を、スーリィンはしばらくじっと見上げていた。

「笑いたくないときは笑うでないよ、スーリィンのヨシュア。少なくとも、妻の前でぐらいはの」

　そっと伸びてきた手が、ヨシュアの赤い前髪を梳すき撫なで、差し出された角ごと包み込んだ。

「その屑くず道具の中におるときな、外の様子が判わかる場合とそうでない場合がある……今日は、割と判ったわ」

　柔らかな叱しつ責せきに、ヨシュアはようやく指先から力を抜く。音をたてて角は床へと転がり中身が飛沫しぶきを上げて四散したが、二人はそこへ目を向けることもなかった。

「いつか……きっと、いつかこんな日がくると思ってたよ」

　赤く爛ただれたままの両手をみつめ、彼はか細く呟つぶやく。

　ネイラの父親が悪逆の太守だったとしても、善意の為政者であっても、あの日のヨシュアには、何も関係なかった。単純に、殺せと命じられたから殺した。そうしなければ、明日の……いや、今夜の食事だってもらえない。姉たちと一緒にいることすらままならない。ただ、それが嫌だっただけ。

　そこに正義はない。

　憎しみも恨うらみも怒りも、そして、もちろんネルヴという国への愛着も。無機質で無感動な、行為とその結果がただ横たわっているばかり。

　昔は、それでいいと思っていた。そういうものだ、と。

　でも、いまは違う。

　違うが故に、思い描くことを止められない。

　流る浪ろうの民となり果てたネイラが、辛しん酸さんを舐なめなかったはずがないだろう。あんなにも異性を恐れるようになったのも、亡国の姫君という過か酷こくな運命のせいかもしれない。

　そう考えると、あんないじめ程度、何ほどのことでもないとヨシュアには思える。

「僕が報むくいを受けるのは、当然なんだよ。たぶん、避さけられないって思ってた」

　ヨシュアがこれまでに殺してきた相手は両手に余る。その遺族となったら、当然、何倍何十倍の数になる。その中の誰かにいずれ見つかり、弾だん劾がいされる。自分の家族を返せと、泣かれ罵ののしられる。そんな日がやがてはきっと来るのだろう、と。

「では、覚悟は出来ていたと？」

「どうだろうね……もっと大人になってから、少なくともこの塔を出てからのことだろうと思ってたから」

　実際にネイラを目の前にしたとき、ヨシュアは竦すくんだ。覚悟など、本当は何もどこにもなかったのだと思い知ってしまった。

「……正直、スーリィンはそんな国のことなど一つも覚えておらん」

「僕もだよ」

　ネイラのことを知った日から、彼は何度も何度も考えた。ネルヴのことを思い出そうとした。

　きっとその城壁は高かったろう。太守の宮殿は豪ごう奢しやで、どこまでも明るく華々しく広がっていたに違いない。反対に、町は貧しく静かだ。人々は息を潜ひそめるように暮らし、そこに心からの笑顔はなかったはず。

　しかし、それはけっして珍めずらしい光景ではない。大陸中を巡りながら、ヨシュアはいくつもいくつもそんな国を通り過ぎてきた。姉たちにこの両手を引かれ、大きすぎる琵琶バルバツドを背負い……でも、それは。ネイラにとってはなんの言い訳にもならない。

「なら、そのまま忘れてしまっては？　ルステラの与よ太た者ものも申しておったではないか。あの娘はそなたのことなど知りもしないだろうと」

「いいや、スーリィン。それは違うんだ」

　むしろ。

「覚えていない方がずっと罪深い……たぶん、きっと」

　根こん拠きよは何もない。

　すべては直感的なものでしかない。

　それでも……彼女の父親を奪うばい、その故郷を奪ったことを何も覚えておらず、それにまかせて忘却の中へすべてを埋まい没ぼつさせてしまうのは、何より悪い。ヨシュアはそんな気がしてならない。

　雷凰の娘は、もう何も言わなかった。

　何も言わぬまま、彼の手を包み込んでいた指先に小さく力をこめ、その傷へ唇くちびるを這はわせた。短く、けど、甘く。
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「あー、諸君……そろそろ雨期も終わる頃だが……」

　数日後、修しゆう練れん室しつに入ってきたモアブが、ふいにそう切り出した。

　室内に集っている二〇人ほどの修道生たちは、みんながみんなきょとんとしたように、青白い恩師の顔を見上げていた。算術担当だからというわけでもないのだろうが、このモアブはよくも悪くも合理的。無駄口を一切叩たたかない。というか、無駄でない口も叩かない。朝礼も修練後の時間もほとんど業務連絡や必要最低限の通達のみで終わり、他の導どう師したちがよくする「神官たる者は云うん々ぬん」といった説教や垂すい訓くんなど、学年が変わってから誰も一切耳にしたことがなかった。

　その、モアブが。

「うんざりするほど降っていた雨も、ここまでかと思うほど照る陽も、すべては神が与えた試し練れんであるとともに、恵みでもある……判わかるな？」

　気け怠だるげに、しかし、それなりに真剣に語りかけてくる珍事に、一同はますます混乱する。

　───嫌な予感がするなあ……。

　修練室の一番後ろ、ヨシュアは心の内でひっそり息を吐く。エレミヤから前振りを受けて、今日で四日ほどが経たつ。塔とう側が具体的なアクションを起こしてくるのなら頃合いと言えようが、過去の経験から鑑かんがみて、この手の話が愉ゆ快かいな展開に転んだことはほとんどない。

　そんなヨシュアの不安を裏打ちするかのように、モアブ導師は、

「これから小生が君たちに申し渡すことも、善よき神官となるための試練であり、また、捉とらえようによっては恵みともなると心得てもらいたい」

　いっそう「これからろくでもない提案するけれど、諦あきらめてね！」というニュアンスを滲にじませて、切々と説とくものだからなおたまらない。

　青肩布タリートの少年少女たちは困ったようにざわつきながら、青年導師に視線を注いだ。

「あー……えーとだな……」

　その四〇ものまっすぐな眼に耐えられなくなったというように、モアブは一度黙り、それからまた口を開いた。

「来月、成果発表会というものが開かい催さいされる運びとなってだな……まあ、二年生の諸君には耳慣れぬ行事だろうが……」

　その成果発表会というものは、その名の通り、修道生たちの日頃の修行成果をお目にかけるための会だという。かつては五年に一度ほどの周期で開催されていたのだが、ここ何年かは行われなくなって久しいのだとか。

「それが、どうして今年に限って開催されることになったかというと……まあ、あれだ……塔と神殿のために多額の献けん金きんを下さる皆様からのご要望が山ほど寄せられて……その」

　モアブはひたすら歯切れが悪い。

　───そりゃ、すぱっとは言えないよね。まさか塔の保安と運営能力が疑うたがわれてて、そのダメージを払ふつ拭しよくするために塔側がなんか企たくらんでるなんて。

　そう思うと、この導師の狼狽うろたえぶりにこそ彼の誠意が表れていると言えなくもない。ヨシュアは初めてこの青年導師に好意に近い気持ちを抱いたが、その彼が次に説明したことですべて霧む散さんした。

　曰いわく、その成果発表会は「日頃の成果」と言いつつも、いつも通りの朗読やら礼れい拝はいやらだけではない催もよおしをもしなくてはならない。

　曰く、一クラス一学年単位だけではなく、全学年が連れん携けい連帯し、塔内の協調と結けつ託たくを内外に示さなくてはならない。

　そして、これがもっとも悪い知らせなのだが……基本、誰にも拒否権はない。

「もっとも、全員が全員これにかかりきりになるような愚ぐ行こうは避さ……もとい、一部の者に舵かじ取とりを任せ、その者の指し揮き下かでよりよい発表会となるようにだな……」

　その言葉を耳にした瞬間、ヨシュアの脳裏に蘇よみがえる、苦く闘とうの記憶。砂漠のあちこちを夜を徹てつして渡り歩き、挙げ句、何もかもが水泡に帰した、あの卒業儀式（未み遂すい）。

「こっ、今回もその係は籤くじ引びきで選ぶんですかっ？」

　半ば悲鳴混じりでヨシュアは問いかけた。が、モアブは大きく首を振り、

「成果を発表するための行事と言ったろう？　代表にはもっとも優秀な者を選抜する」

　そこだけは妙にきっぱりと言い放った。

　ヨシュアはあからさまにホッとし、クラスの中の空気もわずかに緩ゆるみかける。

　だが、しかし、それはつまり。

「ティエル・カ・カナンくん、頑がん張ばってくれたまえ」

　と、いうことである。

　全員が、束つかの間ま、凍った。

　誰の目から見ても明らかな貧乏籤だ。怒気を発し椅い子すを蹴けり、ティエルが立ち上がって喚わめき出だす様を思い描いて、ヨシュアは息を呑み、ギレアドは唇くちびるを引き結び、ラキシュは面おも白しろそうに肩を竦すくめ、セームは既に涙目になっていた。

　固い沈黙がしばし続く。

　だが、すべての予想を裏うら切ぎり、ティエルはまっすぐ視線を上げ。

「かしこまりました、モアブ導師。ご期待に必ず応こたえてみせますわ」

　華やかなほどの笑顔で、そう言い切ったのだった。

　室内をさっきとはまた異なる衝しよう撃げきが走る。

　感嘆と驚きよう愕がくの視線が彼女に集まった。

「え、ティエル、マジで？」

「いつもなら、『冗談じゃないわ』とか言って怒り出しそうなもんを」

「首席の余裕ってやつ？」

　右から左から押し寄せるひそひそ声にも、彼女は動じない。むしろ、小馬鹿にしたような視線で室内を一度薙なぎ、再びにっこりとモアブを見上げた。

「先生はわたしに一任して下さるとおっしゃいましたが……それは一人で何もかもすべてを背負えという意味ではございませんよね？　わたしの指揮の下、クラスが一丸となってことに当たれ、と。そういう意味だと思ってよろしいんですよね？」

「そ、その通りだとも、カナンくん。各学年の代表者会合は本日の夕食後に行われる。中央の塔の円卓の部屋へ赴おもむくように」

　モアブは心から安あん堵どしたように言いい募つのり、

「友と協調して何かを成すのも、神官としては必要不可欠なことと小しよう生せいは思う」

　そうして、いつも通りの引きつったような笑みを浮かべながら、そそくさと退室していった。後にはひたすら笑顔なティエルと、困こん惑わくに充みち満みちたクラスメイトたちだけが残される。

「ち、ちょっとティエル、本気なの？」

　珍めずらしく恐る恐るといった風にラキシュが訊たずねた。

「ええ、もちろん。優秀な者に任せたいって話なら、当然わたしが頑張るしかないでしょう？」

　金釦ボタンの輝く肩と胸とを思いっきり反そらして、彼女は嘯うそぶく。

「まして、ここにいる誰に何をお願いしてもいいって言うなら、なおのこと」

「えっ、いまのそういう話だったっけ？」

「曲解甚はなはだしい」

「協調と強制はぜんぜん違いますよ、ティエル。判わかってます？」

「お嬢じよう様さま、おさすがです！」

　テンション低く反論するヨシュアたちとは裏腹に、セームはひとり大はしゃぎだった。

「お嬢様がなさることですから、おいらに否やはございません！　このセーム、獅し子し奮ふん迅じんの働きをご覧らんに入れます！　入れてみせます！」

　またも目を潤うるませているが、今度のは完全な感涙。すっかり舞い上がってしまっている。その彼へ、ティエルは大きくひとつ頷うなずき。それから、

「それで、さっそくなのだけど」

　ヨシュアへと向き直った。

「今日の会合、あなたも一緒に来てくれるわよね、劣等生？」

「えっ」

　まさかの仰おおせに、ヨシュアは大きく腰を浮かせた。

「た、たったいま、先生が『各学年の一番優秀な生徒を集めて』っておっしゃってましたけどっ？」

「言ってたわね」

「じゃあ、僕、完全に場違いじゃないですか！」

「そんなことはよく判ってるけど……高学年の人たちに取り巻かれるんだもの。あなただったら、いまの四年や五年とだいたい同じくらいの年のはずでしょう？」

「それはその通りですが」

「はっきり矢や避よけが欲しいんだって言えばー？」

「そ、そんなんじゃないわよ！」

　ニヤニヤと笑うラキシュに一度吠え立て、すぐにティエルはトーンを落とした。

「別に恩を着せるつもりはないけれど、あなた、誰のおかげで進級できたと思ってるの？　少しは役に立ってくれてもいいんじゃない？」

　いや、それは着せる気満々だろう。そういう主張だろう、と、ヨシュアは思ったが。

　過去のあれこれを思ったら、断ることなどできるはずもなかった。
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『船頭多ければ、船、山に登る』という諺ことわざは、この大陸にはない。

　代わりに、『頭の多い神魔ほど賢いとは限らない』という言葉が存在する。

　───実際に多頭の神魔が聞いたら激怒しそうな話だって思ってたけど……それなりに的確というかニュアンスはすごく伝わるというか……。

　目の前で繰くり広ひろげられる会合を眺めながら、ヨシュアは腹の内でこっそり嘆たん息そくする。彼の前にはティエルが澄ました顔で着席し、横ではセームが「お嬢じよう様さまに逆らう奴はもれなく殺す」と言うような表情で唇くちびるを真一文字に結んでいる。

　どちらもそれなりにやる気に満ちていて頼もしい限りだが、それだけにヨシュアは早く帰りたい。それでなくとも、つい一カ月ほど前、同じ中央の塔とうは円卓の部屋で導どう師し陣じんが侃かん々かん諤がく々がくと言い争うのを見たばかりだというのに。

「だから！　最初から申し上げているじゃないですか、先せん輩ぱい！　導師たちは外部の人たちに我々の力を見せつけろとおっしゃってるんですよ！　遠回しにですけど！」

「しかし、冠はあくまで『成果発表会』だぞ？　日頃やっていないことまでやるのでは、ちょっと大おお仰ぎよう過ぎないか？」

「修しゆう練れんしているところだけ見せろっていうなら、それ、普通の授業参観ですなあ。そこらの町や村の塾じゆくでだってやってますなあ……」

「もっと具体的に言えよ、下級生。混ぜっ返すだけなら誰でもできるぞっ」

　この部屋に金釦ボタンを戴いただいた五色の修道生たちと彼らの随ずい伴はん員いんが集って、はや三〇分ほど。ヨシュアが聞くところでは、だいたい以上のような意見のぶつけ合いだけで、会議は踊り続けている。

　───まあ、自分の進級がかかってる議論じゃなし、好きなだけやればという気もするけれど。

　問題は、その議論のさなかにティエルがおり、更に、円卓のどんづまりの果てにいまヨシュアが世界で一番会いたくない人物が……ネイラ・ネ・ネルヴその人までもがいることであった。

　───そりゃ、いるに決まってるよね。最高学年の、暫ざん定ていとはいえ首席だし。

　彼女が座っているのは、いちおう円卓のもっとも上座ではあるのだが、あの黒もじゃな頭をうっそりと垂れたまま微び動どうだにしないため、そこを中心に空気が淀よどんでいるようにすら見えた。次席らしい同じ赤い肩布タリートの少女が一人その横におり、発言するのはそちらの彼女だけ。議長役の紫肩布の……つまり、四年の少年も、ネイラから意見を引き出すのはとっくの昔に諦あきらめているらしく、そちらをちらりと見ようともしない。

　必死に首を竦すくめ、ヨシュアはその様子から目を逸そらす。

　この場にいて当然のネイラではあるが、とても耐えられそうな性格ではないし、もしかしてお役免めん除じよされるんじゃないかと淡い期待を抱いていたのだが、彼女の同級生・同学年生たちはそこまで甘くなかったようだ。

　───かといって、あそこにアフェク先輩がいたらいたでしち面めん倒どうそうだしなあ……。

　前門のネイラ、後門のアフェク。

　進んでも退いてもろくな目に遭あわなそうだ。

　あまり愉たのしくもない想像に、いささか歪ゆがんだ笑みがヨシュアの口元を飾る。

「そこの君。ええと、ヨシュア・バレク、だっけ？」

　議長の少年は、それを見逃さなかったらしい。

「何か意見はあるかい？　せっかく来たのだしずっと黙っていてもつまらないだろう？」

　ごく穏やかに水を向けられ、ヨシュアはしばし口ごもる。この議長、年頃はヨシュアとたいして変わらないが、いかにも町の神殿で多くの民に囲まれ慕したわれる神官という雰ふん囲い気きで、悪名高い劣等生相手でも高圧的な物言いはまるでしない。

　それに少しだけ安あん堵どしながら、ヨシュアはゆっくりと立ち上がった。いくらか不安げに見上げる碧へき眼がんへ、小さく目配せし、それから手元の巻物を引き寄せる。

「ええと、過去に開かい催さいされた発表会の資料を探してきました。それによると、一番ウケたのは聖劇のようです」

「聖劇？」

「創世神話の劇ってことよね？」

「子供が地元の神殿でやるようなやつじゃないか！」

「はあ……おっしゃる通りなんですけれども……七年前に行われた発表会の記録によると、確かにそう書かれておりますもので」

　言いながら、ヨシュアは巻物を紐ひも解とく。それなりに品質のよい羊皮に書かれた文字は、確かにヨシュアの言う通りの内容で、エリートたちは揃そろって困ったように眉まゆ根ねを寄せた。

「その資料、俺も見たけどたぶん何かの間違いかと思う。劇なんて、バカバカしいにもほどがないか？」

「ですね」

　ヨシュアは一度頷うなずいた。頭が飛び抜けてよく、しかもそれをはっきりと自覚している人たちに向かっていきなり「否」と言った瞬間、相手の敵てき愾がい心しんへ無駄な火をつけることはティエルはもちろん、アフェクやリベカを見ていて充分学習出来ている。例外は、あのダルタス・ル・ルステラぐらいなものだろうか。

「七年前ということは……現五年で何年か留年した人ならば現場にいたってことになりますし、確かめてみては如何いかがでしょう？」

　上の学年になればなるほど要求されることが増え、修得内容も更に厳きびしくなっていくため、同じ学年を何度もやったという者はどんどん多くなっていく。現五年の中のもっとも高名な足踏み組はアフェク・ユハスだが、彼を上回る留年歴を持つ者もさして珍めずらしくはない。

　議長役の少年はしばし考え込んだ後、ヨシュアの意見を検討するべきと述べた。議長の案は賛成多数を得て、踊る会議は一度ここでお開きとなった。

　てっきりヨシュアは「では、調べてくるので翌日にでもまた」という展開になると思ったのだが、文武両道は当然と謳うたう『星せい紺こんの塔』の中でも、努力と才能の両輪が揃った人々はやることが違った。

　たかだか二〇分程度の休きゆう憩けいの間に証人の留年生が数名つれてこられ、ヨシュアの提出した資料に誤りはなかったことが証明された。七年前の発表会では、修道生たちの研究発表や修行鍛たん錬れんの実演に加え、修道生たちが創世神話を演じて観客を大いに沸わかせたというのだ。

「けれど、また、なんでそんなものを？　『星紺の塔』の修道生がやるものとしては稚ち拙せつというか、今更というか」

「さあ？」

　証人はにべもない。

「それが伝統と聞いてましたが」

「伝統か、伝統ね……」

「それ持ち出されちゃうと弱いわよねえ」

「宗教関係者が伝統蔑ないがしろにしたら、他のどこでそれやんのって感じだし」

　困こん惑わくしたような囁ささやきが円卓を伝い、広がっていく。

「いや、これも考えようだよ。話はむしろ早くなる」

　のんびりと議長は言い、一同は深々と頷く。

「創世神話の劇なら、わたし、子供の頃にしたことあるわ」

「俺も」

「簡単だよな、そんなの。何もこうまで首席次席ばっかり取り揃えなくても出来そうなもんじゃないか」

　たちまち満ちる、楽勝ムード。

　ヨシュアもティエルも、ホッとしてその日は終わらせたのだが……数日を待たずして、またも会議は踊り出すこととなった。

　誰も、その子供の頃にやっていた創世神話の脚本の仔し細さいをよくは知らず、現物を見つけ出せなかったのである。
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「そりゃ、あるわけないだろ。そんなもの」

　ヨシュアとティエルの悩みに対し、あっさり言い切ったのはラキシュであった。場所はいつも通り、夕ゆう闇やみの食堂。冬眠前の栗り鼠すの如ごとくあれこれ口に押し込みつつの会話の途中である。

「あれって、たいてい神殿の中でもそーいうこと好きな人が聖伝から書き起こして、演技指導する神官とか演じる子が勝手にアレンジしたりして出来てくんだよ」

「そ、それじゃ大筋は同じでも枝葉はまったく違うってことになりませんか？」

「なったからって、なんか困るの？」

　別に、困らない。

　ただ、いまヨシュアと五色金釦ボタンのエリート軍団が困るだけである。

「なんでそんなしかめっ面してんのさ？　同じことを誰かがちょこちょこっとやればいいだけじゃん」

「たぶん、いないのよ」

　疲れた声色でティエルが言う。

「そのちょこちょこができる人が、誰も」

「首席ばっか集めといて？」

「首席ばっか集めてるからでしょ！」

　からかう風のラキシュに、ティエルは声を荒らげた。

「わたしの神殿でだって、聖劇はやってたわ。やってたけど、おまえはちゃんと勉強しろって言われて、ほとんど関わってなかった。先せん輩ぱいたちの中に劇に出たって人は確かにいるけど、やれ脚本だ構成だなんてのにかまけてた人はいないのよ、たぶん」

「なんでさ」

「聖劇のそもそもの目的は、子供たちが自分で演じて理解を深めるか、でなきゃ、字が読めない人たちに聖伝や神話を判わかりやすく伝えようってだけ。それなら、神官が演じるより芸人を雇やとい入いれた方が早いし確実だし、地元の雇こ用ようにも繋つながるわ」

「つまり、君やアフェク先輩みたいにうんと小さい頃に聖伝丸暗記しちゃったような人たちには基本不要ってことだね」

　ごもっともな言い分だが、それでは何分議論を重ねようが埒らちがあかない。中には自ら脚本執筆に挑んだ者もいるのはいたのだが、重厚長大な戯ぎ曲きよくにしたがるばかりで完成の目め処どがいっこうに立ちそうになかった。

「芸術的素養と修道生としての優秀さが比例するわけでもないってのは、アフェク先輩の例で判りきってることですしねえ」

「あ、でも」

　頭を抱えるヨシュアの横で、ラキシュがぽんと手を鳴らす。

「おっさん、仮の身分とはいえ旅芸人だったんだろ？　聖劇とかやんなかったの？」

「標的の屋や敷しきや城の酒しゆ宴えんに無理なく潜もぐり込こむための芸人稼か業ぎようですよ？　艶つやっぽい演目が主で、創世神話なんてやるわけないでしょ。それに、もしもそんな演目があったとしても、僕はドヤ顔して楽器鳴らしてるだけでしたしね」

「それに、だいたい」

　いくらか憤ふん然ぜんと言うヨシュアの後を、青い顔のセームが引き取る。

「もしも脚本をどこからか発掘できたり、うまいこと完成できたからって……それを暗記して演じなくちゃならないんですよ？　発表会まであと半月あるかないかだっていうのに！　無理に決まってますーっ」

「二週間かあ、きっついなー。あたし、子供の頃、聖劇やったけど、一カ月ちょいみっちりお稽けい古こした記憶あるよ？」

「……別に暗記、しなくてもいい」

　いまのいままで押し黙っていたギレアドが、ぽつりと呟つぶやいた。

「読み手と演じ手、分ければ」

　意外なことを聞いたというように、全員がひときわ高いところにある彼の顔を見上げる。

「なになに？　どういうこと？」

「もうちょっと詳しく聞かせなさいよ」

「ええと……」

　さんざんせっつかれ、彼がつっかえつっかえ説明したことを総合すると。

　朗読役を数人選抜し、台詞せりふや場合によってはト書きまでも、彼らがすべて読み上げる。

　舞ぶ台たいに上がる役者は朗読役の台詞に合わせて演じ、予あらかじめ決められた通りに動き回るだけで劇を進行させていく。

「なーるほど。それなら、暗記しなくてもいいし、演技力もそんな問題になんないな。朗読が得意って奴は塔とうの中に山ほどいるしさ」

「でも、必要な人間の数は倍以上に膨ふくれ上あがりますよ。演技する人と読む人、音楽や道具関係の担当なんかもいるわけですし」

「いいのよ、そんなのは。ギレアド、すごいわ。名案だわ！」

　ティエルは珍めずらしく手放しにクラスメイトを褒ほめ称たたえる。

「頭数なんていくらでも揃そろえられるはずよ。最初からそういう条件だったのだから、誰にも文句は言わせない！」

　頰ほおを紅潮させた彼女に握にぎり拳こぶしで言い切られてしまうと、そうなる気がしてくる。これ以上、会議が延々と繰くり広ひろげられる様を見なくて済みそうだと、ヨシュアも胸を撫なで下おろした。

「ね、ギレアド、もののついでだわ。あなた、脚本書いてみてくれない？」

「あ、いいですね！　君は詩とかがすごく得意なんですし、こういうの向いてそう」

「おいらからもお願いします。できれば、三〇分ぐらいでうまく話がおさまるやつを」

　三人に取り囲まれ、頼み込まれても、ギレアドはすぐに答えない。しばらくじっと考え込み、やがて一つ二つと言葉を重ねる。

「俺が役者と朗読役、選んでもいいなら」

　この要求には、さすがのティエルもすぐには応じられなかった。一年生から五年生までの選抜メンバーの中、彼女の序列はけっして高くない。下から二番目の中ちゆう途と半はん端ぱな学年の首席では、五年四年に対抗するのは難しいだろう。どう擁よう護ごしてやろうかと見守るヨシュアの前で、

「……判ったわ」

　ティエルは小さく、けれど、はっきりと頷うなずいた。

「ちゃんと先輩方に話を通しておく」

「へ、平気なの、ティエル？」

「すべてを成功させるためだって説得すれば、みんな判って下さるはずよ。その分、ギレアド、あなたに望まれる要求は高くなっちゃうけれど、それは覚悟してくれるわね？」

「当然」

　こっくりと彼は黒い頭を縦へと沈め、淡々と続ける。

「作るなら、よりいいものを」

「おお、ギレアドやる気じゃん！　珍しい！」

「おいらたちも頑がん張ばってバックアップしますからね！　何でも言って！」

　見上げた覚悟だとヨシュアは感心し、年若い同級生たちを頼もしく眺めた。

　───年下の手間ばっかりかかる子だらけって思ってたけど、さすが二年生ともなるとみんなしっかりしてくるんだなあ。僕、感動しちゃったよ。

　エレミヤあたりが聞いたら、「おまえはどこのおかーさんですか」とツッコみそうな感かん慨がいを、ヨシュアは深く深く心の内で嚙かみ締しめていたのだが。

「で、第一朗読役なんだけど」

　次に続いたギレアドの言葉に顎あごを落とした。

「アフェク・ユハスを、是非」
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　さて。

　次の首席会議の席で、ギレアド案は割とあっけなく通った。誰もがいい加か減げん、議論に飽あき飽あきしていたし、手持ちの時間がみるみる目め減べりしていくのに耐えられなくなっていたらしい。

　ギレアドはギレアドで、エリートたちを手こずらせた脚本をわずか一昼夜で書き上げてみせたばかりか、その出来映えで減へらず口ぐち揃ぞろいのメンバーをすぐさま黙らせた。

　あとは粛しゆく々しゆくと演じる者と朗読する者を選抜し、稽けい古こに励はげんで当日を待つばかりなのだが。

「だからって！　どうして僕が先せん輩ぱいの説得役をやらなきゃいけないんですかっ」

　例の中庭、透すかし板の四阿あずまやでヨシュアが悲鳴を放つ。

　最初の超ちよう難なん関かんを突破する役目は、ごく当たり前というようにヨシュア・バレクの元へと回ってきた。

「他に適任いないじゃん。だって、ホラ、『百年に一度の天才に、留年の覚悟を決めさせたほどのちょう仲良し』なわけだし」

「ラキシュ……」

「あ、すみません。金こん輪りん際ざい、このネタは引っ張らないと誓ちかいますんでそんなすげえ笑い方しないでっ」

　悲鳴をあげてギレアドの背後に逃げ込んだ彼女へ、ヨシュアはひとつ息をつき、それから盾たてとなっている少年へと視線を移した。

「ギレアド、本当にあの人じゃないとダメなんですか？　他にも朗読が得意な人は山ほどいますよ。なんせ、この塔は生まれた時から神殿で聖典読んで暮らしてたって人揃いなんですから」

「うん、ダメ」

　半ば懇こん願がんにも似たヨシュアの言葉を、ギレアドはすっぱりと簡かん潔けつに切って捨てた。

「他はいない」

「いやいや、そんなはずはけっして。塔を挙げて選抜選挙とかしてみたら、新たな人材がどこかにきっと」

「そんな暇ひまがどこにあるのよ、劣等生」

「往おう生じよう際ぎわ悪いですよ、ヨシュアさん。頑がん張ばって下さい」

　ティエルはもちろん、大人しいセームにまで不ふ愉ゆ快かいそうに言い切られ、ヨシュアはがっくりと肩を落とした。

　やがて、かの人の足音が近づいてくる。

　この四阿を彼らに提供してくれた、親切と言えばそうとも言えなくもないアフェク・ユハスが。

「ちょっと、おっさん。何してんの？　嫁はどーしたの、スーリィンは？」

　慌あわてたようにラキシュが、彼の胸元を指さす。そこには、ルステラの秘宝、どんな大神魔でも閉じ込めることができる首飾りが揺れていた。

「ええっ、だってこの間、ぱっくりいきかけたばかりですよ？　先輩、あの後、一週間近く寝込んだって話ですし」

「でも、スーリィンいるといないとじゃ旗色ぜんぜん変わってくるだろ、ほら、早く！」

「ええ、なにそれどういうこと？　聞き捨てならないっ」

「いいから、早く雷らい凰おう出しなさいったら出しなさい！　あなた一人で立ち向かって勝てる相手だと思ってるのっ？」

「そんなっ、夫として納得がっ」

「ああ、もう！　ギレアド、おっさん押さえつけて！　首飾り取っちゃえ！」

「俺がかなうわけない、けど」

「そもそも、ヨシュアさんでないと発動しない仕組みでしょう、それ？　ほら、早く早くっ」

「ぎゃー」

　大中小取り混ぜて四人がかりでまとわりついてくる仲間たちを、乱暴に振ふり解ほどくわけにはいかず、さりとて、おめおめと大事な妻の寝床を渡すわけにもいかず、ヨシュアがすったもんだともがき続けた、そのさなか。

「こんな夜中に人を呼びつけておいて、組み手の練習か？　貴様らのような低能どもには、他に学ぶべきことが山ほどあるはずかと思うがな」

　氷原の風よりもいっそう冷たい声色が、全員の頭上へと注ぎ込まれてきた。

　腕を組み、不ふ機き嫌げんそのものといった顔つきでこちらを見下ろすアフェクに、交渉のハードルが数段上がってしまったことをみな揃って悟るが、既に遅い。

「ええと、もしかしてお聞き及びのことかと思いますが、二週間後、塔で七年ぶりの成果発表会が催もよおされることとなりまして」

　恃たのむような四つの視線に耐えきれず、結局、真っ先に口を開く羽は目めになったのはやはりヨシュアだった。

「ああ、あのくだらない見栄を体現したような稚ち拙せつなデモンストレーションか。まったく発想が浅薄なのにもほどがあるだろう。これが、神聖なる学まなび舎やのすることか、嘆なげかわしい！　失しつ態たいの上うわ塗ぬりをすることにならなきゃよいがな」

　まったくもっておっしゃる通りです、と、ヨシュアは全面同意しそうになったが、すんでのところで堪こらえた。

「で、その発表会でですね」

　恐る恐る切り出し、ことと次し第だいをすべて説明する。律りち儀ぎなアフェクはいつも通り、じっと彼の話を聞き終えてくれはしたが、

「俺はもう首席じゃないぞ。なんの関わりがある」

　案の定、拒絶した。光の速さも越えそうなほど、さっさと素早く。

「それは存じてますけど、そこをなんとか」

「断る」

「そうおっしゃらずに。二年も続けて同じ修行しなくちゃならないなんて退たい屈くつだって、先輩、言ってたじゃないですか。いい暇ひま潰つぶしになりますよ、きっと」

「嫌だと言ったら嫌だ」

「嫌と申されても、あなたに拒否権はないですからっ」

　精一杯というように顎あごを上げ、傲ごう然ぜんとティエルは言い重ねる。

「わ、わたしは導どう師しから全権委任されてますっ。他の学年の代表もみんなそうです。この発表会を滞とどこおりなく開かい催さいさせるためには、どんな人員をどう借り出してもいいって」

「貴様の言ってる導師とは、モアブ・テイマのことか？」

「そう、ですけど……」

「一三の俺の解いた数式すら解けなかった、あの超絶無能低脳導師の寄越した全権とやらが、いったいなんだって？　そんなもの振り回せばどうにかなると思うようなおめでたいオツムにも、ちゃんと使いこなせる代しろ物ものならば何よりだがな」

「う、うううううー」

　権威の根本に大おお鉈なたをぶっ込まれ、ティエルは口を噤つぐむしかなかった。碧へき眼がんいっぱいに敵意を満たして見上げる態度が、既に説得とか懇こん願がんする者のそれではない。勢い、アフェクの態度も硬化の一いつ途とを辿たどるばかり。

「あああ、ダメだ！　ティエル、がったがた！　おっさん、嫁！　はよ嫁出して！」

「いや、でも」

「まさかこのままお嬢じよう様さまを火だるまにして見捨てるおつもりですかっ？　そんなことおいらは許しません断じて許しませんからねっっ」

　ラキシュはともかく、詰め寄ってくるセームの目の色が変わっているのに気がつき、ヨシュアはとうとう諦あきらめた。単純な戦闘能力や神官としての力はともかく、こういう手合いが本気で怒らせたら一番まずいタイプの人間だというのはよく判わかっている。

「……来て、スーリィン」

　首飾りへと指を這はわせ、溜め息と共に囁ささやく。

　光があたりに溢あふれ返かえり、四阿の中を鮮やかに満たした。透かし窓に照り返る輝きの、更に中心に、ほっそりとしたシルエットが現れる。

「おお、今こ宵よいもみな揃っておるな。餌えさまで揃えて出迎えとは感心感心！　では、何をして遊ぼうか？」

　華やかな笑顔と共に、雷凰スーリィンが訊たずねる。

「いや、先輩食べちゃダメだから。あと、今日は遊びじゃなくて……」

「その遊びの計画を！　練ってる途中なんだ！」

　いくらか目を逸そらし気ぎ味みに話し出したヨシュアを、ものすごい勢いでラキシュが遮さえぎった。

「な、スーリィン、ちょっとは知ってるかもだけど、今度、おっさんとティエルたちが劇やるんだよ、劇。そーいうの好きだろ？」

「なに？」

　淡い紫色の瞳がきらきらとした光を帯びる。

「それはよいのう！　かつていろいろな劇を見せてもらっておったものじゃが、最近はとんとお見限りでスーリィンはつまらなかったぞ。して、我が君はどんな役を？」

「まだ決まってないけど、楽器は弾ひくよ。いっぱい弾くよ」

「それはよいのう！　喜ばしい限りじゃ！」

「だろだろ？　脚本書くのはギレアドだからね。奴の詩、スーリィンも気に入ってんじゃん？」

「おお、そこなでかい小僧の詩か。あれはなかなかよろしい。スーリィンのような典てん雅がな大神魔なればこそよう判る趣おもむきに満ちておる」

「だろう？」

　得意満面といった風に、ラキシュは頷うなずく。塔を挙げての行事で、きっととても壮麗であろうこと、塔の外からお客さんが山ほどやってきて賑にぎやかに催されるだろうことなどを、それはそれは朗ほがらかに並べ立てた……いかにも、この大神魔が喜び興味を持ちそうな文脈で。

「でもさ」

　ここで、彼女は急にしょんぼりと声を落とす。

「その劇が成功するためにはさ、そこの餌……じゃない、アフェク先輩の朗読が必要なんだよねえー」

　そうきたか、と、ヨシュアは目を見張る。

　口八丁手八丁はラキシュの得意技ではあるが、ほんの一瞬の間によくもまあこれだけそれっぽく並べ立てられたものだ。

　そして、まんまと。

「それは大たい儀ぎじゃ、小僧」

　彼の妻はラキシュの思おも惑わくにはまった。彼女は塔一番の天才へ向かって言い放つ。

「雷凰スーリィン様の興きようと我が君の栄誉のため力を尽くすことを許してやる故ゆえ、せいぜい励むがよろしかろう」

　尊大さという点ではアフェクといい勝負の台詞せりふだが、嬉うれしさと喜び全開の笑顔から放たれてくるところがまるで違う。しかも、彼女は自分の命令が拒絶されることなど一ひと欠片かけらも想定していない。本当に心から大喜びで、その劇が完成することを望んでいると一目で判るのが、なお悪い。

「俺は」

　気き丈じようにも、アフェクは口を開いた。反論の雨あめ霰あられが発射されるとヨシュアは思ったのだが……そのまま彼は、頷いたともうなだれたとも取れる角度で首を落とす。

　暴ぼう虐ぎやく王おう、沈黙に墜おつ！

　驚きよう愕がくを持って見守る一同の中、きゃっきゃっとはしゃぐスーリィンの声だけがこだました。喜ぶ妻の姿はそれはそれは愛らしく、夫としても喜ぶべきなのだろうが……何故かヨシュアは釈しやく然ぜんとしないまま。
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「第二幕の冒頭の曲はどれ？　『憐あわれみの詩』って一口に言っても、一七種類あるんですけれど」

「すいませーん！　そのへんで火とか焚たかれると合図がまったく聞こえないんスー！」

「ここの台詞って呟つぶやくように読めばいいのか？　それとも、泣いてる感じで？」

「なー、あそこの席、だいぶ焼けちゃってるから、いっそ崩くずした方がよくね？　で、テント張って着替え用にするとか」

　賑にぎやかな声が、幾いく重えにも空へと響いていく。

　雨期は去り始め、五つの塔の頂いただきを晴れ渡った砂漠の空が飾っていた。これから日を追うごとに空気は乾き、やがて、非情なまでの灼しやく熱ねつが大地を覆おおうが、それもまだいくらか先のこと。草木は未いまだいきいきと青く、空は一重二重に雲を纏まとって淡く輝いている。

　しかし、その鮮やかな蒼そう穹きゆうよりもなお、その下に集う少年少女たちは晴れやかだった。ある者は楽器を抱え、ある者は石せき盤ばんを覗のぞき込こんでは議論を重ね、ある者は大工道具を手に石造りの階段や客席の間を歩き回っている。

　取り分け一番賑やかなのは、かつての観客席に固まっている一団。その中の、赤肩布タリートの少年だった。

「俺の言ってることのどこが難しい？　ただ書いてあることを読めと言ってるだけだぞ？　すべて暗記しろでも内容を吟ぎん味みし議論しろというのでもない。ただ！　読む！　それが何故できないのか、きちんと説明してみろ。納得いく答えだったら、俺も出方を考える……って、ここでなんで泣く？　まったくもって意味が判わからんっ！」

　脚本（の書かれた石盤）を片手に、アフェク・ユハスは激しい叱しつ責せきを朗読班の面々へ容よう赦しやなく浴びせ続けている。

　───まさか、なあ。あの先せん輩ぱいがこうも熱心に朗読班を率ひきいてくれるとは。こういうのなんて言うんだっけ？　災い転じて光と成す、とか？

　未だ煤すすけたままの柱や焼け落ち崩れた石の床などへと目をくれて、ヨシュアは小さく息をつく。

　まったく、ここ数日の事態の転がりぶりときたら、彼の……いいや、多くの実行委員たちの予想を上回りまくっていた。

　ギレアド・ミレバとアフェク・ユハス。

　パッと見、なんの共通項もなさそうな二年生と五年生（二回目）だが、実に意外なことに、聖劇に対する思おも惑わくだけは完全に一致していたのだ。

　曰いわく、「どうせやるなら、かつての発表会より数段に優れたものを」。ギレアドのそれは芸術肌故のことで、アフェクの場合はひたすらな全力主義の末のことと基もとこそいささかズレてはいるが、とにもかくにも二人は「自分が関わる以上、一切の妥だ協きようは許さない」という構えを見せ、しかもそれを押し通した。

　主導役であるはずの金釦ボタン軍団はむろん戸と惑まどったし、それなりの抵抗もした。だが、ギレアドのセンスは完かん璧ぺきで誰にもケチをつける隙がなく、アフェクを御ぎよし切きれる人間などそもそも地上にほぼ存在しない。おかげで、当初「子供騙だましなのは判っているが、伝統に則のつとりそれなりに完成させられればよし」程度であったはずの聖劇は、いつの間にか「次代の人間が知ったらハードルの高さに泣き伏すクオリティ」へと要求レベルがまるっきり変わってしまった。

　しかし、不ふ思し議ぎなもので、手を抜こう手を抜こうとしていた頃にはろくに湧わいてこなかったアイディアや集まらなかった人員が、本気モードに強制移行させられた瞬間、どこからか勝手に集まってくるようになった。

「舞ぶ台たい効果に魔ま操そうを使ってはどうか」と提案してきたのは、三年の一部であった。聖劇には神々が雨を降らせたり、火を燃やしたりするシーンが出てくる。普通の演劇の場合、作り物の雨粒や火を使ったり、役者の演技力に頼ったりしてそれらを表現するが、ここには神秘の使い手が山ほど唸うなっている。日頃の修業の成果をてっとり早く見せるためにも、神魔を演出に役立てるべきである、と彼らは熱心に説といてきた。

　当初、

「そんなの、危険だ」

「舞台が燃えたり壊れたりしたらどうする？」

　というごく常識的な見解が会議の場を占めたが、

「なら、もう燃えてしまってる場所を使えばいい」

　とギレアドが言い出し、彼らを援えん護ごする。

　その場所とは、どこか？

　むろん、ヨシュアとナタルが燃やして燃やして燃やしまくった、東の修しゆう練れん場じようしかない。

「あそこはまだ予算が回せないから、当分、野の晒ざらしのつもり」

「そんなところに賓ひん客きやくを入れるなんて、とんでもない」

「劇なんぞ他のところでやんなさい、他のところで」

　と、いったんは修道生たちの要求をはねつけた導どう師し陣じんは、アフェクが説得に赴おもむいた翌日には前言を白紙撤てつ回かい。

　屋おく外がいで劇を行うという情報が流れた直後、大工道具を担かついだ面々が円卓の部屋に現れた。彼らはいまでいうＤＩＹが趣味という一団で、修業三ざん昧まいの塔の暮らしではその特技を生かす術すべもなく鬱うつ屈くつしていたらしい。

　同様に、「衣装を作らせろ」「絵を描かせろ」という者がどこからともなく現れては協力を申し出てくる。

　終しまいには、音楽担当の導師イーラヴに議長が呼びつけられ、「これが儂わしの推すい薦せんする音楽隊のメンバーだ。参考にするように」と実に詳しよう細さいなリストまで渡されるに至った。

　そんなこんなで、あれよあれよと言う間に、ヨシュアにとっては忌いまわしくも哀かなしい記憶の場……つまり、彼とナタルがさんざん燃やしてしまった例の修練場に舞台は作られ、幕が上がることとなった。

　───そりゃあね、元は闘とう技ぎ場じようそっくりっていうか、観客入れてものを見せるにはすごく適した造りだよ。だからって、なんだかなあ……。

　焼け落ちた建物のあちこちや折れ曲がった柱の傷を見るにつけ、胸が痛むし、ナタルより低位の神魔を未だまったく見つけられていない現実に腹の底がひんやりする。

　しかし、それより何より。

　ヨシュアの表情がいまひとつ晴れぬわけが、その場にはあった。

　のそのそと彼が歩みを進めた先、修練場の一画に五色の肩布タリートの少年少女が集っている。年格好は様々だが、いずれの手にも楽器が握られていた。優美な曲線を描く竪リ琴ラ、細い棒ぼうで叩たたいて鳴らす木琴サントウール、陶器や丸い木枠に皮を張って打つ太鼓ダルブツカ、大小様々な笛ネイ、そして、ヨシュアがもっとも得意な琵琶バルバツド……。

　そのにわか楽団の中、瀟しよう洒しやな横笛を手にした少女がいる。赤い肩布には輝く金釦。黒くもつれた髪かみとうつむいたままのうなじが頼りない、最上級生の現首席……かのネイラ・ネ・ネルヴが。

「あの、先輩……大丈夫でしょうか？」

　訊たずねる言葉に、彼女は大きく肩を跳ね上げた。同時に、ぴーともひーともつかぬ声を上げ、バックステップで飛びすさる。茹ゆでられる寸前の海え老びもかくやという逃にげ惑まどいっぷりに、背後にいた修道生が二人ほど巻き込まれて地に転げていったが、例によって本人は至って元気である。

「えっとー！　聞こえますか、先輩ー？」

　たちまち距きよ離りを広げたネイラに、それでもめげずにヨシュアは声をかけた。

「音楽班がお辛つらいのなら、女子の割合が一番多い衣装班へ替えてもらうよう議長にお願いしてきますがぁーっ？」

　広い修練場、明るい喧けん噪そうのさなかである。ヨシュアの声は、腹から出してなんとか届くかどうか。通りすがりの何人かがびくりと振り向き、近くの者にも「うるせえな」という視線を向けられたけれども、こうでもしなくてはネイラに聞こえないだろう。

「やかましいですよ、この赤毛」

　どっちがだとツッコみたくなるような叫びを放ち、ばひゅんと蒼い毛玉が飛来する。

「一年坊主の分際で仕切り屋気取りとは生意気な。この場でもっとも権けん威いある者は誰か、よくよく思い出してから口を開く習慣を身につけやがりなさいませ」

　毛玉は……いや、疾しつ貂てんのジルハはヨシュアの目前で尻尾しつぽをぶわっと膨ふくらませ、ふわふわ浮いたままぎゃんぎゃん言いたてた。

「もちろん、一番権威あるのはネルヴ先輩に決まってますが」

　言いながら、ヨシュアは周囲を窺うかがう。

「そもそも、仕切り役など僕の身には余ります。他にどなたか立候補して下さるのでしたら、是非にお願いしたい次し第だいです」

　その場にいるのは、イーラヴが推すい挙きよしてきた各学年各楽器のもっとも優れた弾ひき手てばかり。ヨシュアより明らかに年若い者もいれば、ずっと年長の者も。その中には当然最高学年の者がネイラ以外に幾人かいた。

「いや、君が仕切ればいいよ、バレク」

　そのうちの一人、赤肩布タリートに琴リラを担いだ少年が苦笑する。

「そこの貂にガーガー言われるのは、クラス内だけでもう飽あき飽あき。悪いけど、ここでは琴弾くのだけに集中したいんだ」

「同感よ。それでなくても、一〇曲近くも新しい曲を覚えなくちゃいけないんだもの。金釦さんたちとの調整まで手が回らない」

　困ったような笑顔と懇こん願がんするような口調で、他の五年生も続く。最上級生をして、この調子である。それ以下の学年の者にも、ヨシュアに替わって音楽隊を率いてやろうなどという者は現れなかった。

　仕方がなく、ヨシュアはもう一度、ネイラに向かって問いかける。

「先輩ぃぃ、如何いかがいたしましょうー？　本当にこちらの班で大丈夫ですか？」

　否、というリアクションを求めて、ヨシュアはなおも叫んだ。

　たいていの人間にとってネイラ・ネ・ネルヴは実に面めん倒どうで扱いづらい人物だろう。その上、ヨシュアには過去の因いん縁ねんがある。正直、他班に行って欲しい。

　数サスメートル先、ネイラは動かない。頼りないほど細い姿が、巻き上がる砂や賑やかな声にかすんでいた。

　再度、答えを乞おうか否かと迷うヨシュアの視界の中、彼女はゆるゆると両手を上げた。

　ピューイ、リルララ……。

　わずかな間のあと、ネイラの横笛が高く鳴り出した。

　彼女の細い指先が、柔らかな旋せん律りつを生み出していく。最初は歩くほどの速度。それから、徐々に上がり高まる音の波。

「うそ、これって」

「すごい」

　感動とも驚おどろきともつかぬざわめきが、彼女の奏かなでる音楽に重なりゆく。

　大きく抑よく揚ようがつき、緩かん急きゆう織り交ぜたメロディが絶え間なく続くその曲は、それがゆえに運指が非常に難しいことで有名なもの。きっちりとした訓練を怠おこたりなく積んでいなければ、とうてい吹きこなすことはできない。

　その曲を、ネイラは一人で淡々と、そしてどこか軽々と吹き続けていく。

　やがて、周囲のざわめきは止まり、ただ笛の音だけがあたりを溢あふれ満たす。誰もが耳をそばだて、ネイラの紡ぎ出す音楽に聴き入っていた。

　そして、数分後。

　ようやく大曲が果て終わり、ネイラの薄い唇くちびるが笛から離れる。名残なごりを惜しむような静せい寂じやくののち、わっと歓声があがり、拍手が重なった。

「どうです、ヨシュア・バレク！」

　鼻高々といった風情で、ジルハが叫ぶ。

「我が主あるじにできぬことはありませんが、なにせ無口なお人柄ゆえ、笛をことの外ほかよくなさいます。なんと言っても、これを吹いている間はどんな相手も喋しやべれなどとは言いませんから」

「そりゃまあ、そうでしょうね」

　上げているのか下げているのか判らない神魔の言葉にひとつ笑い、ヨシュアはネイラへと向き直る。

「……お見事です、先輩。実に感服いたしました」

　賛美の言葉に噓うそはなかった。

　長く音楽を糧かてとして生きてきたが、これほどの名手にはそうそうお目にかかったことはない。

　───これじゃよその班いってくださいなんて、言えるはずもないな。

　いささか諦あきらめ混じりではあるものの心から本気でヨシュアはネイラを褒ほめ称たたえ、他の者もそれに続いて絶賛を浴びせたのだが。

　彼女は身を縮めたまま、彼方かなたから視線を送ってくるばかり。

「それじゃ、話もまとまったっぽいし最初の練習いくかー」

　さっきの竪リ琴ラを抱えた五年生が立ち上がり、他の者も大きく頷うなずく。それ以上、どうすることもできぬままヨシュアもまた琵琶バルバツドを引き寄せた。
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　高い高い鐘の音が、五つ重なる。

『星せい紺こんの塔とう』の先端で揺れる大鐘が、晴れ渡ったオアシスの上を渡っていく。

　その下、人々の暮らしはいつにも増して賑にぎやかだ。雨期から乾期へと季節が移ろうこの時期、短くも穏やかな気候の狭間はざまを狙い、多くの隊商がオアシスを巡ってくる。町はなおいっそう活気づき、祭りのごとき賑わいをみせていた。

　その中を、ヨシュアは足早に進んでいた。質素な私服に塵ちり除よけの短いローブを重ねただけ。額ひたいの冠ターラーは規則で外せないため、それを隠すように緩ゆるくターバンを巻いた。おかげでいつも以上に飾り気も洒落しやれっ気けもないが、その足取りはいつになく軽い。

　そうして辿たどり着ついたのは、塔から一五分ほど離れた広場。円形に組まれたモザイク模様の石いし畳だたみの中央には、美しい噴水。泉から直接引き込まれた水が高く噴き上げられ、陽を弾はじいて輝いている。水すい盤ばんの中、仕込まれた水時計は一時間ごとに時を告げ、噴水と連動して涼やかな音をたてた。

　この美麗な光景と時計の音を慕したってか、いつの頃からかここはオアシス一の待ち合わせスポットとなり、今日も人待ち顔の老若男女が多く集っている。

　───な、なんか照れるな、こういうの。

　ヨシュアもまた、水盤の端に腰を下ろし、あたりをそっと窺った。てっきり夜明け前に窓から部屋を出たスーリィンが、先にここで待っていると思ったのだが。

　今日は一カ月に一度きりの休息日である。たいていは塔の自室でスーリィンと過ごすヨシュアだが、今日は敢あえて外へ出ることにした。

　というのも。

「おっさんさー、部屋でべったりってのもいいんだろうけど、たまには一緒にお出かけとかしたら？」

　昨日の夜、聖劇の準備からの帰り道、ひとけのない渡り廊ろう下かで、ふいにラキシュがそう言い出したのだ。

「一緒に、て。どうやってです？」

「そんなの、簡単じゃん。夜のうちにスーリィンだけ塔から抜けて、朝になったら町のどっかで待ち合わせすればいいだけだろ。あの頭だとめっちゃ目立つから、ちょこっと変へん装そうはしなきゃなんないだろうけど」

「き、君」

　ヨシュアはあんぐりと口を開いたまま、小さな友人を見下ろした。

「天才なの？」

「いや、普通。至って普通。つか、なんでおっさんこそ、このテに気が付かないかなー」

　常通りからかう風に言ったのち、ラキシュはふと声と表情を改めた。

「とにかく、明日は二人で遊んできなよ。ここんとこのスーリィンさー、けっこう疎そ外がい感かんあんじゃないのかな、あれ」

「……ですよね」

　ヨシュアと仲間たちが劇の準備に追われている中、スーリィンはけっして文句も泣き言も言わない。部屋に戻ってきたヨシュアが倒れ込むように眠ってしまっても、横でそっと添そうだけで、いつものようなちょっかいもかけてこない。最初に話を持ちかけられたとき、「楽しみだ」とさんざん言ってしまった手前、いまさら不平も鳴らせぬと覚悟しているのだろう、と、ヨシュアは思っていたのだが。

「聞き分けよすぎだよ、かえって危ねーよ」

「でも、ギレアドとティエルが何か相談したいって言ってたし……やっぱり塔に残ってた方が」

「いいから。あいつらはあたしが適当にあしらっといてあげるから。とにかく、おっさんはスーリィンのことなんとかしてきなって」

　他はともかくさ、これはおっさんにしか出来ないことなんだからね？　という忠告が、特に胸に染みた。

「ラキシュ……」

　しみじみと、彼は再び訊たずねる。

「やっぱり、君、天才なんでしょう？」

「ううん。夫婦間の踏ふん張ばりポイント間違えて家庭に隙間風吹かせまくってきた、どっかのちょっとアレな神官の娘ってだけ。聞かせてあげようか？　マヘド家の本当にあった怖い話」

「いや、けっこうです。ご忠告だけ真剣真しん摯しに受け止めて今後の糧かてにしたく思いますっ」

　そんなやりとりの末、ヨシュアは塔の外で妻と待ち合わせするという、滅めつ多たにない経験をすることとなった。

　───滅多にないというか、初めてな気がする。

　なにせ、出会ったときの彼女は一羽の小鳥。どこへいくにも彼の肩に止まって過ごした。その後、少女の姿を得るようになってからはいっそう彼にくっついて回り、塔に入って以降は首飾りの中で過ごしている。つまり、出会ってからずっと、どこへいくのも何をするのもほぼ一緒が当然であったから。

　光を弾く噴水の向こう、広場の奥へと目をくれながら、ふと彼は思う。

　───そう言えば、スーリィンと会ったのはこんな町角だったな。

　賑わう市場のもっとも端っこ、路ろ肩かたに布を広げただけの店とも言えぬ店に、放り出すように並べられていた粗末な籠かご。その中でじっとこちらを見ていた、淡い紫色の小鳥。髭ひげ面づらの店主が「小鳥ってのは声を競い歌を奏かなでるために飼うものだってのに、こいつはちっとも鳴かないんだよ。餌えさ代だいがもったいないばかりだし、今日中に売れなかったらもう始末しちまおうかと」とぼやいたのを聞いて、ヨシュアは慌あわてて有り金を全部はたき、足りない分は姉たちに泣きついて貸してもらった。

　鳴かないぐらい、なんてことない。南国の陽射しの下、その羽は鮮やかに美しく、ささやかな三角の嘴くちばしは銀色に輝いていた。その上、小さな鳥は人の子供を恐れるものなのに、その小鳥はヨシュアに触れられてもまったく嫌がらないばかりか、慕うように肩に指にと止まってまでみせたのだ。

『おまえの名はスーリィンだよ。遠い遠い昔の国の楽器の名前なんだって』

　そう彼が告げたとき、まるで同意するかのように羽ばたいた賢さも、風切り羽根を切らずとも側からけっして離れぬ健けな気げさも、ヨシュアには好ましかった。

　───まさか、あのときはその小鳥が大神魔の化け身しんで、のちのち自分の嫁になるなんて夢にも思わなかったけれどね。

　まして、その彼女といっぱしの恋人同士のように待ち合わせまでする日がくるとは。

　つらつらと考える彼の横、一人の少女が弾かれたように立ち上がった。広場の果てから走ってきた少年の差し伸べる手を取り、踊るような足取りで消えていく。そんなささやかな一幕が、実に晴れやかで微笑ほほえましい。

　ごくありふれた光景を、だけど自分とスーリィンはしたことがなかった。これまで、一度も。改めてその事実を思い、ヨシュアは小さく肩を波打たせた。

　───な、なんか緊きん張ちようしてきたな。

　水盤の中、揺ゆらめく水時計を目で追って、幾いくばくか。

「待たせたのう、スーリィンのヨシュア！」

　朗ほがらかな声と共に、雑ざつ踏とうから抜き出てくる、しなやかなシルエット。

　スーリィン、と、呼びかけようとしてヨシュアは声を呑む。

　目立つ銀の髪を長いベールの下に押し込み、いつも大胆に晒さらした胸や足を素朴な布を重ねた上着とスカートで覆おおっている。どこの国、どこの町角にもいそうな、ごくごくありきたりな町娘のかっこう。だが、それだけに彼女の整った面おも差ざしがより際立ち、衆しゆう目もくを集めていた。ことに年若い男たちの視線は実に正直で、中には横に自分のお相手が既にいるにも拘かかわらず、食い入るようにスーリィンを見ている者すらいる。

　ヨシュアもまた瞬まばたきすらも惜しみ、走り寄ってくる彼女をみつめた。

　しかし、本人はそんな視線など露つゆほども感じていないのか、

「どうじゃ？　心配したか？　したのか？」

　ひたすらな笑顔で無む邪じや気きな態度で、ヨシュアの腕へとぶら下がってくる。

「ああ……うん。場所か時間間違えたかと思っちゃったよ」

　ここは「いまきたところ」と言うべきかどうかと束つかの間ま悩みながら、彼は答える。

「ほほう、それは重ちよう畳じよう！」

　何故か、スーリィンはご機き嫌げんだ。

「ラキシュにの、言われたのよ。最初のデートでは少し心配させるぐらいでなくてはいかんとな。あやつから借りた読み物にもそういうパターンけっこうあったしのー」

　どうだ、勉強熱心だろう？　と胸を張られ、ヨシュアは苦笑するしかない。

「お互い、あの子の入れ知恵には助けられてるね」

「んむ！　実に賢いよい子よ。我らにああいう娘がおったら、先々安心なんじゃがのう」

「いや、それはどうだろう」

　賢いよい子なのは大いに認めるが、親の痛い失態が世間様に筒抜けになる恐れと隣り合わせになること間違いない。

「さあ、どこへいこうか、スーリィンのヨシュア？」

　複雑な夫の胸中に気づくこともなく、彼女は尚も邪気なく微笑む。

「決まってます」

　ヨシュアも気を取り直し、すばやく断定してみせた。

「服屋です。試着できる店、ばっちり調べてきたから。ひらひらのキラキラ着せたい放ほう題だい！」

「そなたはことこの問題になるとブレないのー」

「あ、でも、君が他にいきたいところがあるのなら、もちろんそっち優先で」

「いやいや、ヨシュアが喜ぶところへいければスーリィンはそれでよい」

　笑いながら、彼女は絡からめた腕に少しだけ力をこめてくる。

「ヨシュアが嬉うれしいのが、スーリィンはいちばん嬉しい。嬉しい同士で二人でいられれば、なお嬉しい」

「スーリィン……」

　単純明快な答えなだけに、ヨシュアの胸を深く摑つかむ。自分のことを「ブレない」と彼女は言うけれども、むしろそれはスーリィンの方こそ、だ。彼女のスタンスはいつも変わらない。厄やつ介かいごとを山積みにして、思い悩むのはいつも自分ばかり。

「……じゃあ、服はともかくまずご飯食べようか」

　自然、そんな言葉が自分の口から零こぼれる。

「この先にあちこちのお菓か子しを集めたお店があるんだって。君、ルステラの焼き菓子とか好きだったでしょう？」

「おお、それはそれは。樽たるごと食ってもよいのか？」

「あ、いや……今日のところは皿単位でお願いします。いつか頑がん張ばって樽ごと買ってあげるからっ」

　愛は無限でも財さい布ふの中味は有限。切なく思いながらも、ヨシュアは妻の腕を引く。たいして気に止めた風もなく、彼女はそのまま彼へと寄り添ってくる。伝わるぬくもりがいつにも増して愛しい。真昼の石畳の上、伸びる自分たちの影が一つに解け合っている、ただそれだけがこんなにも嬉しい。

「なー、あれをやってもよいか？　お菓子を匙さじに乗せてあーんてするあれ」

「あんなの、しょっちゅうやってる気がするけど？」

「人目のあるとこでするのがいいのだろうが！　どうじゃコラーって感じなのが楽しいのじゃろうが」

「そういうもんですか？」

　他愛のない話をしながら、揃そろって進んだ町角、

「ぷぎゃんっ！」

　複雑な悲鳴をあげ、蒼い毛玉が石畳の上を大きくバウンドし、視界の果てへと消えていった。

「……スーリィン、いまの」

「わ、我は何も見なかったぞ！」

　引きつり訊ねるヨシュアの腕を、スーリィンは強く引く。

「ホントに何も見んかった！　どこぞの貂てんが転がっていくところなんて、スーリィンはこれっぽちも見てなぞおらん!!」

「そっかあ、見てなかったかあ……」

「そ、そうじゃ見ておらん！　おらんぞーっ」

「うん、そうかあー」

　そうして浮かべ合う笑顔の色合いが、ほんの数分前とまるで違ってしまっている。吐き出す台詞せりふは互いにまるっきり棒ぼう読よみ。どう見ても無理がある。

「……仕方ないなあ」

　ヨシュアは諦あきらめ、嫌がる自分の足を叱しつ咤たして、蒼い獣が消えていった先へと向ける。

　目当てのものは、ほんの数サスメートルほど先、石畳の片隅に転がっていた。いつも艶つややかな毛皮はボロボロで、闇やみ市いちで売られている中古の襟えり巻まきのよう。手足は弱々しく震ふるえ、銀色の髭が風にそよいでいる。

　だが。

「ヨシュア・バレク……っ！」

　悲鳴混じりの声をひとつ上げ、蒼い貂は跳ちよう躍やくした。小さな獣の四し肢しでヨシュアの顔に張り付き、更に声を上げる。

「いいところにきました、この赤毛！　早くあちらの路ろ地じ奥おくへ！　我が主あるじがっ、我が主があああっ！」

「いたたたた、爪立てないでジルハ！」

　ヨシュアは貂の首根っこを押さえ、力任せに引ひき剝はがす。意外なほどあっけなく、ジルハの爪はヨシュアの顔面から離れ、そのままころころと地に落ちた。

「これどうしたの？　いきなり他の神魔でもけしかけられたとか？」

「わたくしのことなどどうでもよろしい！　細かい説明など後回しですっ」

　がばりと身を起こし、小さな貂は叫んだ。見た目はズタボロでもファイトはいっこうに失っていないらしい。

「主が、ネイラ様が大変なのですっ」

「大変？　文武両道が当然の『星せい紺こんの塔』で、何年も首席って人が？」

「おっしゃる通り、あの方はとてもお強い。尊いお生まれであらせられるがばかりに、昔から下げ種すな輩やからが……ことに狼ろう藉ぜきを働こうとする男が後を絶たず。おかげでひたすら武を磨みがき、勇ゆう猛もうなること戦士が如ごとく！」

「だったら、僕にわざわざ頼むこともないと思うけど」

「そんな方でも手を焼くほど分ぶの悪い相手なのです、この赤毛のトンチンカン、略して赤チンカン！　御ご託たくはよいから、さっさといって我が主をお助けなさ……ぷぎゃっ」

　助けを求めているにしてはあまりな言い草の貂の尻尾しつぽに、スーリィンの爪先がめり込んだ。

「あの毛玉羊といい、まったく最近の下位神魔の礼れい儀ぎはどうなっておるのやら、我は腹が立つのを通り越して悲しくなってきたぞ、ええ？　いったい誰に向かって口をきいておるか、我がどこの誰か察せぬほどに、そなた目も頭も悪いのか？」

「むろん判っておりますよ。それがなんだっていうんですか、このシングルスーパー神魔様めが」

　敬うやまっているのか罵ののしっているのかいっこうに判らぬ口調で、ジルハはがなる。

「ネイラ様はこのジルハを単なる神魔ではなく、友と呼んで下さるのです。おまえだけが終生変わらぬお友達だと！」

「友達、のう……」

　雷らい凰おうの低い呟つぶやきにも、疾しつ風ぷうの貂は怯ひるまなかった。むしろいっそう声を高め尻尾を膨ふくらませて言いい募つのる。

「神魔には神魔の掟おきてがございます。上位者なる御方レムエールに無闇に逆らわぬのもその一つ。しかし、このジルハめは我が主の友でもあります。友ならば、掟に逆らおうが上つ方に刃向かおうが、身を呈ていして戦うのが当然ではございませんか！」

「ジルハ……」

　見事な啖たん呵かに、ヨシュアは言葉を失い、スーリィンは呆あきれ果はてたというように肩を竦すくめた。

「どうする、我が君？　我は別にこやつなど、そこらに放り出してやっすい敷物みたいになるまで踏み潰してやってもよいのじゃが」

「でも、君、ジルハの言うこと、判らないでもないんでしょう？」

　水を向けるヨシュアに、彼女はふんと横を向いた。が、否定の言葉は返ってこない。

「なんでもいいですから急いで下さいませっ！　いちゃこら争ってる場合ですか、爆発なさいっ！」

　その爪先の下で、ジルハは必死に叫んでいる。

「……なあ、本当にこやつ踏み潰してはいかんのか、スーリィンのヨシュア？」

「堪こらえて。ここはどうか堪えて」

　せっかくスーリィンの気が晴れるようにとセッティングしたデートだというのに、なんでいきなり我が慢まんを強しいているのだろう、と、ヨシュアは泣きたくなったが。

「ごめんね、スーリィン。すぐ済ませてくるから、さっきの噴水でもう一度待ち合わせしてくれる？」

「我もいく！」

「無理だって。先せん輩ぱいに君の姿を見られるのはリスクが大きすぎる」

　結局、膨れる妻を懸けん命めいに宥なだめ、疾貂の後へとついて行った。いまの彼に、ネイラ・ネ・ネルヴを見捨てることなどできるはずもない。
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　進めば進むほど、路ろ地じは細く細くなっていく。陽光は左右に居並ぶ建物に遮さえぎられ、その恩恵も届かない。一歩を進めるごとに空気まで湿り淀よどんでいくかのようだった。

　そんないかにも悪党が溜たまっていそうな一画に、ネイラ・ネ・ネルヴはいた。もつれた黒い頭を深く垂れ、小こ刻きざみに肩を震ふるわせ続けている。

　きっと相対しているのは、これまた典型的なチンピラとか悪党に違いないと、ヨシュアは思った。挙きよ動どう不ふ審しんが服を着て歩いているくせに、どこか育ちのよさを隠し切れていない彼女は、町のゴロツキどもの格好のターゲットだろう。

　だが。

「そんな泣いてちゃ判らないよっ。もっとはっきりしたらどうなの！」

　きつい口調のその声は、まだ若い女のもの。頼りない光源では面おも立だちまでははっきりしないが、体つきは豊満でしなやかに見える。しかし、何よりヨシュアの目を引いたのは、その豊かな腰から下げられている曲刀だった。巨大な刃渡りといい手入れされ使い込まれた柄つかといい、堅かた気ぎの女が護ご身しん用ようにと吊している類たぐいのものではけっしてない。

　しかも、その背後には武装した男が数人。いずれも、チンピラ以上の風格を湛たたえているのが、更にただならない。

「ええい、もう！　つべこべ言わずに私と一緒に来るんだ、この臆おく病びよう者もの！」

　女は口調以上に乱暴な所作でネイラの腕を摑つかみ、引きずろうとした。その無体な仕打ちに、男たちが次々と進み出て手を貸そうとし始めたのを見て、

「ちょっと、そこの方」

　慌あわててヨシュアはそちらへと踏ふみ出だした。

「どうかしましたか？　何かトラブルでも？」

　笑顔の闖ちん入にゆう者しやに、二人の女はびくりとしたように振り返る。

　ネイラは大きく見張った両目いっぱいに涙を溜めたままこちらを窺うかがい、やや呆然とした風だった。どうしてここにヨシュアがいるのか、意味が判わからない。琥こ珀はくの瞳はそんな風に見て取れる。

　もう一人の娘は、更に剣けん呑のんな反応をみせた。眉み間けんに力をこめ、体ごとヨシュアへと向き直ると、

「あんた、何者？　よけいな嘴くちばしつっこんでくんじゃないよ！」

　がしゃりと腰の剣を大きく鳴らす。












　仕方がなく、ヨシュアは頭のターバンを解いてみせた。赤い前まえ髪がみの下、銀の冠ターラーが覗く。それを見て、相手の身分を察せられない者はこの大陸上には存在しない。

「あんたも修道生か……」

　いささかげんなりしたように、女はひとつ呟つぶやく。そうして吊り上げた眉まゆと目元に、ヨシュアは見覚えがあるような気がして、ほんの少しだけ目を見張る。

　予想通り、まだ若かった。黒髪は流れるように艶つややかで、革かわ鎧よろいに包まれた肢し体たいが瑞みず々みずしい。スーリィンを見慣れていなければ、そのふっくらとした胸元に視線が吸い寄せられたかもしれない。

「ふ、ふん」

　じ、と、観察する一方のヨシュアに、娘はなおも鼻息荒く言いい募つのる。

「て、ことは三回攻撃された後じゃないと、なんにもできないんだろ？　さっきの神魔みたいにボコボコにして放り出してやろうか？」

「そんな怖いことおっしゃらないでください。このオアシスで修道生に無体を働くと先々面めん倒どうなことになりますのに」

　笑顔を崩くずすことなく、ヨシュアはやんわりと脅おどす。それで引いてくれれば御おんの字じと思ったのだが、どうも相手は彼の想像以上に血の気が多いらしい。娘は背後の男たちへと尖った視線を走らせた。次々に鞘さや払ばらう男たちを見て、ヨシュアは深い溜め息を落とす。それから、おもむろに口を開いた。

「そちらの奥の方……ええ、そうです。青い服で一番小柄な人です。あなたがこの中ではもっとも手て練だれと見ましたが、如何いかがでしょう？」

「……だったらなんだというんだ？」

　ヨシュアに名指しされた男が、嗄しやがれた笑いを返す。厚みのある声や使い込んだ槍を構えた所作に、強者の余裕が滲んでいた。

「あなたが三回打ち込んできたら、それで攻撃三度ってことにしていただけませんか？　いちいち数えるの面倒ですし、時間もかかりますんで。僕、いま人を待たせていて、それはもう急いでるものですから」

「ち、ちょっとヨシュア・バレクっ」

　彼の肩にしがみついたままのジルハが、慌てたように叫んだ。

「なに無駄な挑ちよう発はつしてるんですか、この赤毛のあんぽんたん様はっ」

「挑発なんて、そんなつもりは。僕はただただ時短を願ってるんです。さっさと帰りたいんです」

「だからって、そんな。ほら、相手の方、怒ってらっしゃいますよ？　槍とか握り締めて、こちらに来てますよっ？」

　ジルハに実況されるまでもない。それでなくとも険けわしかった顔をいっそうしかめ、小柄な男は一気に突き込んできた。

　よく磨みがかれた槍の先が、ヨシュアの喉のど元もと目指して疾しつ走そうしてくる。その初しよ撃げきを、ヨシュアはもちろん避よけた。そのまま軽いバックステップで二歩ほど下がる。

　舌打ちし、男は彼の後を追う。今度はヨシュアの胴を狙ったらしい。水平に刃を振って、なおも踏ふみ込こんでくる。

　むろん、ヨシュアはこれも避ける。今度も、二歩ほど飛とび退のいて。

「このっ！」

　激げつ昂こうし、男は更に振りかぶる。白刃がヨシュアの頰ほおの横をかすめて走った。悲鳴をあげ、ジルハがその肩から転がり落ちる。

　だが。

　ガッ！

　槍の先は彼の肉ではなく、その背後の土壁にめり込んだ。

「いまので三回目ですね」

　にっこりと微笑ほほえんで、ヨシュアは男の槍を強く握り込む。

「こんな狭い路地で長物振り回したりしちゃ、危ないでしょう？」

　力をこめて手首を返し、男の手から槍をもぎとった。間近に迫ったその顔に走った、わずかな怯おびえ。それを目の端で見て取りながら、ヨシュアは大きく腕を振り上げる。

　───まったく！　こんな程度の腕前で！

　そんな苛いら立だちは自然と腕へと伝わった。

　───人の！　僕らの！　初デートの！

　風切り音をたて、奪うばった槍の尻が男の鳩尾みぞおちへと吸い込まれ、その背後にいた別の男へと向かっていく。

　───邪じや魔まするなんて！

　白刃を突きつけられた相手は、さっきの男よりずっと若い。

「ひっ！」

　瞬まばたき一つにも満たぬ間に距きよ離りを詰め、槍を振るってきたヨシュアにまったく対応しきれていなかった。大振りの剣を握る手の腱けん目がけて槍の穂先を叩たたき込こみ、落ちた剣を空いた左手で掬すくい上あげる。怒号を上げて踏み込んできたもう一人の腕をその剣で払い、身を捩よじって更に一人の膝ひざ裏うらを薙ないだ。

　崩れ落ちた味方の姿を見て、娘はすっかり臆おくしたらしい。

「ひ、退け！　退けぇ！」

　ほとんど悲鳴混じりに命じ、走り出した。周囲の男たちも慌てて怪け我が人にんを引きずり、その場を次々去っていく。

　最後の一人が路地の彼方かなたへ消えたとき、ようやくヨシュアは剣を下ろした。見ると、ネイラはさっきと同じ場所にぺたりと座り込んだまま。大きく開いた両目をこちらへ向けている。

「先せん輩ぱい、お怪我は？」

　一度は手を差し伸べようとして、すぐやめた。またもネイラは吹っ飛んで逃げるだろう。こんな狭い路地の中だ、今度こそ自分の背や頭でも打ち付けかねない。

　だが、彼女は逃げ出さなかった。

　涙が溢あふれたままの瞳で、じっとヨシュアを見上げてくる。

「我が主あるじは『感謝する』と申しておられます」

　いつの間にか、いつもの定位置、ネイラの膝へと戻ったジルハが、どこか得意げに言い切った。

「後輩として力を貸すのは当然です。が、いまのは？　そこらの不良にただからまれたって感じじゃなかったですが」

「それに関してはお答えいたしかねます」

　実にしれっと、貂てんは言ってのけた。

「いろいろと込み入った事情のある相手、とだけ申しておきましょう」

「事情、ですか」

　彼の誘導に乗って槍先を壁にめり込ませたところといい、軽薄な足取りで近づいてきた様といい、あの中の誰ひとりとしてヨシュアの敵になりうる腕ではなかった。

　だが、それでも。

　───そこらのチンピラなんかじゃない。ちゃんとした武道を学び、一定の訓練を受けてきた人間の太た刀ち筋すじだった。

　たとえば、エレミヤのようなどこかの正規軍所属の。

　それと、あの娘。

　豊かな肢体も図太さを感じさせる態度もまるっきり違うけれども……繊せん細さいな印象の目元だけはどこかネイラに似ていたような。

　首を傾かしげ、連中の消えた方へとヨシュアは視線を巡らせる。

「ご助力、感謝いたします、ヨシュア・バレク」

　表情らしきものがない丸顔に、それでも『詮せん索さく無用』の四文字をはっきり書き込んで、ジルハは言い募った。

「もう大丈夫ですからお引き取りを」

「ぜんぜん大丈夫じゃないでしょ？　さっきの連中が引き返してきたり待ち伏せしたりしてたら、どうなさいます？　『塔』まで送りますよ」

「しかし、それではお待たせしている方が……」

「ジルハ」

　今にもよけいなことを口走りそうな蒼貂へと、ヨシュアは冷たい笑顔を向ける。急いで、と目線で合図すると、蒼貂は慌てたように少女の姿を取った。忠実な筆ひつ頭とう神魔に支えられ、ネイラもようやく立ち上がる。

　寄より添そう主従の後ろを守りながら、ヨシュアもまた細い路地を歩き出した。
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　二年生の暮らす南の塔とうから、礼れい拝はい場じようや食堂のある中央の塔までの道のりは、ただただ長い。ことに、二つの塔を結ぶ渡わたり廊ろう下かの果てなさときたら、そこらの宮殿のそれに勝るとも劣おとらない。あらゆる修道生たちはこれもまた一つの修行と腹に命じ、懸けん命めいに歩み進んで日々を送る。

　休息日の翌朝。

　ヨシュアと仲間たちもまた、その廊下を急ぎ渡ろうとしていた。

「ちょっとひどいじゃないの、劣等生！　昨日、わたしの相談に乗ってくれるって約束だったのに、勝手に外出するなんて！」

「それについちゃあたしがさんざん説明したろ、ティエル。先々考えたらさ、こうするのが一番なんだってば」

「だからって、お嬢じよう様さまとの約束をすっぽかすなんて、許されない大罪です！　虚きよ言げんの罪で地じ獄ごくの業ごう火かに投げ入れられても仕方がないとおいらは思います！」

「俺はそこまでは……言わない……」

　口は滑なめらか足取り軽い四人の最後尾を、ヨシュアはじっと黙って守っていた。

「おっさん？」

　そのあまりの黙りっぷりに、ラキシュは何か感じ取ったらしい。ふと足を止め、振り返る。

「どうかしたの？」

「……誰か、後ろからついてきてませんか？」

　声を低め、ヨシュアは答えた。

「そりゃ、ついてくるでしょうよ。二年の子が朝ご飯食べるにはここ通るしかないんだもの」

「で、でも」

　呆あきれたようなティエルに、セームが怯おびえを滲にじませて訴える。

「後ろ……誰もいませんよ？」

　その言葉に、四人はいっせいに振り返った。ラキシュとティエルは勢いよく、ギレアドとヨシュアは慎しん重ちようにと、それぞれいくらか違ったが、全員が全員、目を見張って背後を窺うかがう。

「ホ、ホントに誰もいない！」

「劣等生の気のせいじゃないの？」

「幻聴」

「そうかなあ……確かに足音がしたと思うんだけど」

「ヨシュアさんがそういうの間違えるなんて、珍めずらしいですよね」

　薄うす気き味み悪わるそうに首を竦すくめ、一同はそれぞれの顔と長い廊下の果てへと視線を這はわせた。けれど、やはり人影はない。無骨な柱とそれを支える床とが延々と続いているばかりだ。

　そうして首を捻ひねって、ひとしきり。誰ともなしに一同は再び歩き出す。今度は一人とて口を開かないまま。

　すると。

　ぺったんぺったんぺったん……。

　確かに聞こえてくる、かすかな足音。

　今度はまったく同じタイミングで、少年少女たちは振り向いた。

　だが、背後には誰の姿もない。朝陽に溢あふれ輝く廊下が続いているだけ。

「え、ちょ……」

「どういうこと？」

　不安に曇くもった顔を見合わせ、一同はまた歩き出す。示し合わせたわけでもないのに、揃そろって歩く速度をやや早めて。

　すると。

　ぺたぺたぺたぺた……。

　背後の足音もまた、加速する気配。しかし、振り向いてもやはりそこには無人の光景が広がるばかり。

「う」

　なりは一番大きいが「神魔は平気でも幽霊は怖い」と常々主張するギレアドが、まず息を呑み。

「うわあっっっ！」

　悲鳴を放って走り出した。

「ちょっと待てよ！」

　ひときわ広いその背にラキシュがぶら下がり、ティエルとセームもまた必死に後に続く。

　遠くなる彼らの背中と背後とをしばし見比べ、ヨシュアはそこに止とどまった。

『星せい紺こんの塔』にも怪異の話はいくつかあるが、朝の渡り廊下に堂々と現れる幽霊だのなんだのは聞いたこともないしイメージもしにくい。

　───けど、万が一、何か出るっていうなら僕が食い止めなくちゃな。

　腰帯に隠した暗器にさりげなく指を這わせ、彼は元来た道を一歩一歩と辿たどる。

　相変わらず、そこに人の姿はない。気配もない。

　だが。

　ひょこ！

　柱の一つから、蒼い貂てんのまあるい顔が覗のぞいた。鼻と髭ひげとをひくひくさせながら、こちらをじいっと見入っている。

「ジルハ？　そんなところで何をしてるわけ？」

「朝の挨あい拶さつでございます、ヨシュア・バレク」

「そ、そうなんだ？　おはようございます？」

　なぜにこの場所この場面で神魔に挨拶を強要されているのか、いま一つ飲み込めぬままではあったが、いちおうヨシュアは頭を下げてみせた。

　けれど、

「わたくしにではございません。この赤毛のすっとこどっこい、略して赤どっこい」

　相手の反応は実に猛たけ々だけしい。

「赤どっこいて。ちゃんと罵ば倒とうになってるの、それ？」

「そんなことはどうでもよろしい。とにかく！　朝の挨拶なのです！」

　支し離り滅めつ裂れつなことをがなる貂の遙はるか上に、ひょこ、ともう一つ顔が湧わいた。もじゃもじゃの黒髪、赤い肩布タリートに金釦ボタン。窺うようにこちらへ向けられる、琥こ珀はく色の瞳。

　意外な人物の出現に、ヨシュアは大きく瞬まばたきを繰くり返かえす。

「ネルヴ先せん輩ぱい？」

　一度は摑つかみかけた暗器を布の中へと押し戻しつつ、ヨシュアは彼女の方へと一歩踏ふみ出だした。

　ばびゅんと音でもしそうな勢いで、ネイラは後じさる。だが、常に比べればその跳ちよう躍やく距きよ離りは短く、声も手もちゃんと届く範囲でしかなかった。

「朝の！　挨拶！　なのです！」

　彼女と彼とのちょうど中間地点で、蒼い神魔が再びわめいた。

「えーと……おはようございます、ネルヴ先輩？」

　首を傾かしげつつ、ヨシュアはいちおう挨拶を試こころみる。いくらか語尾があやふやになってしまうのは致し方がないだろう。五年生がいるはずもない南の塔で、朝からとんだホラーテイスト風味な邂かい逅こうを果たすとは。

　───そういやこの人、僕のこと一カ月近くも追い回しといて、一度も気取らせなかったんだよなあ。

　さすがの首席、実に優れ秀でている。が、その能力が神官に必要なものかどうかは判断し辛づらいところではあった。どっちかというとエレミヤ方面の職務であったら非常に重ちよう宝ほうされたろうが。

　そんな彼の思おも惑わくを見て取っているのかいないのか、ネイラはヨシュアとまったく同じ角度でちょこりと首を傾げ、それから、大きく深く頷うなずいた。

「以上！　朝の挨拶でございました！」

　厳おごそかな口調でジルハが宣言し、ネイラはもう一度頷く。

　───い、意味が判らない……。

　爽さわやかな朝の風が、両者の合間を吹き抜けていった。反応に困って、ヨシュアはしばらくその場に立ち尽くす。

　しかし、廊下の横、中庭の木の影がいくらか形を変え出したのを見て、慌あわてて踵きびすを返した。食事の時間はぴったり三〇分と決まっているし、何かと立て込む朝食が一番シビアなのだ。

　その後ろから、ぺったんぺったんとのんびりしたネイラの足音がついてくる。

　───いったいどういうつもりなんだろう……。

　ときどき後ろを窺いながら進んでしばらく、渡り廊下が果て、中央の塔へと辿り着いた。飾り気も何もない南の塔とは違い、窓に磨みがき抜ぬかれた透すかし板がもれなく塡はめ込こまれ、柱や天てん井じように美しい模様が彫ほり込こまれている。そんな壮麗な空間の一画で、四人の子供たちが彼を待っていた。

　そこで腰が抜けたらしいギレアドをラキシュが宥なだめ、ティエルとセームは互いにしがみつくようにしてヨシュアの方へと駆け寄ってくる。

「さ、さっきのあれ、なに？　ホントにお化けだったの？」

「いえ、ネルヴ先輩でした」

「なんで、あの人が？」

「さあ……」

「というか、中央の塔の住まいの人がなんで廊下の後ろから……南の塔の方から来たんです？」

「さあ……」

　まったく要よう領りようを得ぬ年長の同級生に、四人は不審げな表情をそれぞれ見せたが、

「まあ、あの人が変なのはいまに始まったこっちゃないしなー」

「無駄に……驚おどろいた……」

「まったくよ。さ、ご飯食べにいきましょう、時間もないし」

「おっしゃる通りです、お嬢様」

　いちおう納得した風に踵を返し、ヨシュアもまたその後へと続いた。
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　ほんの一カ月ほど前までは、焼いた石や炭の香りが漂ただよい、キンと冷えた空気とあたたかな湯気がない交ぜになっていた、中央の塔とうの食堂。いまは窓の外に雨はなく、洞どう窟くつのようなこの大広間も集う若者たちの体温だけで十二分に暖かく過ごしやすい。暖だん炉ろはすべて片づけられ、「お楽しみ」もいまはもうない。

「まあ、それはいいけど……」

　ひくっと口元を引きつらせ、食卓についたティエルがぐいと横を向く。

「どうして、ここに赤布金釦ボタンの人が混じっているのかしら？」

　なるほど、そこにはネイラがいた。

　赤肩布タリートの一団からは遠く離れた青の群れの中、ヨシュアたちのテーブルの一画でしずしずとスープを口に運んでいる。

「聞こえませんでしたか、先せん輩ぱい？　ここは二年生の場所ですよ？　最高学年の、しかも、首席の方でしたら、もっと陽当たりも見晴らしもよいお席へどうぞ」

「…………」

　ネイラは何も答えない。ただ、琥こ珀はく色の瞳をつつと動かし、ヨシュアを軽く見やった。

　───え、なにそれ？　どうしてこっち見る？　まさか僕に通訳しろっていうの？

　よっぽど自分で「なんであんたがここにいる？」とツッコみたかったが、それは心理的にはばかられ、ティエルが叫び出してくれたとき、正直、助かったと思ったほどなのに。

　戸と惑まどう彼と違い、ティエルは常に明快だ。

「あなた、ご自分がつい最近何をなさったのかお忘れですか？　正直、顔も見たくないんですけれどもっ」

　ばしりばしりと鋭い言葉を叩たたきつけ続ける。ネイラからすれば一番触れられたくないことを持ち出されたに違いない。これは勝負あったかとヨシュアも思ったのだが。

「…………」

　彼女はまたもチラリとヨシュアを流し見ただけ。

　その静かな所作が、かえって癇かんに障さわったらしい。

「なんとか言ったらどうなの！」

　ティエルは椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「ちょっと、ティエル！　落ち着いて！」

「止めないでよ、劣等生！　ちょっと優秀でちょっと先輩だからって調子に乗って、この女っっ！」

「ちょっとじゃないですよ、そうとう優秀でかなり先輩ですよっ！　先輩もいい加か減げん黙ってないでなんとかおっしゃって下さいませんか？」

　ヨシュアは左右の少女をそれぞれ懸けん命めいに宥なだめようとしたが、ティエルは完全に臨りん戦せん態たい勢せい。ネイラは揺ゆるぎなく沈黙を保ったまま。場の空気は悪くなっていく一方だった。

「ジルハーっ！　ジルハ、出てきてっ」

「食堂は神魔持ち込み禁止だよ、おっさん」

「あれだけうざいうざい言ってたくせに、ヨシュアさんてば」

「勝手」

「この場面で僕を非難するんですか、君たちはーっ！」

　結局、ギスギスした空気のまま食事の時間は終わり、一同は足早に修しゆう練れん室しつへと戻ることとなった。

　───まったく、ネルヴのお姫様ときたら。いったい、どんな気まぐれ起こしたのやら。

　自分の席に着きながら、ヨシュアは短く息をつく。アフェクといいダルタスといいネイラといい、飛び抜けて頭のよい人間の考えていることは正直よく判らない。

　まあ、ちょっとした気まぐれだろうと、彼は簡単に片づけたのだが……ネイラの奇行はこれだけに収まらなかった。

　その日の修業がすべて終わり、モアブから二、三の申し送りがあったのち。ヨシュアたちは急いで帰りの支し度たくを済ませた。今日もまた東の修練場に赴おもむいて、発表会の準備に勤いそしまなくてはならない。

　扉を開き、足早に踏ふみ出だした、その時。

「おわっ」

　廊ろう下かの途中、黒いものがもぞもぞと動いている。でかい毛玉のように見えたそれは、人の髪かみ。もじゃもじゃともつれ、神官必ひつ須すの銀の冠ターラーが埋うもれて見えるほどの。

　先頭の突然停止に、後続の対応は間に合わなかった。

「ぎゃっ」

「わっ」

「きゃっ」

「ひゃっ」

　たちまち起こる、少年少女の玉突き事故。その衝しよう撃げきと混乱はすぐさまヨシュアの背中へ跳ね返ってきて、彼の足下を危うくする。

　───やばい、このままだと踏みつける！

　とっさに腹と両足に力をこめ、彼はその場で精一杯踏ん張ったが、その背の子供たちは跳ねとばされて、それぞれ床へと転がる羽は目めに陥おちいった。

「いたたたたっ」

「なんなの、いったい！」

「いきなり止まるなよ、おっさん！」

「危ない」

「だ、だって、ほら」

　沸き起こるブーイングに、ヨシュアは自分の足下を指さした。

　そこには、人類最高の教育機関の最高学年にして首席の娘がおり、膝ひざを抱えてそっと見上げてくる。

「ちょっ、ネルヴ先輩っ？」

「何をなさってるのかしら？」

「ここ、二年生の塔ですよ？」

「…………」

　非難がましく訊たずねる後こう輩はいたちに、ネイラは答えない。ただ、手にした横笛をそっと掲げてみせた。

「あー、練習な。しますけど、これから」

「え、なにこれ？　一緒にいきましょうってお誘い？」

「にしては独特ですよね」

「独特というか……おかしい……」

　もはや怒るというより困こん惑わくしきった一同は、いっせいにヨシュアへと視線を集める。どうにかしろなんとか仕切れというその目に、ヨシュアはそっと嘆たん息そくしたが、ネイラを邪じや険けんにはできない。断じて。

「よく判わからないですけど、やる気を出して下さってるのなら実にけっこうです。頑がん張ばりましょう」

「判らないのに、その態度っ？」

「うやむや反対！」

「ずるい……」

「うるさいですよ、君たち。神官に必要なのは調和です」

「しかも、場をなんとかまとめたいばっかりにあかんこと言い出した！」

「偽ベルリナ先生の台詞せりふなんて二度と聞きたくもないって、あんなに怒ってたのにっ」

「うるさいですよ、君たち。どんな悪人の口から発された言葉でも、そこに理があるのならきちんと耳を傾かたむけなさいと聖伝にも書いてあります」

「宗教の暴力的利用、反対……」

　わあわあと騒ぐ後輩たちを、ネイラの琥珀色の瞳がじっと窺うかがう。もの問いたげなその目へと、ヨシュアは首を傾かしげて応じたが、何も返ってはこなかった。

　その代わり。

「やっかましいですよ、この小坊主どもめが！」

　ひょーんとネイラの陰から蒼い神魔が飛び出てくる。それは、すぐさま少女の姿を得て、主あるじの前へと立たち塞ふさがった。

「うわ、出たよ！」

「うるせえ貂てん」

「バカ神魔」

「あなた、位階三〇番台かそこらでしょ？　本当はそんな完全な人型、長時間保ってられないんじゃないの？」

「余計なお世せ話わ様です、この小娘めが。わたくしは主の忠実な臣であると共にお友達なのですから、この姿でいることは重要なのです」

「神魔が友達て」

「うわあ」

「痛々しい」

「こらこら君たち、迂う闊かつな暴言は許しませんよ、暴言は」

　その理屈でいくと、友達どころか神魔の妻を持つ自分はなんだということになる。彼の主張の奈な辺へんをなんとなく悟ったらしい四人は、いちおう口を噤つぐんではくれた。けれど、まだその目元には不満がはっきりと漂ただよっている。それを敢あえて無視したまま、ヨシュアは東の塔へと足を早めた。
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　それからも、ネイラの奇妙な振る舞いは続いた。

　食堂ばかりか修しゆう練れん室しつで青肩布タリートの一団に混じっていることもあったし、南の塔とうの廊ろう下かの果てにあの黒もじゃを見かけることもあった。修練場での練習に至っては、ヨシュアの後をついて回ってまったく離れない。

　もともと、ヨシュアの行動を完全把は握あくするスーパーストーカー兼いじめっこだったのだから、当然と言えばそうなのだが、今度は人目もはばからぬところがよけいにタチが悪い。

　おかげで。

「暴ぼう虐ぎやくの沈黙王に続いて、静せい寂じやくのネイラまで？」

「そういえば、二年の首席の子もあいつにいつもくっついてるなあ」

「ヨシュア・バレクって、もしかして首席キラーなの？」

　などと、とんでもない噂うわさが瞬またたく間に塔内を席せつ巻けんすることとなった。

　───リアクション取りづらい！　確かにティエルとは四六時中つるんでるけど、ネルヴ先せん輩ぱいの奇行は本気で意味が判わからないし、アフェク先輩に至っては事実無根！　まったくもって大だい迷めい惑わく！

　誰彼かまわずひっつかまえては、声を大にしてそう主張したい。

　が、何せ彼はネイラに対して強く出られる立場ではない。そして、そのことを迂う闊かつに漏もらすこともできない。

「だったら、もう！　目の前のことに全力で取り組むしかないと僕は思うんだけど！」

「んむー」

　東の修練場から南の自室に戻ってすぐ。

　赤い頭を抱えて煩はん悶もんしつつ怒ど鳴なり散ちらす夫を、妻は実に複雑な表情で手招きした。

「よー判らんが大変そうじゃのう。まあ、だっこしてやる故ゆえ、近こう寄れ」

「…………」

　黙りこくってひとつ頷うなずき、そのままヨシュアはスーリィンの胸元へ倒れ込んだ。いつもであればなんとか距きよ離りを取ろう取ろうとするのに、この態度。彼の半端ない消しよう耗もうぶりを見て取って、彼女は困ったように小さく笑う。

「よしよし、ではこの勢いで夫婦の階段をひとつ昇るとするか？　ん？」

「やめて、いまは誘惑しないで。うっかり流されそう」

「流されても、スーリィンはいっこうにかまわんと言っておるのに」

「ホントに？　もうラキシュから面白い本を借りたり、ギレアドの詩を聞いたりできなくなるよ？　一緒に町を歩くのもこの間が最後ってことになるかもね」

「そ、それは……んーむー」

　困ったように眉まゆ根ねを寄せる顔が、昔よりずっと人がましくも、微笑ほほえましい。不変が基本の大神魔も、人の暮らしに立ち交じるうちに人の感覚を身につけてきたのかもしれない。それにそっと笑んだヨシュアの耳に、板窓がガタンと鳴る音が聞こえてきた。

　時間はもう夜半を過ぎ、隣室のセームやギレアドの気配もない。寮りよう監かんもとっくに見回りを終えた頃で、訪ねてくる者など存在しないししてはならない刻限である。

　用心しながら、窓を開き、表を窺うかがう。

　眼下の中庭、見慣れた男の姿があった。弓矢を担かつぎ、煙管きせるをくわえる様が昼間食堂で見かける前掛け姿よりずっと本来の彼らしい。

　自分の部屋の板窓に刺さった矢を引き抜き、ヨシュアは彼の額ひたいめがけて投げつけてやろうかと思ったが、さすがにこの距離に素手では命中させられる気がしない。仕方がなく、彼は妻の翼に頼って庭へと降り、直接、エレミヤにそれを返すことにした。

「珍めずらしいですね。絶対に僕の縄なわ張ばりには足を踏み入れないって言ってたのに」

「まあね。諜ちよう報ほうのヒトとしてはそれが本来の鉄則だからさー」

　その言葉に、ヨシュアは眉まゆを吊り上げる。

　では、その鉄則を破らなくてはならないことが起きたのか。

「この間、おまえさんから頼まれた女の身元調査が終わったんだわ」

「この間の、というと。我らのデートを邪じや魔ましよったアレか？」

　ヨシュアより早くスーリィンが意気込む。

　結局、あの日あの後、二人は目当ての店でお菓か子しを食べるだけでタイムアップ。服屋を回ることもできなければ、連れだって町中を歩く時間もさほど取れなかった。もちろん、スーリィンは拗すねている。猛もう烈れつに怒ってもいる。

「よし、はようどこの誰か聞かせろ！　この雷らい凰おうスーリィン様が怒りの雷をぶっ込んでほどよく焼いてくれる！」

「うん、それマジ頼む。是非ともこんがりやっちゃってくんない？」

　吠える彼女を、エレミヤは窘たしなめなかった。それどころか、いつになく真ま面じ目めな顔つきで先を続ける。

「その娘の名前は、ペルスカ・ネ・ネルヴ」

「ネ・ネルヴ？　ということは……」

「そう。おまえさんが察した通り、旧ネルヴ太守一族の生き残り。赤布金釦ボタンの嬢じようちゃんとは従い姉と妹こ同士になる」

「じゃあ、先輩同様、亡国の姫君の一人ってことですね。なんでそんな人をあなたが敵視するんです？」

「亡国の姫君とか王子様とかってのはさ、火種にとかくなりやすいんだよ。今回もそのパターンっぽいんだわ」

　ルステラの間諜は溜め息と共に、紫煙を吐く。銀細工の煙管が月に輝き、彼の横顔に艶つやを添そえているが、その目元に落ちる影の色は濃く深い。

「ネルヴ革命の首しゆ謀ぼう者しやね、ヤイル・ゼラっつーんだけど、ここのところそいつの周辺がすんげーきな臭いことになってんの」

　そうして、彼が語ったことは。

　ネルヴの悪逆太守……つまり、ネイラの父をヨシュアに暗殺させ、その混乱に乗じて革命を成功させたヤイル率ひきいる現ネルヴの政権。だが、七年経っても未いまだ内政を安定させることができていない。そうこうするうちに、旧太守の一族の中でも特に血筋のいい者を旗はた頭がしらに旧体制復古を叫ぶ者が出てきた。たいていは元貴族、軍人、高級官僚など、かつて高い地位にいた者ばかり。

「その旗頭がペルスカって人なわけですか？」

「そうそう。太守の長男……つまり、ネルヴの正式な跡継ぎは革命の最中に殺されてて、他の直系はネイラ姫さんだけ。けど、その姫さんが『星せい紺こんの塔』にいるんじゃ話にならんっていって、その従姉のペルスカ嬢ちゃんにお鉢はちが回ったっぽい」

「だから？」

　ヨシュアの声は詰きつ問もんの色合い。

「別にネルヴで再び揉もめ事ごとが起きようが、あなたに関係ないかと思いますが」

「あるんだなー、それが。だって、その革命政府をあれこれ助けてんの、ルステラなんだもん」

　言いながら、エレミヤは煙管の先でアリステア大陸の絵を描いてみせる。

「ほら、ネルヴとルステラの間ってさ、吹けば飛ぶような小国がぎっちり固まってるだけだろ。だから、例の革命のとき、難民がどっとルステラ領内になだれ込んできたのね」

　豊かな穀こく倉そう地帯、安定した政治と経済の大国。そして、何より英えい邁まいで知られるル・ルステラ太守一族。そこへ逃げ込めば、無下な扱いは受けまいと国亡き人々は考え、実際にすべてがその通りになった。ダルタスは彼らに家を与え職を与え、生き延びるために手を尽くした。

「けど、そんなことが二度も三度も続いたらルステラだって保たない。だから、現革命政権が早いとこ安定して自分の元国民を引き取ってくれるようにって、うちの大将もいろいろやってきたわけ」

　そんな折、ネルヴの旧太守一族が暗あん躍やくを開始する。彼らは未だ不安定な革命政権の隙を突き、再び国を我がものにしようと目もく論ろんでいるという。

「ダルタス様はそれを歓迎しない、と？」

「そう。今度はうちが暗殺者雇やとって手早く片づけたいぐらいよ、実のところ」

　暗い笑いがエレミヤの整った口元に浮かぶ。

「僕はしませんよ」

「判ってるって。おまえさんをこっちの世界のごたごたに引き戻すつもりは俺たちにだってない。けどさ」

　再び、吐き出された紫煙が夜風に紛まぎれる。それをヨシュアは揺ゆれる眼まな差ざしのままで追い、その彼に寄り添うスーリィンもいくらか不安げに夫を見上げている。

「向こうの方がこっち寄ってきちゃうかもしれないんだな、これが」

「はっきり言え、この与よ太た者ものが。そなたらしくもない」

　苛いら立だつスーリィンの声を聞きながら、ヨシュアは胸の内で不安がはっきりとした形を作っていくのを感じていた。

　開かい催さいまであと数日と迫った、成果発表会。大陸中から『星紺の塔』の支し援えん者しやを招いて行われる、盛大かつ滅めつ多たにない修道生たちのお祭り。

「来るんですね、発表会に。そのヤイルって人が」

「うん」

　実に憂ゆう鬱うつそうに、ルステラの間諜はうなずいた。

「あと、もちろん、うちの大将もね」



















　その夜もやはり、家には音楽が溢あふれていた。

　宵よいもまだ浅いうちから、ひときわ大きな広間に集められたたくさんの楽団が、競きそうように奏かなで歌い舞い踊っていた。

　もっとも夜は大人たちの時間。自分などは夜半前にはいつも部屋へと帰されてしまう。この時も、無表情な女官に左右を固められ、あっという間に寝室へと押し込められてしまった。

　夜よ毎ごと繰くり返かえされている、贅ぜい沢たく三ざん昧まいな酒しゆ宴えん。ひっきりなしにやってくる楽団の鳴り響かせる不格好な楽曲のため、自分の耳は十二分に痛めつけられていた。

　───でも、今日は少しマシだって思えたのに。

　ひどく残念な心持ちで、寝具の中へと身を沈める。

　すると。

　また、違う音が響いてきた。

　家と呼ぶには大きすぎる建物の中、長い長い廊ろう下かの果てで何かが蠢うごめいている。かすかな……本当にかすかな足音。気配を忍ぶその音を聞きつける者は、他にきっといないだろう。

　いつもだったら、そんな足音のことなど放っておく。

　遠い表宮殿に陽気な楽の音が溢れ、大人たちは浮かれた足音で無ぶ遠えん慮りよに踊っている。その中には血を分けた家族もいるが……誰も、自分がそこにいないことを気にも止めていないはず。

　絹の寝具に潜もぐり込こみ、そっと目を閉じてしまえば、今日という日はおしまい。閉じた瞼まぶたのその向こう、夜は勝手に流れて過ぎて、次に開ければあたりは明るくなっているだけ。

　なのに、どうしてか。

　その日その夜に限って、寝台を抜け出した。かすかな物音を追いかけて、自室の扉をそっとくぐる。

　その向こうに、いったいどんな光景が待っているか……予見できるはずもなく。




















　　　　　１






　砂の地平に、最初の光が宿る。

　それは宝玉のそれにも似た輝きを束つかの間ま放ち、それから急激に赤く明るく世界を染めていく。

　多くの修道生たちが、今日という日が鮮やかに生まれる様を東の修しゆう練れん場じようで見届けた。

　と言っても。

「ね、眠い……」

「腹減った……」

「あー、そろそろ朝の祈き禱とういかないと……」

　誰もが朝にふさわしい爽さわやかな表情ではなかったけれども。

　成果発表会を三日後に控ひかえた、この日。修道生たちの疲労はピークに達する寸前であった。

　なにせ、「たとえ明日世界が滅びようとも、今日の修行は怠おこたるべからず」という厳格な塔とうの教育方針に揺ゆるぎはない。発表会の準備が思うほど出来ていないと議長が泣きつきにいっても、「いつもの修練は一分たりともまからない」「だが、発表会は滞とどこおりなくこなしてみせるように」という、黒いが上にも黒い要求が突きつけられただけ。

　だが、そもそも彼らが自由にできる時間は、修練後から夕食までの三〇分足らずと、夕食後から夕の祈禱までのやはり二時間足らずしかない。

　仕方がなく、ここのところ修道生一同は彼らが唯一自由になる時間……つまり、睡眠時間を犠ぎ牲せいにして聖劇の練習に励はげんでいるのだった。

　しかも、夜更かしは寮りよう則そくで禁止されているため、朝早く起きるしか手立てがない。通常五時起床のところを三時起床、二時起床などに繰くり上あげて、真まっ暗くら闇やみの修練場へと集っているという残ざん酷こくさ。平均年齢一五、六歳程度、日夜肉体鍛たん錬れんにも励んでいる一団とて、かなりきついと言っていい。おかげで、今朝は朗読班の一人がうっかり船を漕こいでアフェクの言葉の暴力に曝さらされ、楽器班にも眠気のあまり太鼓ダルブツカごとひっくり返る者が出た。この困難もまた、修行の一環と言ったのはモアブだが、これではいささか本末転倒ではないかと天下の劣等生であるヨシュアですら思った。

　だが。

　───そもそも、こんな茶番劇をする羽は目めになった原因の一端は僕にあるんだから、非難する資格がないんだよなあ。

　むしろ、この場にいる全員に謝って歩きたいぐらいである。

　偽ベルリナが塔に乗り込んできたのは、ヨシュアを餌えさに氷ひよう輝きのエステールを引っ張り出すため。そして、その偽ベルリナに目をつけられる羽目になったのは、彼の義理の姉、リベカ・バレクとの因いん縁ねんのため。

　───ほんと、リベカ……逃がすんじゃなかったな。

　去年の『見聞の旅』のさなか、ティエルを半ば人質に取られたところから始まって、彼女の逃亡をまんまと許した。最後の最後まで下へ手たを打ち続けた自分のふがいなさが腹立たしい。

　そんな苛いら立だたしさが、手元に出てしまったらしい。練習の途中、「バレクの琵琶バルバツドだけおかしい。あっちでおさらいしてきて」と、上級生に窘たしなめられてしまった。

　深い溜め息を落としながら、ヨシュアはひとり音楽班から離れる。石造りの観客席の、ひときわ高い位置へと腰を下ろして、あたりをなんとはなしに眺めてみた。

　広い修練場のあちこちで、ときどききらりと光るものがある。水すい盤ばんだ。中には飲用の水と柄ひ杓しやくが入れられており、いつでも誰でも飲めるようになっている。乾期へと向かうこの頃、夜明けと共に気温は上昇し続け、屋おく外がいで活動する修道生たちを消しよう耗もうさせる。意識的に水分を摂とらなければ、必ず倒れる者が出てきてしまう。

　───まぁ、それぐらい、みんな熱心ってことなわけだけど。

　煤すすけて崩くずれ落おちていた修練場の一画に、もう舞ぶ台たいが作り終えられていた。大がかりなセットの類たぐいは特に作らないし作れなかったが、代わりに舞台の一番奥に木組みを立て、そこに大きな布を渡し垂らしてある。場面によっては赤や黒と違った布を掛けては引き抜き、観客たちの目を楽しませることになっている。

　その布のすぐ下、手にした巻物を覗き込んで、ギレアドやラキシュ、それに議長たちが何事かを相談していた。口下手で言葉足らずのところがある彼を、常にラキシュが補おぎない支え、穏やかな議長がその意をよく汲くんでくれているという。

　その舞台の横に設しつらえられたのは、朗読者たちの席だ。アフェクが怒声を浴びせているのがよく見える。ただただ怯おびえるだけだった朗読班の面々も、次し第だいに暴ぼう虐ぎやく王おう独特のテーゼに馴なれたのか、泣き出した方が面めん倒どうなことになると悟ったのか、最近ではみんな唇くちびるを嚙かみ締しめる程度に留とどまっているらしい。

　ティエルとセームは舞台の上にいる。金色の巻き毛という容姿がいかにもそれっぽいとギレアドに推すい挙きよされた彼女は、劇の中に登場する女神の一人、光のルピテル役を演じることになっている。

　セームは衣装班。「お嬢じよう様さまのお服を他の者に任せるぐらいなら死にます」といういつもの究極理論を振りかざし、特に反対も出なかったのでかの班へと収まった。当然、縫ぬい物ものが活動主体となる班なので、彼以外は全員が女生徒。だが、器用なセームは他の者となんら遜そん色しよくのない働きをしているとのことだった。

「みんな頑がん張ばってるなあ……」

　こうなると気を散らしているのは自分一人という気がしてきて、なおいっそう申し訳ない気分になる。

　そうして、琵琶バルバツドも手に取らずぼんやりし続けて、幾いくばくか。

　ぺたん。

　ヨシュアの背後で、またも足音。最近、すっかり聞き慣れてしまった、気配のほとんど感じられない、実に静かでかすかな。

「……ネルヴ先せん輩ぱい」

　呆あきれ半分感心半分で、ヨシュアは振り返る。予想通り、そこには身を固くするネイラとその横で尻尾しつぽを膨ふくらませているジルハの姿があった。

「まさか、あなたまでおさらいしろって言われたんですか？」

　そんなはずがないだろう、というニュアンスで彼は訊たずねる。なにせネイラの笛は完かん璧ぺきで、誰にも口を挟む余よ地ちがない。アフェクのような超級の天才ではけっしてないが、どんなことでもそつなくこなす平均以上の秀才なのだとつくづく思い知らされる。

　案あんの定じよう、ネイラは答えない。それなりの距離はきちんと置きながらも、ただじっと琥こ珀はく色の瞳を向けてくるだけだ。

　その距きよ離りを目で測り、ヨシュアは小さく眉まゆをひそめた。

　昨夜、エレミヤの話を聞いたのち、ふと思ったことがある。異性を厭いとうネイラがヨシュアについて回る理由。そして、必ずある程度以上の距離は開けない理由。

　───これ、僕の攻こう撃げき範囲内ぎりぎりってことだよな。

　ヨシュアが敵を迎げい撃げきするとき、余裕で相手を倒せる範囲。その中に、必ずネイラはいる。もちろん、棍こんや槍といった長物の武器と剣やダガーなどではそのレンジはいくらか変わってしまうし、一番得意な鎖くさりの暗器の場合、もっともっと広いのだが。

　無言のまま向き合う二人の遙はるか後方、舞台の方から、ガターンと大きな音が轟とどろいてきた。固い石と何かが触れ合うその音は、明らかに誰かが何かを落としたと思おぼしき響きというのに、ネイラは大きく肩を波打たせ、ジルハが慌あわてたようにその膝ひざに取り付く。

「ご安心下さいませ、ネイラ様。何もございません、誰も来ておりません。ただのちょっとした騒音にございますっ」

　必死に宥なだめる筆ひつ頭とう神魔に、ネイラは幾度か頷うなずいてみせるが、その体から緊きん張ちようはまるで抜けていなかった。

　───何に怯えてる？　誰も来ておりませんって、どういうこと？

　何事もなかったかのように表情を作りつつも、ヨシュアは考える。

　ネイラの突とつ飛ぴな行動が始まったのは、休息日の翌日……つまり、ペルスカ・ネ・ネルヴと接触があった次の日からということになる。

　あの時、従い姉と妹こ同士の間でどういうやり取りがあったかまでは、彼は聞いていなかった。しかし、エレミヤからの情報を併あわせみればいくらか想像がつく。

　ネイラを反乱の旗はた頭がしらにしたいと考え、拉ら致ちまでしようとした、ペルスカ。

　塔に守られ、普段なら外界とは接触することも稀まれな、ネイラ。

　そんなとき、発表会にやってくるであろう、姫君たちの怨おん敵てき、ヤイル・ゼラ。

　思えば思うほど、不ふ穏おんな構図だった。

「ジルハ、君はきっとお答えできませんって言うに決まってるから、しばらく黙っててね」

　少々厳きびしい口調で、彼は主従へと向き直った。蒼そう貂てんはしばし牙を剝むくような仕草を見せたが、特に抵抗はしなかった。その横でネイラはやはり何も言わない。

「先輩……もしかして、ですが」

　かまわず、ヨシュアは詰きつ問もんする。

「ここのところ僕について回ってらっしゃるのと、この間、揉もめていた人たちと何か関係があるのですか？」

　相変わらず、ネイラは答えなかった。

　だが、その白い面おもてからたちまち血の気が失せていく。

　───やっぱり、か。ペルスカ・ネ・ネルヴはこの発表会で何かしようって腹づもりなんだな。

　そして、恐らく。ネイラはそれをすべて聞かされていて、怯えている。この塔に従姉の手の者が入ってきて、また自分に何かしないか。それを危き惧ぐしているのだろう。

「もう一つ」

　今度はいくらか優しく、ヨシュアは訊ねた。

「あなたは、その……この塔からすぐ出たいわけじゃないんですよね？　少なくともあと一年、修行を積んでちゃんと神官になりたいとお考えでいらっしゃるのですよね？」

『従姉の誘いに乗って、連中と一緒に革命政権をぶっ倒そうとは思ってないですよね』とは、さすがに聞けず。そんな表現でヨシュアはネイラの真意を質ただした。

　彼女は、すぐには答えなかった。

　大きく逸そらされた目、再び落ちた細い肩。躊躇ためらうような沈黙が短く続いたのち、もつれにもつれた黒い頭が、一度だけ、こくりと沈む。

「でしたら、いいですよ」

　否の答えが返らなかったことに安あん堵どして、ヨシュアは細く息をつく。

「あなたがそうなさりたいのなら、いつでも僕の近くにいらして下さい。出来る限りのことをいたしましょう」

　ヤイル・ゼラに仇あだ成なすことは、そのままダルタスに弓引くことになる。それだけはいまのヨシュアにはできない。それにネイラが荷か担たんする気がないというのなら、いくらでも力を貸すし貸したい。なんと言っても、自分は罪人……本来ならば、ヤイル以上の怨敵であるのだから。

「……本当に？」

　答える声に反射的に頷こうとして、目を見張る。

「本当に？」

　それは、ネイラの唇くちびるから発されていた。

　初めて聞いた、彼女の肉声。低く短くはあるが、柔らかくも涼やかな……ネイラ自身の声色だった。

　ヨシュアは自分の左手を額ひたいに当て、まっすぐに彼女を見返した。

「誓ちかって」

　その返答も、また短い。

　だが、これは神官の絶対宣せん誓せい。たとえ命を引ひき換かえにしても守り抜く約束の証あかしである。この銀冠ターラーを額に戴いただく限り、けっして違たがえることができない。

　ネイラはしばらく黙ってヨシュアを見上げていたけれども……やがて、静かに頷いた。
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　朝の祈き禱とうのすぐ後、ヨシュアはひとり食堂の裏へと足を向けた。エレミヤが危き惧ぐしていたことがより真実味を増したこと、急ぎ対抗策を練って欲しいことなどを伝えるためだった。

　───ギレアドのアヴィやティエルのリムリーみたいな神魔がいてくれたら、言こと伝づてぐらい簡単に出来るのに。

　相変わらず、ナタルの後あと釜がまを見つけられていない事実を思い出し、気分がまたいっそう淀よどむ。重い足取りでエレミヤの職場に踏み込もうとした、その寸前だった。

「ちょっと待ちなさいよ、劣等生」

　ひどく硬い声が背後から追いついてきた。見ると、肩をいからせたティエルが早足でこちらへ向かってくる。

「どうしたんですか、ティエル。ちゃんとご飯食べなくちゃダメでしょう？　それでなくても君は体が丈夫な方じゃないんですし、朝食はしっかり取らないと」

「すぐさま説教モードにならないでよ！　どうしたって聞きたいのはこっちの方なんだから」

　言いながら、彼女はヨシュアの肘ひじのあたりを摑つかんだ。きょとんと見下ろす彼に、一瞬だけ躊躇ためらう仕草を見せたあと、そのまま引きずるようにして歩き出す。

「どこいくの？」

「ひとけのないところよ。話しにくいこと、話すことになるんでしょうから」

　真剣な面おも持もちで彼女は元来た道を……すっかり人のいなくなった渡わたり廊ろう下かへと向かっていく。

───なんなの、いったい？　まさかティエルに限ってカツアゲってことはないだろうけど。

　カツアゲどころかリンチの一つぐらいはしてきそうな空気ではある。むろん、非力な少女相手だ。本気を出せば振り払うことなど簡単に出来る。が、ティエルのあまりに張りつめた様子に、ヨシュアは無抵抗のまま引きずられるに任せた。

　やがて、長い廊下の中程で、彼女は手を放した。

「練習時間中にあの黒もじゃ金釦ボタンと話してたでしょう？　割と深刻なムードで」

「ああ、まあ……」

　どう言いい繕つくろおうかとヨシュアが内心首を捻ひねった矢先、

「『この間、揉もめてた』って、なんのこと？」

　ずばりと具体的に切り込まれ、束つかの間ま、声を失う。

「ティエル、どうしてそれを？　君、ずっと舞ぶ台たいの上にいたのに」

「わたしにはリムリーがいるのよ」

　やや非難がましいヨシュアの問いに、ティエルはいっそう固い声で答えた。

「水を媒ばい介かいにすればどこにでも移動できる水妖。あなたの近くにだって飲用の水すい盤ばんがあったでしょう？」

「プライバシーの侵害でしょうが、それ」

「だって、最近のあなたおかしいんですもの！　なのに、何も言わないし！」

　眉まゆ根ねを寄せたヨシュアの元へ、彼女は一気に距きよ離りを詰めてきた。そのまま胸倉を摑んできそうな迫力に、彼はややたじろぐ。

「おかしい？　そんなこともないと思いますが……」

　いつも通り笑顔はきっちり作ったものの、ヨシュアは大きく目を逸そらす。そんな彼を、ティエルは逃がさない。

「そんな笑顔で騙だませるなんて思わないで……ううん、そんな笑顔してるからおかしいって思うのよ。判わかってる？　いまのあなた、一年前の頃と同じ顔してるわ」

「同じ顔、ですか？」

「そう。『こいつら相手には適当に笑っとけばいい』って顔。『見聞の旅』から帰ってきてからは、ほとんど見なくなったのに」

　彼女の意外な言葉に、ヨシュアはほんのわずかだけ息を呑む。

　───そういえば、あの旅の途中、言われたことがあったな。

『あなたみたいな人、嫌い』

『いつもニコニコしてるけど、本当は何考えてるんだか、ちっとも判らない』

　その時は、一つも動どう揺ようを覚えなかった。こんな我わが儘まま娘からの評価など、何ほどでもない。心からそう思っていたから、嫌いと言われた笑顔のままであしらい続けた。

　だが、いまヨシュアは急ぎ視線を戻した。浅い笑みは貼り付けたままであったが、次の瞬間には崩くずれて落ちる。彼を迎むかえ撃うつはずだった、彼女の碧へき眼がん。その、なんという真しん摯しな眼まな差ざし。

「わたしなんて……わたしたちなんて、頼りにならないのは判ってるわよ……あなたみたいな苦労なんか一つもしてないし、うんと強い神魔を持ってるわけでもないし」

　金釦の輝く肩布タリートの先をぎゅうと握りしめ、ティエルは呻うめくように言葉を重ねる。

「けど、また……あなたのお姉さんとか偽ベルリナ先生がらみのことでもあったんなら……命に関わるような何かがあるんなら、す、少しぐらいは手伝うことだって……」

「いや、それはぜんぜん関係ないよ」

　意外な言葉に、大おお慌あわてでヨシュアは両手を振ってみせた。そして、先日の休みの日にネイラと町中で会ったこと。トラブルに見舞われていた彼女を助けたことなどを、かいつまんで話す。

「だから、揉めていたのは僕じゃなくてネルヴ先せん輩ぱいの方。赤せき晶しよう旅りよ団だんだのなんだのって話じゃ一つもないから」

「なら、いいけど……」

　ティエルは一度小さく俯うつむきかけ、

「いいえ、よくないわ。まったくもって一つもよくない」

　それから、すぐにまた視線を上げた。

「あなた、さっき自分が何したか判ってるの？　あんな誓ちかいを立ててしまうなんて！　この先、何があってもあの先輩を助けなきゃいけなくなったのよ？」

「それは判ってますよ。判ってて、誓ったんですから」

「だから、どうして！」

　いっそう苛いら立だちを滲にじませて、ティエルは詰め寄ってくる。

「それでなくてもいろいろあるのに、あんな先輩のトラブルまで背負いこむことないじゃない。忘れてるようなら教えてあげるけど、あの人、あなたにすごく卑ひ劣れつな真ま似ねしたのよ？　もっとこう、ちゃんと一人前に邪じや険けんにしてみせたらどうなの？」

『一人前に邪険』とは、また理解し難がたい概がい念ねんだが、言ってるティエルは本気だ。茶化すことなど出来そうもなく、ヨシュアはただただ気圧されるばかり。

「そんな、また。神官は寛かん容ようが肝かん心じんだと常々教えられてるじゃないですか」

「寛容は肝心よ。でも、最近のあなた、けじめがなさ過ぎなのよ！」

　更に声高く、ティエルは怒号する。

「あの暴ぼう虐ぎやく王おう相手のときだって、わたしたちが理り不ふ尽じんなこと言われたりされたりしたら、ちゃんと庇かばったり非難したりしてくれてたのに、なんでネルヴ先輩のときだけ手て加か減げんするの？　挙げ句、まるで怒ってるわたしが悪いみたいな物言い……っ」

　だが、言葉の激しさ強さの割に、その表情に勢いはない。むしろ、ひどく哀かなしげに……けれど、まっすぐにヨシュアを見上げてくる。

「嫁相手なら仕方がないわよ、嫁だもの！　そんなのちゃんとわたしだって判ってるもの！　でも、あの女は違うでしょう？　なのに、どうしていつだって特別扱いなの？　その上、けっして破れない約束までしてしまうなんて……」

「そ、それはちょっとした事情がありまして」

「事情？　どんな？」

　ヨシュアは言葉に詰まる。

　ティエルは彼の過去について知っている一人だ。それどころか、ヨシュアとリベカの確執のとばっちりを受け、神魔に取とり憑つかれ利用されたことすら。

　───話して、いいものか。

　正義感の強いティエルが、ヨシュアの過去の悪行についてどう思うか。考えるのも恐ろしい。

　だが。

　碧眼が、じっとこちらを見やっている。それは心に迫る色合い。

「やっぱり……わたしは信用できない？」

　それどころか。

「なんの力にもなれないって言うの？」

　青い瞳のその端が、涙で潤うるんでいる。












　それに、胸を揺り動かされた。出会って、丸一年と少し。ティエルが泣いているところなど、一度だって見たことはない。劣等生への意地なのか、彼女はヨシュアの前だけではいまの今まで泣いたことがなかったのだ。

　沈黙が降りる。重く、ただ重く。

「……七年前のことです」

　ついに、ヨシュアは決断した。せざるを、得なかった。

「僕はネルヴという国の太守を暗殺するという仕事を請うけ負おいました」

「ネルヴの太守？」

　聞き慣れぬ言葉に、ティエルは少しだけ首を傾かしげたが、すぐにその意を悟ったらしい。

「それって、もしかしてあの黒もじゃの？」

「うん、そう。彼女のお父さんのこと」

　努めて淡々とヨシュアは続けた。

「その人を僕は殺したんです。仕事とはいえ、この手で。間違いなく」

　ヨシュアの告白に、ティエルはすぐに答えなかった。ただ、澄んだ碧眼を大きく見開いて、こちらを見入っている。少し開いたままの唇くちびるが激しい弾だん劾がいを吐き出すことを、ヨシュアは覚悟したが。

「……そう」

　彼女は、ただそう繰くり返かえした。

「そうだったの……」

　その呟つぶやきの彼方かなた、遠く中央の塔からざわめきが聞こえてくる。そろそろ食事の時間が終わる頃。慌ただしい空気が石造りの廊下の果てから、流れ込んでくるようだった。

「ここはすぐ人で溢あふれ返かえってしまいますし、午前最初の修しゆう練れんも始まっちゃいます。だから、続きは今夜お話ししますよ」

　観念しきった声で、どこか苦みの残る笑みで、ヨシュアは答えた。

「いつもの四阿あずまやで、みんなにも」
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　夜半。

　暴ぼう虐ぎやく王おうの隠れ家に七つの人影が揺れていた。

　ヨシュアといつものメンバー、そして妻。ここのところ常にも増して多忙そうな四阿の自称主あるじも招かれていた。

　ティエルが他の四人に何をどう伝えたかまではヨシュアは聞いていない。ただ、ちらちらと蠟ろう燭そくの炎が照らす中、並ぶ顔はいずれも神しん妙みような表情を刻きざみつけている。その円の中心にはいつも通りセームが飲み物と茶を並べていてくれたけれども、手をつける者はいなかった。

「……昔、この大陸の北西にネルヴという国があってね」

　五つの顔を一つ一つ見やりながら、彼は話し始めた。自分と赤せき晶しよう旅りよ団だんの関わり。それから、ネイラ・ネ・ネルヴとの因いん縁ねんについての、すべてを。

　───できるだけ、客観的に。できるだけ、本当のことを。

　自然、言葉は途と切ぎれ途切れになる。ややもすれば、過去の自分を少しでもよく見せようと、ネルヴの太守やその一族のあれこれのことまで無駄に誇こ張ちようしてしまいそうで、慎しん重ちように慎重にヨシュアは話を進めた。

　少年少女たちは耳をそばだて、しかし、無駄な口はいっさい挟むことなく、彼が話し終えるのをじっと待っていた。

「……というわけで」

　そして、さして長い時間もかからぬうちに、ヨシュアは話を結ぶ。

「僕は先せん輩ぱいの望みは叶かなえなくちゃならないんだ。彼女の国と家族を奪うばった原因は僕なんだから……」

　四阿の中に、沈黙が満ちる。

　きゅ、と、スーリィンが彼の手を握った。慰なぐさめるような勇気づけるような、そんな仕草。しかし、妻のその優しさにすらヨシュアは応こたえることができない───息をつめ、目を逸そらさぬままそこに居るだけで、もう必死で。

　四人の同級生たちはヨシュアの過去について、ほぼすべてを知っている。『見聞の旅』の途中、全員が義理の姉・リベカと対たい峙じしたし、その後、ヨシュアがスーリィンだけをつれて出しゆつ奔ぽんしたのち、置き去りにされたエレミヤを問いつめてあれこれ聞き出し、その上で夫婦を迎えに来てくれた。

　───それでも、具体的な「犠ぎ牲せい者しや」を目の当たりにするのとそうでないのでは、見方がいろいろ違ってきて当たり前だ。

　アフェクはその明めい晰せきな頭脳と観察眼で、おおよその事情を察しているようだったが、仔し細さいまでは知らせていなかったし、知らせる気もあまり起こらなかった。

　───なんせ、筋の通らないことが嫌いな人だ。当然、僕のことを断罪するだろうし、そうされても仕方がない。

　当然で、当たり前。

　そう、ヨシュアは心から思う。

　けれど、それと同じほど強く、また思ってしまうのだ……その当たり前がどうにか覆くつがえらないものかと。それが、どれほど勝手で愚おろかしいことか判っていても。

　風が窓を鳴らす音だけが、しばらく響いた。

　唇くちびるを嚙かむだけになった赤毛の年長者を見つめ、

「そんで」

　いつものように、真っ先に口火を切ったのはラキシュであった。緩ゆるく結んだオレンジ色の頭をひとつ振り、深く大きく首を傾かしげる。

「おっさん、その先輩似の女以外の顔は？　ちゃんと覚えてる？」

「え、は……？」

　突然の質問に、ヨシュアもまた同じように首を傾げた。

「顔、ですか？　暴ぼう漢かんどもの？」

「そうそう、それ」

「まあ、いちおう……」

「オッケー。なら、少しは話が早いや。じゃあ、ギレアド、おっさんの言う特徴をスケッチしてみせて」

「うん」

　頷うなずきながら、ギレアドは妙にテキパキと石せき盤ばんと白はく墨ぼくを取り出す。

「似顔絵が出来たら、おいらたちの神魔にもそれを覚えさせましょう。そしたら、おいらたちのいないところに入り込んできてもすぐ見つけられますし」

「お、セーム。それ、いいアイディア！」

「それより、ネルヴ先輩よ。彼女の身柄をともかく押さえておけば間違いないわ。劣等生について回る以外のときも目を離さないようにしなきゃ」

「あのうるっせー貂てん、思ったより使えないみたいだしなあ。おっさん、こんなときこそナタル出せば？」

「あ、はい」

　頷きかけ、ヨシュアは慌あわてて首を振った。

「じゃなくて！　いまの話、聞いてました？　僕は先輩の父親を」

「聞いてたし、ちゃんと判ってるよ。生あい憎にく、あんたより頭いいってことになってるんだから、あたしたち」

　ラキシュは片かた眉まゆを大きくあげ、暴虐王の次ぐらいの暴言まじりの台詞せりふを続けて吐き出す。

「おっさんがオツム緩ゆるいんじゃないかってぐらいのキモいお人ひと好よしってわけでもなくてよかったな、て話だろ？」

「えっ、そんなニュアンスで話してましたか、僕？」

　予想外の反応に、ヨシュアが目を白黒させていると、

「おっさんには言ってないし、言うこともないかと思ってたんだけど」

　意を決したというように、ラキシュが尚も続けた。

「ケフェスにおっさんと嫁を迎えにいく前に、あたしたち、そのへんのことはさんざん議ぎ論ろんしたんだよ」

「で、結論出した」

「結論？」

　ギレアドの短い台詞に、ヨシュアの心しん臓ぞうが小さく跳ねる。子供たちは互いを見やってひとつ頷き、それから、ティエルが彼へと向き直った。

「あなたを裁さばく権利があるのは、あなたがどうこうした人本人とその遺い族ぞくだけ。わたしたちには一つもないって。それと」

「うん、それと」

　彼女の台詞を、ラキシュが引き取る。珍めずらしいほど静かにまっすぐと。

「いつか、その『権利を持ってる人』が目の前に現れちゃったら……あたしたち、おっさんを許してくれるよう、なんでもいいからお願いしようって」

「なんでもって……」

「ええ。土ど下げ座ざでも罪滅ぼしでも、なんでもして……おいらたち、みんなでそう決めてたんです」

「せめて、命だけは、と」

　意外な言葉の連続に、ヨシュアは頭がまとまらない。失望と弾だん劾がい。そんな反応しか予想していなかったというのに。

「正直、こんな早く出てくるとは思わなかったわよね。『塔とう』を出て、全員どこかへ任官してからだろうと思ってたもの」

「交通費、かけなくて済んだ」

「ああ、なるほどそういう考え方もありますねえ。大陸中のあちらこちらへ散らばった後でなくてよかったですね」

「でも、これが最初で最後とは限らないわよ？」

「おっさんはともかく、あのリベカってババアがそんなあちこちに証しよう拠こ残して歩いてるとも思えないけどねー」

　やいのやいのと言って、ひとしきり。またもラキシュが面おもてを引き締め、ヨシュアを見上げた。

「だから、判るだろ？　いまあたしたちはなんとかしてネルヴ先輩に取り入りたいの！　いつか全部バレちゃった時のために、ちょっとでも加点しときたいの！　だから、横でごっちゃごちゃ言って邪じや魔ましないでよ」

「邪魔っ？」

　ラキシュの言葉に、ヨシュアはよろりと身を傾けた。

「当事者なのに邪魔扱いっ？」

「仕方ない」

「罪悪感とノリで絶対に破れないような誓ちかい立てちゃう状態の人、確かに邪魔だっておいらも思います。いつものヨシュアさんならまだしも」

「そ、そんな」

　人殺しと罵ののしられることは覚悟していたが、三段跳びの論理の上に、まさかの邪魔者呼ばわり。

　それどころか。

「先輩もよけいなことするんだったら、あたしたち黙ってないよ。いい？」

　不気味なほどに沈黙を守り続けるアフェクにまで、嚙みつき出したからたまらない。

「よけいなこと、だと？」

　不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめ、アフェクはまっすぐ応戦した。

「何を以もつて『よけいなこと』と表現したのか、まずそこをはっきりさせろ」

　鋭えい利りなその言い様に、今日のラキシュたちは怯ひるまない。

「勝手におっさん訴えたり、ネルヴ先輩に突き出したりだよ」

「『ここに元暗殺者がいるぞ』とか言いふらすのもご勘かん弁べんいただきたいわ」

「塔にチクるのも」

　波状攻撃と言っていいほどの鋭さと明解さで、子供たちは次々と言葉を浴びせ続ける。その様子にヨシュアは、本当にこの数カ月、彼らがある種の覚悟を持って自分と向き合ってきたのだと悟らざるをえなかった。

　一方。

「貴様ら、いったいこの俺をなんだと思っているんだ」

　アフェクはたちまち青筋を立て、厳きびしくヨシュアを指さし、喚わめきにわめいた。

「こいつを訴えて立件しようにも、証拠が何もないではないか。ネルヴにいたっては、国の体制が変わっていてどこにも訴えようがないときた。そもそも、その時、こいつはいくつだった？　九歳？　一〇歳？　もっとも先進的な国家の法令に照らし合わせても、有罪になるのはこいつではなく、管理し使っていた大人どもの方になる。それが判らぬ俺だと思うのか？」

「…………」

　全員が、しばし、声を呑む。

　あまりにも斜め上をいったアフェクの発言の中身を吟ぎん味みするのに、天才ならざる彼らには多少の時間が必要となった。

「えええ、問題はそこなの、先輩？」

　真っ先に叫ぶラキシュに、

「もっと道義的な何かに引っかかるべきなんじゃないかしら？」

「確か、もっとこう、温かな人道主義がおいらたちのモットーのはずなんですけれども」

「慈愛と調和……どこいった？」

　自らの選択をいまは高く棚に放り上げ、子供たちが次々と続く。下手人本人であるヨシュアですら、「なんか違いません？　というか、証拠があったらすぐ訴える気なの？」と聞きたくなったが、どう考えても藪やぶ蛇へびな気がして口を噤つぐんでいた。

「やかましい！」

　雛ひな鳥どりのさえずりのような彼らの抗こう議ぎを、アフェクの一いつ喝かつが止める。

「とにかく、俺はつまらぬいじめなどに勤いそしむ暫ざん定てい金釦ボタンのことなど、過去も未来も微み塵じんも興味がない。故ゆえに、あの馬鹿な期間限定首席女の歓かん心しんを買うための下らぬたくらみに荷か担たんする気もさらさらない。貴様らは貴様らで勝手にするがいい！」

　そんな形で自身の立場を声高に表明した挙げ句、暴虐王はそのままズカズカと四阿を出て行ってしまった。

　透すかし板の向こう、月のない中庭の暗くら闇やみの中へ消えていく固い背中を、ヨシュアは瞠どう目もくし見送る。

　───態度保留ってこと？　それとも、ラキシュたちの言い分を受け入れた？

　どちらともつかぬ態度ではあったが、とりあえずあのアフェク・ユハスが敵に回らなかったことだけは確からしい。

「やっべ、怒らせた？」

「怒ってるのはいつものことでしょう」

「激怒が日常」

「言ったことはちゃんとなさる方ですし、お言葉通りおいらたちは勝手にしていいんじゃないでしょうか？」

　そう結論づけたセームに、一度頷き、子供たちはそれからまたおもむろに話し始めた。

「じゃあ、話を戻しましょうか。とにかく、話の大筋聞いてる限り、ネルヴ先輩、お国の争いごとになんて関わりたくないんでしょ？　あの性格だし」

「そのヤイルなんたらさん殺していまの政権ぶっ潰つぶしても、絶対、太守なんか務まらないだろうしねえ、あの性格だもん」

「たぶん……過労死。あの性格じゃ」

「だから、おいらたちでうまいことやって、ペルスカって人に速すみやかにお引き取りいただけばいいんですよ！　先輩にはとうてい無理っぽいですし、あの性格ですから」

　本人がこの場にいたら泣き伏しそうな言いたい放ほう題だいぶりに、ヨシュアはしばし二の句が継げない。それをいいことに子供たちは着々とペルスカをひっ捕らえ、ネイラの歓心を買う算段について意見を戦わせ始めていた。

「待て待て待って、ちょっと待って！」

　途中、ようやく我に返ったヨシュアが割って入る。

「相手はいっぱしの無ぶ頼らい漢かん、謀む反ほん人にんですよ？　しかもおもいっきり過激派の。君たちを危険なことに巻き込むわけにはいきませんっ」

「「「「あー、言うと思った」」」」

　厳しい声で主張するヨシュアに、少年少女はいっせいに唱和する。その未いまだかつてないほどのハーモニーに、またもヨシュアはしばし気け圧おされた。

「そういうこと言うから、おっさん呼ばわりされんだって気づいてる？」

「ちょっと年長だからって、いちいち上から目線なのよ、劣等生！　そりゃ、生まれてこの方生きるの死ぬのってやってた人にはかなわないかもしれないけど、この塔の中ならばわたしたちだってだいぶ分ぶがあるのに！」

「全部、覚悟の上」

「けど」

「大丈夫ですよ、ヨシュアさん」

　なおも言いい募つのろうとする彼を、セームが笑顔で遮さえぎった。

「おいらがみすみすお嬢じよう様さまを危ない目になんて遭あわせるとでも？　引き際うまいこと見定めて頑がん張ばりますから」

「…………」

　その凄まじいまでの説得力。思わずヨシュアは完全に沈黙し、その代わり。

「ぷー、くくくっ！」

　彼の背後、その手を握り締めたままだったスーリィンが高らかに笑い出した。

「勝負あったな、我が君よ」

　小刻みに肩を揺らしつつ、ポンポンと夫の肩を叩たたいてみせる。

「どこまでいってもそなたの友とも垣がきは尋じん常じようではないのよ。こちらの思おも惑わくなぞそうそう通らぬわ」

「その通りだよ、スーリィン！　いいこと言う！」

　ぴょんとヨシュアを乗り越えて、ラキシュがスーリィンに抱きついた。

「おっさんとこの夫婦は嫁の方が賢いな！　いいことだよ！　家庭円満の秘ひ訣けつ！」

「さもあろうさもあろう」

　褒ほめられて悪い気はしないらしい。ほっそりとした白い手で、雷らい凰おうの娘は少女の髪かみを撫なで梳すく。

「そなたも賢いよい子よ。ほれ、菓か子しを食うか？」

「わーい、ありがとう」

「ちょっと！　そのお菓子、わたしのよ？　勝手に食べないでよっ」

「俺も一つ」

「一つって言いながら、鷲わし摑づかみにしないでくださいよ、ギレアド。お嬢様のお菓子だって言ってるのに！」

　一気に和なごやかなんだか険けん悪あくなんだか判らない……つまり、いつも通りのムードに突入した場に、ヨシュアだけが固まったまま。

　やがて、子供たちはもう眠いと訴えて、それぞれの部屋へと引き取っていった。

　透かし板の向こうへとその背を見送り、ヨシュアはがっくりとへたり込む。

「なんか……なんというか……」

　声を失う彼を、スーリィンの細い腕が抱きしめた。あやすようなその手つき、指先に、ヨシュアはいっそう声を失う。

「たいていの神魔はそうかと思うが、実のところスーリィンもな、神官というものがさして好きではなかった」

　妻の言葉を、ヨシュアはいささかほろ苦く聞いた。

　この大陸の上、不ふ思し議ぎな力を持ち自在に生きる五妖一〇八種もの生き物たち。それを捕らえ、使し役えきする神官が歓迎されるはずもない。

　その複雑な顔に、自分の頰ほおをそっと触れさせ、彼女は囁ささやく。

「けれど、あの子らに会ってからは、『天地の官』という言葉の意味を悟った気がするわ」

「意味？」

「天と地。異なり交わらぬ世界に仲立ち、これを繋つなぐ者……そうあれかしと、あれらは励はげんでおるのだなと」

　あんな幼い頃から、懸けん命めいに。

　その足で立ち、その頭で考え、その言葉に依よって。

「まこと、自じ慢まんの友垣であろう？　なあ、スーリィンのヨシュア？」

「うん」

　妻の言葉が胸に染みる。

「うん……本当に」

　けれど、その一方でまだ心のどこかが叫ぶのだ。彼らの優しさに自分は甘えていいのか。あんな風に……赦ゆるされていいのか、と。
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『星せい紺こんの塔とう』の中でもっともよく見かける色彩は、なんと言っても修道生たちの白。長く裾すそを引く上衣とほとんど黒に近いダークグレーのローブ。それの上から掛けた五色の肩布タリートが揺れ、塔内を彩いろどっている。

　次に多いのは、黒。神官としての位に応じて腰布などの差はあれど、導どう師したちはいずれも漆しつ黒こくのローブを纏まとう。

　そんなモノクロの世界、清貧を謳うたう神官たちの砦とりでに、今日は様々な色が溢あふれかえった。富貴の者特有のゆったりとした長衣には、金銀の刺し繡しゆう。身分の高い女性たちが被かぶる、艶あでやかな色合いのベール。誰の足下も凝こった革かわで包まれ、靴くつ音おとがひときわ高い。

「あちらの図書館建立の折りには、我が曾そう祖そ父ふがかなりの額を寄付しましてな。どこかに一族の名が彫ほり込こまれているそうなので、楽しみにしてきましたよ」

「わたくしは麗うるわしい神魔が拝見したくて。そりゃあ、当家と親しい神官殿にも見せてもらえますけれどね。あまり見栄えのするのは残念ながらいないので」

「いやあ、けっこうけっこう。若者たちは頑がん張ばって勉強しているようじゃないですか！　大枚はたく甲か斐いもありますわ」

　指輪や腕輪が触れ合う音も高らかに、多くの貴人たちが行き交っていた。その周囲には護ご衛えい役やくの武人が付き従っている。塔の慣例として外部からの武器の持ち込みは一切許可されていないため誰も彼も一見丸腰だが、堂々たる体たい軀くだけで十二分な働きが出来そうだった。

　百花が投げ込まれたかのようなその賑にぎわいを、ヨシュアの友人たちはいずれもみな面食らって眺めていた。

「うわあ、初日でこれかよ」

「今日から三日もこの調子かと思うと、ちょっとうんざりするわ」

「お金持ちが大挙してやってきたから、オアシスの高級宿は笑いが止まらないって喜んでるそうです」

「まあ、そういった地域還かん元げんも神殿の大事な役割ですけどねえ。そのへん狙ねらって、必要以上に立りつ派ぱだったり奇抜だったりする建物、大陸中に建ててまわってんですから」

「でも、来すぎ……」

　ギレアドの短いけれど的確な呟つぶやきに、残りのみなもいっせいに頷うなずいた。

　成果発表会、第一日目。

　この日、修道生たちの予定はいつも通りだった。何か行事めいたことは何もしない。貴人たちに許されているのは、そんな彼らの暮らしぶりを眺めるだけ。明日は上級生による研究発表の場が設もうけられ、例の聖劇は三日目の夕方に催もよおされる。どう考えても、今日から塔へやってきたとて、たいして面白いことはなさそうなのだが。

「できれば、みんな明日から来て欲しかったわ」

　大きく肩を竦すくめて、ティエルが低く唸うなる。

「修道生と導師以外の人がいくらいても不自然じゃない時間が長引くなんて、迷めい惑わく」

「そうそう。いつもなら、余よ所そ者ものが一人でもいたら目立ちまくってしょーがないのにさ」

「侵入……容易……」

「おいらたちの神魔だけで見張るのは、ちょっと骨ですよね」

　いっぱしの口振りで、一同も次々に賛同した。いつも彼らの側そばで控ひかえている神魔たちは、ほぼここにいない。ヨシュアのナタルも含め、全員が塔やオアシスのあちこちに散ってペルスカ一党を探し歩いては捕ほ縛ばくに努めている。ティエルなどは子供の頃から一緒のリムリーだけでなく、「位階が高すぎて扱あつかい辛づらい」と使し役えきを躊ちゆう躇ちよする水妖ゾアンまで引っ張り出して町へと放っていた。

　唯一の例外はラキシュのカタンで、これはネイラの動向を見張るためにヨシュアの近くに控えている。どこへでも侵入可能な煙の猫は、位階の高い疾しつ貂てんを欺あざむくのにも向いていた。

　───おかげで、一人で守るより先せん輩ぱいの身の上はずっと安心だし、僕の見かけた奴のけっこうな部分が狩り出せつつあるけれども……。

　肝かん心じん要かなめのペルスカの足取りがいっこうに摑つかめていない、と、エレミヤが今朝渋い顔で報告を寄越したばかりだった。『自分も神出鬼没な神魔をたくさん持てたらいいのに』という彼の愚ぐ痴ちは、そのままヨシュアの心境そのものでもある。

　───このまま、ペルスカ姫を押さえられずに本番を迎えるのは辛いところだな。

　むろん、彼女がすべてを諦あきらめ、このままネイラを放っておいてくれるのなら、それはそれで御おんの字じではあるのだが……そうならない予感は、今も色濃くヨシュアの中に満ちている。一度会ったきりの女だが、あの眼まな差ざしはどこか自分の姉……リベカのそれを思わせた。

　ヨシュアが俯うつむき、つらつらと考えるその間にも、きらびやかな客人たちの行進は止やまない。

「あ、あれ」

　ギレアドが珍めずらしく頰ほおを上気させ、廊ろう下かの果てを指した。黒い軍服、白い飾り布を纏った赤い帽ぼう子し。ルステラ軍服姿の男たちが数名、靴音も高々とこちらへやってくる。

「おー！　ルステラ軍人さんじゃーん！　相変わらず超かっこいい！」

「て、ことはルステラの太守様もお着きなのね。急いで、挨あい拶さつしなくちゃだわ。『見聞の旅』の途中では、さんざんお世せ話わになったし」

「おっしゃる通りです、お嬢じよう様さま！」

『見聞の旅』の帰路、いろいろあってすっかりルステラ贔びい屓きになっている少年少女たちは、こちらへと迫り来る一団に熱い眼差しを向けた。

　黒い軍服の垣根の中、豪ごう奢しやなマントを纏った男がいる。背は高く、黒い髪かみに黒い瞳と特徴そのものはダルタス・ル・ルステラと合致するのだが。

「え、あれ？　太守様ってあんな顔だっけ？」

「違うと思う、けど」

「もっと若い」

「いえ、もっと年いってらっしゃいましたよ」

「こらこら」

　声を潜ひそめ、ヨシュアは彼らの頭上へと溜め息まじりの言葉を落とす。

「替え玉ですよ。『星紺の塔』で実際にダルタス様と会ったことがある人なんて学長程度。そんなところへ本人が『本人ですよ』ってノコノコやってくることはないでしょう？」

「え、じゃあ、ダルタス様、来ないの？」

「そうだったらどんなにいいか……」

　苦々しさ満点の表情で、ヨシュアは軍服の群れの最後尾を指さした。

　それはひょろりと背の高い男。髪は黒く、目も黒い。だが、軍人にしては姿勢がいま一つで、ひょこひょことした足取り。颯さつ爽そう！　荘そう厳ごん！　勇ゆう猛もう果か敢かん！　というルステラ軍のイメージを大きく裏うら切ぎっている。

「え、ちょ、あれ？　まじで？」

「軍服への冒ぼう瀆とく」

「男の人って誰でも軍服着ると三割はかっこよく見えるものだって聞いてたけど、三割減の人も中にはいるのねえ……」

「せめて文官の身なりでお越しになった方が、まだよかったんじゃ……」

　率直な感想を述べ合う彼らを、ヨシュアも窘たしなめる気にならなかった。今までもダルタスは公式行事を他の者に任せ、部下の服を纏って他国を歩いて回るなどをよくしてきたと聞く。が、あれは正直うまくいっていない。

　しかも。

　唖あ然ぜん呆然といった風にみつめる一同の前で、彼はぴたりと足を止めた。

「やあ、久しぶり」

「挨拶しちゃうんだ!?　そっちから!?」

「私は君たちの知ってる人とは違う人で、ダルカン少しよう尉いといいます」

「『久しぶり』って言っといて、それなの？」

「エレミヤの遠い親しん戚せきってことにしておこうと思ってる」

「そ、その作り込みは本当に必要なんですか？」

「私はここには不案内なので、是非、案内して欲しいんだけれども」

「軍務……どうすんだ……」

　律りち儀ぎにツッコみ続ける子供たちへとにこにこ笑いかけつつ、ダルタスは囁ささやいた。

「一度、着てみたかったんだよ。ここなら、目撃人数最低限で済むだろうし、曲がりなりにも神官候補生諸氏が悪あし様ざまにあれこれ言ったりしないかなって」

「ご自分の宮殿の中で、好きなだけお召しになればいいのでは？」

　額ひたいを押さえ声を潜めて指摘するヨシュアに、彼はどこまでも真剣だ。

「なんてこと言うんだい、君は。そんなことしてうっかり女官に見つかったりしたら、末代まで言い伝えられちゃうんだよ？　下へ手たすると歌とかにまでされるんだよ？　恐ろしいったらない」

「それはまあ、ごもっともですが」

　歌は、現代でいう新聞のような役目も果たしている。誰かの口の端に上ったそれが、大陸中に撒まかれてしまうことなどもあった。しかも、とんでもない尾お鰭ひれがつくこともままあるのだから、それはもう恐ろしい、が。

　疲れたような沈黙が、一瞬、その場を支配する。けれど、本人だけはどこまでも上じよう機き嫌げんで、ヨシュアの腕を捉とらえて歩き出した。

「さあさあ、ほらほら。ここの庭園が見事なんだろう？　あと礼拝場がみどころなんだっけ？」

「観光客じゃん！　ただの観光客じゃんよ、この人！」

「ダメ大人、ばっかり……」

　囃はやし立たてながらラキシュとギレアドが後に続き、

「いまさらながらに思うんだけれども、わたしたちの故郷は神殿イコール支配階級で助かったわねえ、セーム。そうでない国の神官ってすごく大変そうだわ……」

「おっしゃる通りです、お嬢様」

　ティエルとセームが愚痴めいた呟きをこぼして更に進む。

　その中で、ダルタス本人だけがどこまでも元気に歩き続けていく。ヨシュアは慌あわてて自分の背後を窺うかがった。そこにはやはりひっそりとネイラの影がある。

「あ、あの、ダルタス様っ。ちょっと憚はばかる相手がついてきてまして」

　密ひそやかなヨシュアの囁きに、彼はちらりと背後へ視線を這はわせた。

「ネルヴのネイラ姫？」

「そこまでお耳に入ってるんですね」

「当然。場合によってはいろいろ対処しなくてはならない相手だし」

　何気ないその言葉に、ヨシュアは心しん臓ぞうを摑まれたような気分になった。日頃は穏やかなダルタスだが、自らの政敵に対しては一切容よう赦しやしない。そんな彼の言う「対処」の内容を思うとそら恐ろしかった。

　だが、始業の鐘が遠くで鳴り出して、すぐ。ネイラの気配がふっと消え失せた。さすがに自分の修行に戻ったのかもしれない。

「ラキシュ、頼むよ」

「はいよー！　いけ、カタン！」

　低いヨシュアの呼びかけに、ラキシュの足下からするりと煙が湧わき立たつ。それはたちまち猫の姿になって、ネイラのいた方へと走り去っていった。

　それをいささか不安げに見送るヨシュアにかまわず、ダルタスは朗ほがらかだった。

「おや、透すかし板の四阿あずまやがある。もしかして、あれかい？　君たちの秘密基地って」

　ぐいぐいと彼を引きずり続け、ついにいつもの中庭までやってきてしまった。

「ダルタス様、僕、修行がっ。というか、エレミヤはそんなことまであなたに報告してるんですか？」

「そうだよ。彼はとっても優秀な諜ちよう報ほう員いんだからね。君たちの動きはだいたい教えてもらってる」

「えー、この間のベルリナせんせの大だい活かつ躍やくは、まったく気がつかなかったし止められなかったじゃーん」

「赤のなんとかにお嬢様が拐かどわかされたときだって……」

　口を尖とがらせてラキシュが、妙に憎々しげにセームが言うのを聞いて、ヨシュアは何か弁護してやるべきかと一瞬考えたが、すぐ止めた。あのお調子者を庇かばい立だてしなくてはならない理由など、まったく思いつかない。

　そんな気の毒なルステラ軍人の主は、鷹おう揚ようにひとつ笑っただけ。ずかずかと四阿の中へと入っていく。

「ここ、雨期はいいけれど、乾期はそうとう暑そうだねえ」

「集まるのはたいてい夜ですので」

　世間話を続けるそのうちにも、ヨシュアの胸の上、スーリィンを閉じこめた首飾りがガタガタとひときわ大きく震ふるえて鳴っている。その激しさときたら、分厚い修道服の上からも判るほどだった。

「スーリィン、またも盛大に怒ってるねえ。今日も私に挨拶させてくれない気かなあ」

　この首飾りを彼に貸たい与よしたのは目の前にいる偽軍人本人で、彼女はそれを「よくもこの我を閉じ込めるような代しろ物ものを寄越しおって」と、とてつもなく根深く恨うらみ、それを隠そうともしない。

　ダルタスは、それをさして気にした風もなく振る舞ってきた……これまでは。

「でも、かれこれまる二年ぶりだよ。そろそろ拝はい顔がん賜たまわりたいところだねえ」

　言いながら、彼は手を伸ばし、ヨシュアの服ごと首飾りを鷲わし摑づかみにした。あまりにも突然のことに、ヨシュアの反応は一拍遅れ、他の者も誰も対応できない。

　しかし、首飾りだけは違った。

　実に素直にかつ素早く反応を返す。一瞬の強くも目ま映ばゆい輝きののち、その場に人影が出現する。銀の長い髪、紫色の瞳としなやかな肢し体たい。ややきょとんとした表情の大神魔……火妖位階四位・雷らい凰おうのスーリィンが。

「やあ、スーリィン。お久しぶり。息そく災さいそうで何より」

「き、貴様という奴は……っ！」

　ふるふると肩を震わせて、スーリィンはヨシュアの胸倉を摑みあげたままのダルタスへと大だい喝かつした。

「こら、その手を離さぬか！　誰に断って我が夫に触れておる！」

「ああ、ごめんなさい」

「そもそもじゃな、頼みもしないのに我を引っ張り出すなど無礼千万！　どういう了りよう見けんをしておるのじゃ、この痴しれ者ものめが！」

「えー、だってヨシュアにお伺うかがい立てていたらいつまでたっても君に会えないし」

「だ、だからってだからってのう！」

「というか、どうやって？　僕以外の人間に扱えたんですか、これ？」

　なおも詰め寄ろうとする妻を押さえ、ヨシュアはダルタスへと向き直る。

「何を言ってるんだい」

　いささか呆れたように、彼は肩を竦めた。

「それは我が家に伝わる宝重だよ？　君にも扱えるようにってうちの神官たちが調整しただけで、本来の持ち主はこの私なんだから当然じゃないか」

　言われてみればその通りで、ヨシュアは黙って肩を落とすしかない。

「まったく、このろくでなしは！　ほんっと、ろくなことをせぬわ！　今度、スーリィンのヨシュアに狼ろう藉ぜきを働いたら木こっ端ぱ微み塵じんにしてくれるぞ!!」

「スーリィン……」

　うなだれる夫を背に庇うように立ち、スーリィンはけんけんと叫び続ける。変わらぬ妻の愛に、彼はうっかり涙ぐみそうにすらなった。

　だが。

「じゃがな！　我の願いを一つ二つ聞くのなら、今回の無礼は容赦してやらぬこともない！」

　そんな献けん身しんの愛妻は、急に不ふ穏おんなことを付け足したからたまらない。

「私にお願い？　いいよ、できることならなんでも」

「ダルタス様！　またそんな簡単に！　またえらいもん寄越せって言われたらどうなさるんですっ」

　安やす請うけ合あいが得意な太守を、大慌てでヨシュアは窘めた。

　その昔、スーリィンは「貴様が我が君に勉強ばかりさせるから、すっかり自分と遊んでくれなくなった、つまらん」などとダルタスをさんざん罵ば倒とうして、ヨシュアの勉強部屋が面した宮殿の中庭を丸ごと彼から貰もらってしまったことがあった。

「ここからならば、勉強をしているヨシュアの姿を好きなだけ眺めていられるからね」「植えてある花をいくら摘つんでもいいし、ここでだったら本来の姿に戻ったっていいから」と、ダルタスはまるで駄だ々だっ子こに菓か子しや玩がん具ぐでも与えるかのように、名花が咲さき揃そろい贅ぜい沢たくな噴水が音を奏かなでる美しい庭を、ぽんと彼女に下か賜しして寄越した。夫であるヨシュアは、その気前のよさが嬉うれしいよりもむしろ恐ろしく、これに味をしめたスーリィンがいっそうすごいものをねだりはしないかと、ひどくドキドキしたものだった。

　───あの時の再現みたいになっちゃってるよ、これ！　また無理難題言い出したらどうしよう！

　庭の次は城か、それとも、村か。大神魔のスケールは、ときに夫である彼すら計りかねる。

　しかし。

「そなた、これから三日間、我の伴ともをせい」

　彼女の要求はヨシュアの予想といささか角度が異なった。その場にいた全員が、ぱちくりと緩ゆるやかに瞬まばたきを繰くり返かえす。

「伴、とおっしゃいますと？」

　ただ一人、ダルタス・ル・ルステラだけは驚おどろかず、怯ひるまない。穏やかに微笑ほほえんで、その真意を確かめる。

「普段、この塔には部外者はまったくおらぬ。故に、スーリィンはいつも貴様の寄越した屑くず道具の中に閉じ込もっておるしかない。しかし、これから三日の間はああして客どもで溢れておるわけであろう？　なら」

「ああ……なるほど。ルステラからの客の一人ということにすれば、あなたも自由に出歩ける、と。そういうことですね？」

「んむ！」

　スーリィンは得意げに胸を張る。

「変装道具はちゃんとあるのじゃぞ！　この間、それでヨシュアとデートした！」

「へえ」

　ダルタスの微笑みにちらりと意味ありげな色が走る。ヨシュアはいやな汗が止まらなくなった。

「いやいやいや、何言ってるの！　ダメだってば、そんなの！」

「どうしてじゃ？　名案であろう？」

「そうだよ、どうして？　いいアイディアだと思うけれど」

　妻に続いて太守までもが、声を揃えて首を傾かしげた。

「私の命が狙われているのは、君だって知ってるだろう？　スーリィンが側にいてくれたら、これほど心強いことはない」

「なにを馬鹿な！　彼女がうっかり雷撃でも放ったら、塔ごと吹っ飛びかねないのに！」

「ちゃんと手て加か減げんできるわー。一人二人こんがりやればいいのであろう？」

「一人もこんがりしちゃダメですっ！　というか、ちょっとでも力を使ったら、その場で上位神魔が出たって大騒ぎになるでしょうが！　ここ、神官の溜まり場！　本ほん拠きよ地ち！」

「えー」

　叱しかり飛とばすヨシュアを、スーリィンはしばらく口を尖らせて見上げていたが、やがて、がっくりと肩を落とした。

「……特等席で劇を見られるチャンスと思ったのに……」

　ベールの端をぎゅうと握り締め、雷凰はせつせつと呟き続ける。

「この二週間、例の聖劇がどうやらネルヴの姫がこうやらで、ヨシュアはちっともかまってくれなくて……でも、これも夫の誉ほまれのためと思って我が慢まんしておった。なのに、その晴れ姿をそんな屑道具の中から眺めるしかないとは、ほんにスーリィンはスーリィンはな……っ」

　言葉ははや涙に濡ぬれ始はじめ、細い肩はかたかたと震え出した。

　───しまった、一番まずいパターンになった。

　スーリィンがぷんすか怒るのはいつものことだ。怒ど鳴なったり拗すねたりも、可か愛わいいものだと流せる。

　だが、泣かれるのは困る。本当に心底これだけは困る。涙は女の武器とばかりに計算打算で泣く女も世にはいるが、彼女は違う。喜怒哀楽のどれをとっても、邪じや気きがない。謀はかりごともない。

　それが故ゆえに、彼女の涙はヨシュアの一番深いところを簡単に切り刻む。思わず、反射的に抱きすくめそうになり、衆目があることに気がついて慌てて手を止めた。ダルタス、ラキシュ、ギレアドは面白そうにこっちを見ているし、ティエルは不ふ機き嫌げん極まりないという表情。セームは困り果てたというようにそっぽを向いていた。

「うぇーん！」

　躊躇ためらうヨシュアの横で、ついに彼の妻は本格的に泣き出した。この二週間の思いの丈たけをぶつけるような号泣に加え、

「たまにはいいじゃんねー、気をつけるって言ってるんだし」

「狭きよう量りよう」

「あんまりにも可か哀わい想そうですよ、ヨシュアさん」

　外野が次々に心ない言葉を浴びせてくる。黙っているのはもはやティエル一人だが、ヨシュアを思ってのことではないのは一目で判る。

　その上。

「君さー、昔、私になんて言ったか覚えてる？　『スーリィンと笑って生きていきたいから、大神官になりたい』『だから、「星紺の塔」で頑張るつもりだ』だよ？　最近、本末転倒になってない？」

　と、ダルタスにまで重々しく言い放たれた。

　まさに、孤立無援。

　もはや、ヨシュアには折れるしか道はなかった。





　　　　　５






　夜の帳とばりがゆっくりと、五つの塔とうへと降りてくる。雲一つない、乾期の夕空。太陽は熟うれ落おちる果実のように、一直線に砂の果てへ吸い込まれていく。

　ヨシュアとその仲間たちにとっては、さして進展のないまま、成果発表会は最後にして最大の華、創世神話の劇の幕を開けようとしていた。

　塔内に溢あふれかえった多くの来客とすべての修道生と導どう師したちが東の塔の修しゆう練れん場じよう……いいや、もはやはっきり「劇場」と称していいだろうその場に集い、夜風を欺あざむくほどの熱気を醸かもしていた。

　ゆるやかな円形を成す客席の底には、半円の石いし舞ぶ台たいが設しつらえられている。その半円の左右には五色の肩布タリートを纏まとった修道生たちが既に着席していた。右の者どもはいずれも揃そろいの布を張った巻物を手にし、左の者は大小さまざまな楽器を抱えている。

「私、こんなたくさんの人の前で演奏するの初めて……」

「な、なんか緊きん張ちようしてきたっ」

「落ち着けよ。大神殿に任官したら、こんなもんじゃすまねえんだぞ……たぶん」

　ヨシュアの周囲もまた、いささか高こう揚ようした声で満ちていた。彼自身もいくらか落ち着かぬ様子でその場にいたが、その理由は他とはだいぶ異なる。

　続々と集まる客たちの中、ひときわ耳目を集めたのはルステラ一行であった。赤と黒のシャープな軍服に小麦と盾の意い匠しようを染め抜いた飾りを纏った軍人たちの群れ。その奥で堂々と振る舞う若き太守の長身も大いに目立っていたが、彼に付き従う貴婦人にはとうてい及ばない。

　豊かな肢し体たいに絢けん爛らんな薄物のドレスを纏い、その足取りはたおやか。珊さん瑚ご色の爪先で一歩を進めるだけで得も言われぬ艶つやが零こぼれる。銀と真珠で留めた絹のベールで顔をゆるく覆おおってはいたが、月光が白雲に透すけるようにその美び貌ぼうは見て取れた。












　むろん、その正体は位階第四位の大神魔、雷らい凰おうのスーリィンである。

　おそらくはダルタスが急きゆう遽きよ取り寄せを指示し、エレミヤが選んできたのであろうその衣服は、誂あつらえたかのように彼女に似合い、よく引き立てていた。

　日頃、「そなたは烏からすか」と妻に言わしめるほどきらびやかで美しいものを好むヨシュアとしては、眼福この上ない。が、それを遠くで眺めるしかないとなると、夫としてこれほど複雑なことがあるだろうか。

　───今日もスーリィンがご機き嫌げんそうで何より、なんだけど。

　遠い貴き賓ひん席せきからヨシュアを見つけ出し、彼女は手にした扇おうぎを懸けん命めいに振り出した。その無む邪じや気きで可か愛わいらしい様がまた、一段と衆しゆう目もくを集めている。

「おい、バレク。あの美人、おまえの知り合い？」

「君ってルステラ出身だっけ？」

「いいなあ。後で紹介してくれよー」

　などと、楽隊の面々までもが騒ぎ出すのだから、たまったものではなかった。

　───いくらなんでも目立ち過ぎじゃないのっ？

　彼女一人に人の目が集中し、大いに有効な囮おとりであり的まととなっているのが、また、二重三重の意味でヨシュアとしては気が気ではない。

　───いくら大神魔だからって、いきなり矢を射掛けられたら怪け我がぐらいするのに！　あと、妻の服ぐらい出来れば自分で選んで着せたい、そんな金逆さに振っても出てこないけどっ！

　更に複雑になってしまうであろう顔色を悟られぬため、彼は微苦笑をわずかに妻に向け、それからすぐに視線を転じた。ルステラの一団の後ろ、ひっそりとした印象の男たちへと。

　前述のルステラはもちろん、他の貴人たちは誰もがこれみよがしに家紋を身につけ、国色で一群を染めている。なのに、わずか数名ほどのその文官たちは、ごくありふれた長衣に身を包み、素材はよいがいささか地味な色合いのローブを纏っているだけ。

　しかし、そのいずれもが油断ならぬ空気を醸し出している。多くの血で国土を洗い、その屍しかばねの上に新たな未来を打ち立てようとした革命の志士の気骨が、その姿ひとつひとつに透けて見えた。

　中でも、ゆるくターバンを巻いた一人が目に付く。年はダルタスより五つ六つほど上だろうか。面立ちは柔らかで体格もさほどよくはない。だが、あたりを見回すその眼光は鋭く、鍛きたえ抜ぬかれた鋼はがねの色を帯びていた。

　───もしかして、あの人がヤイル・ゼラ……？

　ヨシュアの胸中の呟つぶやきには未いまだ疑問符がついていた。かつて、自分が滅ぼした一族の末まつ裔えいがいる場へ、彼が素直に出てこなくてはならない謂いわれはない。ダルタスのように、身分を偽り、違う服装に窶やつしているかもしれない。

　が、一方では確信してもいた。

　───あれがヤイル・ゼラだ。

　多くの為い政せい者しやを手にかけてきた彼だからこそよく知る、権力者ならではの独特の雰ふん囲い気き。それが、あの男にもまた備わっていた。

　自分は逃げも隠れもしない。

　ゆったりと足を組み、石の舞台を眺めている横顔には、そんな気き概がいが刻きざまれているような気すらする。

　───ネルヴ先せん輩ぱいはどう思うんだろう？

　今更ながらに、ヨシュアはそれを思った。

　病に倒れ、ダルタスに拾われたときの自分のことを、ふいに思い出す。かつての標的、ミリアームの仇かたき。傍かたわらにいたスーリィンに彼を滅めつせよと命じなかったのは、そんな気力すらなかったから。ただ、それだけ。

　その後、自分がダルタスを倒そうとしなかったのも、彼が差し伸べてきた掌てのひらの上に、ヨシュアとスーリィンを守る様々なもの、この先の未来を拓ひらくために必要な手だてが乗っていたからだ。

　けれど、ネイラとヤイルの間には、そんな結びつきは何もない。ネイラにとってヤイルは故郷を追われた時のままであろうし、ヤイルにとってネイラは前政権を滅ぼし倒した日のままだろう。

　そして、その両者の間にペルスカという存在がいる。より事態を複雑にし混こん迷めいさせるだろう、存在が。

　ヨシュアの証言を元にギレアドが描いた似顔絵の威力は絶大で、それを手に動いたエレミヤは更に周しゆう到とうだった。ラキシュやティエル、セームたちの神魔もまた、大いに役立った。狭いオアシスの中、暴ぼう漢かんどもはこの数日の間に狩り出され、既にその大部分は捕ほ縛ばくされている。できれば、ペルスカの始末も今日までにつけたかったのだが、それだけはまだ果たせぬまま。

　───いくらなんでも、単身この塔に入ってくるのは無理だろうけど……。

　智ちの砦とりでとしての運営能力を疑われたばかりの『星せい紺こんの塔』が、腹の内にその支持者を満まん載さいにした状態で油ゆ断だんするなどまずもってありえない。警けい備び騎き士しの数は日頃の倍以上、いつも主あるじの傍らに控ひかえるばかりの現役神官たちの神魔どもも、ここ数日は姿を顕あらわしては威い嚇かくに努めている。

　つまり、ひとまずは万全と言っていいはずなのだが。

　───ペルスカ・ネ・ネルヴを押さえられなかった。

　そのたった一つの失態がヨシュアの胸を騒がせる。

「実に、醜しゆう悪あくな光景だ」

　ふいに響いてきた声に、心しん臓ぞうが跳ねた。

　振り向くと、ヨシュア以上に難しい顔をしたアフェク・ユハスが巻物を脇に抱えて立っている。朗読班全員に支給された、高価な布張りの台本なのだが、いつも通り彼は一度目を通しただけ。後は単なる飾りとばかりに実に適当に扱っている。

「先輩は舞台右翼が持ち場では？」

「俺のところからだと、ルステラやネルヴの奴らがよく見えない」

　獲え物ものを見据えるような眼まな差ざしで、アフェクは観客たちをひとつ薙ないだ。その途中、スーリィンのところで視線が止まり、ほんの少しだけ緩ゆるんだのがヨシュアとしては大いに気になるところだが、それを責められる立場にはない。

　彼の神魔のうち、風ふう狐こ、黒くろ蜥蜴とかげなどは既にこの塔のあちこちに詰めている。当初、ヨシュアとその仲間たちのすることにアフェクは「俺は貴様らと違って忙しい」と無視を決め込んでいたのだが、彼らがペルスカ・ネ・ネルヴの狩り出しに失敗したのを知り、

「これだから。低脳と無能がどれだけ集まっても無駄だというんだ」と悪あく態たいをつきつつ、忠実な中位神魔たちを惜しげもなく顕けん現げんさせてくれたのだった。アフェクの命令が飛べば、すべての神魔がすぐさま敵を殲せん滅めつするだろう。

　ヨシュアからすれば、実にありがたくも頼もしい助け手ではあるのだが、

「魑ち魅み魍もう魎りようの団体が上辺ばかり着飾ってつめかけてきたというところだな。こんな奴らを相手に茶番を演じてやらねば立ちゆかんとは、神殿の権けん威いもたかが知れている」

　立て続けの放言には、苦笑するしかない。

「権威は大事ですが、それだけじゃご飯食べられませんしねえ」

「だったらせめて、俗世の面めん倒どうごとぐらいきっちり国に置いてから来て欲しいものだ。連中ときたら、神聖な塔の廊ろう下かで政まつりごとの駆け引きだのなんだのと鬱うつ陶とうしいことこの上ない。この俺がわざわざ真ま面じ目めに発表してやってる研究の、十分の一も頭に入ってないというのに！」

「それはお気の毒ですが……」

　アフェクの発表の最中に居眠りをしたどこぞの国家首脳がいたとか、その脳天に彼が罵ば声せいどころか石せき盤ばんを叩たたきつけそうになったのを導師や五年生たちが必死に止めたとか、暴ぼう虐ぎやく王おうらしいエピソードがこの二日で既に作り出されており、ヨシュアの耳にも入っている。

「この塔だけが無風でいられる方がむしろおかしいんですよ、先輩」

　細く指摘して、ヨシュアは観客たちの頭上遙はるか向こうへと目をやった。いまは宵よい闇やみに埋もれて見通すことはできないが、その先には『星紺の塔』の広大な庭と壁があり、更に人家の屋根が連なっていく。

　緑豊かなオアシスも、城壁の一歩外を出たら、もう地じ獄ごく。雨期には天から瀑ばく布ふのごとき雨が叩きつけられ、乾期には灼しやく熱ねつの陽射しと砂で炙あぶられる。まさしくこの世の在り様そのまま、先人の皮肉すら感じさせる図だとヨシュアは思う。

「平穏なのは、おそらく今のうち……見習いでいられるうちだけですし」

　もっともらしいことを並べ立てる後こう輩はいを、アフェクがおもしろく思わなかったのは、その表情からして一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。だが、彼は鼻をひとつ鳴らしただけで、さっさと踵きびすを返す。

　ヨシュアの周囲では、さまざまな楽器を抱えた修道生たちが音合わせに励はげんでおり、その弦や管の音がさざ波のように溢れていた。それが次し第だいに一つのうねりを見せ始め、開演が間近に迫っていることを告げている。

　───面倒事の筆ひつ頭とうはおまえだろうと、先輩は好きなだけ罵ののしっていい立場だろうにな。

　穏和でも親切でも神官らしい人格者でもまったくないが、筋すじ目めを尊たつとび律りち儀ぎさを通す彼の気性には本当に助けられると、ヨシュアはその背に手を合わせたくなった。

　舞台越し、右翼の先頭にアフェクがスタスタと戻っていくのを目で追って、ヨシュアもまた琵琶バルバツドを手に取る。確かめるように一度振り向けば、笛隊の中へ静かな足取りでネイラが混じってくるのがはっきりと見えた。相変わらず、その琥こ珀はく色の瞳からは何も読みとれない。ヤイルのいる方を見ることもなく、彼女は楽隊の末席へと腰を下ろした。

　そんな中、ついに篝かがり火びが打ち消された。

　ざわめいていた客席が、闇に呑まれて静まり返る。




「哀かなしみに天濡ぬれて、地は騒ぐ。

　花は咲き、光溢れども、神は去りゆく。

　我らは涙帯びつつも、ただ詠うたう」




　その静せい寂じやくを待まち詫わびたかのように、舞台右翼から聖伝が響く。

　アフェク・ユハスの凜りん然ぜんたる、しかし、どこか物もの憂うげな声が創世神話の最初の一文を吟ぎんじ始めた。滑なめらかながらも重々しい語り口に、観客たちが引き込まれていくのが、ヨシュアにもよく判わかった。

　アリステアの聖伝は、この地が神を喪うしなう絶望から始まる。彼らの神話は、神魔だけを奇跡の象徴として残し、それを操あやつる術すべを人に教えた神々への慕したわしさと哀あい悼とうに満ちている。

　そのもっとも初めの一文をアフェクに任せたギレアドの選定眼は、本当にたいしたものだと今更ながらにヨシュアは思った。かの暴虐王なら余計な緊張とは無縁であるし、長い長い聖伝を一言一句誤ることなくそらんじているため、この暗闇の中でも問題なく読み進めることが出来るだろう。




「そは古いにしえ、遙かな昔。

　天と地の狭間はざま、光と影のまみえる処。

　神々はおられた。

　永久とこしえの色にも似た、

　陽炎かぎろいの果ての名を

　人は未だ知らず」




　やがて。

　舞台の上、炎が輝いた。

　太陽神の衣装を纏った少年が、その傍らで屹きつ立りつする。今度のそれは篝火などではない。赤く揺らめく羽根を持つ火か蝶ちよう……小さいが歴れつきとした神魔である。

　その輝きに呼ばれたように、ひとつまた一つと灯あかりが点ともっていく。涼やかな青い光は水の神魔のものだろうか。深い黄は風の神魔かそれとも気の神魔か。艶やかな紫は少しだけスーリィンの光に似ている。

　舞台の端に仄ほのかな水色の輝きをみつけて、ヨシュアは少しだけ微笑ほほえむ。何度も何度も間近に見てきたそれは、水妖リムリーのもの。その柔らかい光の中、ほっそりとした体を女神の衣装で包み、金の錫しやく杖じようを捧ささげ持ったティエルが立っていた。

　なかなか堂に入った光の女神ぶりに、ヨシュアはようやく心から笑んで、琵琶バルバツドを取り上げた。専用の爪をつけた手を大きく振って、最初の一音を紡ぎ出す。

　流麗な音のうねりが舞台へと押し寄せ、神々役の少年少女たちを彩いろどった。滔とう々とうと流れる朗読役たちの声に合わせ、弾ひき手てたちは音を高め、また低める。静かな熱狂と陶酔が次第にその場を支配していく。

　だが、しかし。

　三曲ほど弾きこなし、一幕目が後半を迎えた頃だった。

　ヨシュアの鋭敏な耳が、異変を捉とらえた。

　───笛の音が、足りない。

　笛の演奏者はネイラを含めて六人になる。うち、大型の縦笛が一人、中型の縦笛が二人。残り三人が横笛。その中の横笛の音がひとつ足りないのだ。

　体ごと振り向くわけにはいかず、ヨシュアは目だけで背後を窺うかがい、うっかり手を止めそうになった。

　笛の音がひとつ消えた理由は、すぐ知れた。そこにいるはずのネイラ・ネ・ネルヴの姿が、どこにもなかった。

　───噓うそっ、まさか、なんで？

　無意味な問いかけが頭を巡り、その動どう揺ようが手に伝わらぬよう、ヨシュアは全身全霊の力を振り絞らなくてはならなかった。

　なんとか四曲目を弾き終えて、すぐ。舞台から光がすべて失せる。一幕目の終演だ。

　大がかりな緞どん帳ちようなど引けぬ造りの劇場であるため、すべての場面転てん換かんは闇に頼ることになる。それ故ゆえ、あたりが真っ暗になっても驚おどろくのは観客だけで修道生たちは誰も動揺しない。

　朗読班は次の台詞せりふへスムーズに移れるように準備し、音楽班は楽がく譜ふを用意し、もちろん舞台の上では役者たちが次の場面のためにあちこち走り回っている。

　だから、このときも舞台の上から小さな悲鳴やガタガタと耳みみ障ざわりな音が響いても、両翼の修道生たちは誰も驚かなかった……次に、光が灯されるまでは。

　───この隙に、先輩を捜さなきゃ。まず、ラキシュに頼んでカタンを借りて……。

　ヨシュアは琵琶バルバツドを抱えたまま、そろりそろりとその場を去ろうとしていたのだが、周囲から沸き起こった悲鳴に足を止め、振り向き……凍り付いた。

　舞台の上に、ネイラがいた。

　未だかつて見たこともない姿の。





　　　　　６






　淡く軽い薄物が、華きや奢しやで瑞みず々みずしい体を包んでいた。ほっそりとした腰に巻いた絹の光沢が、薄うす暗くら闇やみの舞台の上で艶あでやかに流れる。白く平らな腹や長い足は剝むき出だしで、金銀の輪がかすかに鳴っていた。

　日頃はもつれ乱れるに任せたままの黒くろ髪かみは高々と結い上げられ、紅くれないの羽根と同じ色の宝石で飾られていた。美しく、しかし、どこか獰どう猛もうな印象すら抱かせる、その姿は太古の女神の一人そのもの。

「戦女神ウルスラ？」

「うそ、まだ出番先だよね？」

「というか、あれ誰？　ウルスラ役って、三年の女子だった気が」

　驚おどろきざわめく音楽隊の中で、もっとも驚いていたのはヨシュアに他ならない。あの内向的なネイラが、スーリィンも顔負けの露ろ出しゆつっぷりで舞ぶ台たいにひとり立っているだけでも驚きよう天てん動どう地ちの大事だが、何より、その右手に握られているものが尋じん常じようではなかった。

　矛ほこ。

　柄えに緻ち密みつな模様が彫ほられ、絹の飾り房がつけられているが、丁てい寧ねいに磨みがかれた刃の輝きは本物だ。実戦に十分耐えるだけの鋭さをたたえている。

　息を呑み、ヨシュアは舞台と観客との距きよ離りを目測した。女の非力な肩でも、前方の席程度ならば投げ突くぐらいできるだろう。まして、相手は腐くさっても五年の首席。文武両道が当然の神官候補生の中で、もっとも優秀な一人なのだ。

　───先せん輩ぱい、まさか。

　ヨシュアの総身から血の気が引く。

　琵琶バルバツドを取り落とし、痛いほど目を見開いて彼は舞台を凝ぎよう視しした。

　心のどこかで恐れていたことが、はっきりと形を成した気がする。何も語らない、亡国の姫君。異性に怯え、静せい寂じやくの人と名付けられた彼女。けれど、その心の内は平穏であるはずがなかったものを。

　舞台の上で身動きしない戦の女神を、観客たちは訝いぶかりざわめきはいっそう増している。ヨシュアはヤイルの顔を見改めようと躍やつ起きになったが、明るい舞台と暗い観客席のコントラストのため、まるで果たせなかった。

　ネイラはすいと片手を上げ、楽隊の方へとひとつ視線を寄越す。楽器を鳴らせ、と催さい促そくしているのだと知れた。

「仕方がない、いくぞ」

　五年生の一人が琴リラを取り上げた。戦いの女神の勇壮な曲が激烈な調子で溢あふれ出でる。

　ヨシュアは再び琵琶を取らなかった。そのまま急いで立ち上がり、舞台裏へと飛び込む。そこは蜂はちの巣すをつついたような騒ぎになっていた。

「おっさぁぁぁん、先輩が！　ネルヴ先輩が突然来たと思ったら、舞台に出てっちゃったぁぁぁ！」

「どーすんです、アフェク先輩、いまにも地妖ぶっこみそうなぐらい怒ってますようー！」

「この場面とこの場面、入れ替えればなんとか……」

「それより、本物の女神はどこいったの？　ねえ、劣等生、どこかで見なかったっ？」

　いっせいに取とり縋すがってくるいつもの面々に一つ一つ頷うなずいてやりながら、ヨシュアは太陽神役の少年へ近づいた。

「ごめん、これ貸して！」

　彼の赤いベールとマントを素早く引ひっ剝ぺがし自ら羽は織おる。それから、ティエルの手から錫しやくをひったくった。金で出来たそれは武器としてはいまひとつ頼りないが、自分の技術と膂りよ力りよくを以もつてすればそれなりに役に立つだろう。

　右の驚きよう愕がく、左の唖あ然ぜんを背後に置き去りにし、ヨシュアもまた舞台上へと躍おどり出でた。

　向かって左には怒り心頭に発したというアフェクがおり、右にはなんとか伴ばん奏そうを続けようとする音楽班の必死な顔が並ぶ。中央真っ正面に軍服姿のままのダルタスと着飾ったスーリィン……そして、そのすぐ背後にヤイル・ゼラを始めとするネルヴ一行がいた。

　───これじゃ、簡単に殺やれる。

　妻は必ずダルタスを庇かばってくれるだろう。だが、雷撃を封じられた彼女がヤイルにまで手が出回るかどうか、彼にも判らなかった。

　目を細め、ヨシュアは視線を返す。

　その先には、踊るネイラの姿があった。優雅な足取りと、果か敢かんに矛を降りかざす動きとが一体となった、完かん璧ぺき見事な舞い。その烈はげしさのあまり、ついに世界を滅ぼし、神々がこの地を去る一因となった女神ウルスラを、その手その足その眼まな差ざしが体現している。

　だが、ヨシュアにはそれが別のものに見えていた。いまにも己の仇きゆう敵てきに牙を剝かんとする、獣の姿。今まで自分が見てきたものは、いったいなんだったのかと思うほどの険けわしさに満ち充ちた。

　───リベカに似てる。

　直感的に、ヨシュアは思った。

　双子の姉をダルタスに誅ちゆうされ、復ふく讐しゆうの悪鬼と化した彼女。深く美しい緑の瞳は昔のままだというのに、そこに宿る光と色はいつしか捻ねじれ変じてしまった。

　ネイラが辿たどってきた苦難の道、追われ逃げ惑った流る浪ろうの日々を、ヨシュアは知らない。国を喪い、親を亡くす辛つらさもまた、それらを持たぬ彼には想像もつかない。だが、その痛ましいほどの怒りは判る。リベカ・バレクの怒りと絶望を誰より知っているが故ゆえに。

　───だからこそ、このまま見過ごせない。

　復讐の鬼は、もういらない。

　それは新たな災さい厄やくを招き寄せるだけのことだ。

　ヨシュアもまた、静かに一歩を踏み出す。舞台の上で棒ぼう立だちになっているわけにはいかない。かと言って、いきなりネイラの首根っこを摑つかんで引きずり下ろすこともできなかった。それは、塔とうの権けん威いの更なる失しつ墜ついを意味する。

　───『星せい紺こんの塔』はなんとしても保たれなくてはならない。

　出自に拘かかわらず有能な者を受け入れ磨く、最大の教育機関。五妖一〇八位の神魔を人に従わせる術すべを伝え教える、唯一の場。彼らの神々は既に喪われたが、遺のこされたものは時に人の力となり時に脅きよう威いとなり、未だこの大陸の上で歴然と姿形を成しているのだ。

　ふと、脳裏をいまは亡き大水妖の面おも影かげが過よぎった。主あるじの死に遅れ、五〇〇年の永きに渡って塔を見守った、氷ひよう輝きのエステール。彼女とその主の苦しみもまた、ヨシュアにとっては身近なものだった。けっして無駄にはできない。

　太陽神の衣装を纏まとったまま、ヨシュアは金の錫杖を振り上げ舞い始める。

　舞踏は義理の姉・ミリアームの特技であった。どんな難曲でも彼女は見事に舞い修め、喝かつ采さいを浴びたものだった。目前のネイラはそれに並ぶほどで、自分のそれなど、比べれば孔く雀じやくの飛翔と雀すずめの宙返りぐらい開きがあるかもしれない。

　けれど。

「怒りの大河、涙の谷に、

　両の腕かいなへと矛取りて、

　戦女神は高く宣のたまった」

　舞台の右から飛んできた、アフェクの言葉がヨシュアの足取りに色を添えた。

「『滅びは定め、定めは死。

　世の末はただ風の果て、

　こぞりて黄よ泉みを待たむなり。

　煉れん獄ごくもはや間近、その命脈を断ち切らん』」

　それは、聖伝ではなく交唱詩篇と呼ばれる詩の一つで、ギレアドの書いた台本には載のっていない。

　だが、戦女神と太陽神の対話を主題にしたもので、いま舞台の上で繰くり広ひろげられている場面にはもっともふさわしい。

　───さすが、先輩。アレンジで押し通してくれる気なのか。

　詩作楽曲の才能は未だからっきしであるが、その頭の回転は相変わらず凄すさまじい。

　彼の語る詩の続きをなんとか頭に思い浮かべながら、ヨシュアは一歩また一歩とネイラに近づく。

　彼女は薄いベールを鞭むちのようにしならせ、華奢な身を捩よじり、踊り続けている。彼との間合いを取るその動きに、ヨシュアは素早く応戦した。正確なリズムを刻みながらも錫杖を突き出し、ネイラの矛をまず制する。












　抵抗はあった。満身の力を腕にこめ、ネイラはヨシュアの錫杖を振り払おうとする。機敏で正確なその動き。

　───さすが、五年連続首席を守っただけはあるな。

　だが、武器の扱いについてはヨシュアの方に一日以上の長がある。やたら押し込んでくる一方のネイラに対し、ここだと思うところで力を抜いた。一瞬にして均きん衡こうは破られ、彼女の矛はわずかに傾かたむく。

　その「わずか」で、ヨシュアには充分こと足りた。素早く手首を返し、矛を奪うばい去さる。

　よろめき、二歩三歩と跳びすさった彼女の唇くちびるが、小さく動いた。

　ジルハ、と呼んだのだと知れたのは、舞台上にもう一つ人影が湧わいて出たとき。派は手でな演出に、観客席が沸わく。

　だが、機敏な風妖に長い鉤かぎ爪づめを振り下ろされ、ヨシュアはたたらを踏ふんだ。矛と錫杖を巧たくみに操り、まずジルハを退けようと図るが、完全に間合いに入った瞬間、彼女は人型を解いて貂てんに戻り、再びヨシュアが体勢を立て直そうとするとまた人型になって攻こう撃げきを加えてくる。

　───埒らちがあかない。

　手にした矛でジルハをぶった斬るだけならヨシュアには容易たやすいが、それではネイラの一の家来であり友人を殺すことになる。それは、躊躇ためらわれた。

　鳴らされ続ける楽曲の残りの小節をカウントしながら、ヨシュアは主従と対たい峙じし続ける。すべてが終わってしまう前に、なんとしてでもネイラを舞台から引きずり降ろさなくては。

　そう考え、焦あせった者は他にもいたらしい。

　舞台の袖そでから矢のようなスピードで青い鳥が飛来した。それは同じ色の貂の腹を抉えぐり、舞台へと叩き落とす。

　───アヴィ！

　続いて、桃色の鱗うろこが目前で閃ひらめいた。水妖リムリーが仄ほのかな輝きを放った刹せつ那な、ジルハとネイラの足下が凍り付いた。

　ヨシュアは舞踏に見せかけたまま、戦女神のヴェールを力任せにたぐり寄せた。

　絶え間なく旋せん律りつに乗っていたその細身が、足元の氷ごとこちらへ倒れ込んでくる。白い喉のどが大きく引きつるのが見えるほど近くまで、彼女を引きずり抱え込んだ。

「どういうおつもりです？」

　苛いら立だち混じりの台詞をその耳に注ぎ込む。どうせネイラは答えまい。それどころか、彼を突き飛ばして逃げようとするだろうと、ヨシュアは関節に力をこめ封じまでしたのだが。

「……もう、いいわ」

　そう、彼女は囁ささやいた。

「やっぱり、わたしにはできない」

　くたりと、その四し肢しから力が抜ける。同時に、その瞳から光が失せた。烈しく燻くすぶる怒りの焰ほのおが、水でも打ったかのように鎮しずまっている。

　そうして自分の胸へもたれかかってくるネイラを、慌あわててヨシュアは支えた。肩に掛けたままのマントを翻ひるがえし、細いその体を匿かくまうように抱き込むと、そのまま袖へと走り去った。

　客席からその姿は、戦女神の敗北と太陽神の勝利に見えたかもしれない。絶えることなく音楽を鳴らし続けていた楽隊の修道生たちと、詩の朗読を頑がん張ばっていたアフェクの、殺意にも似た波動が後を追ってくるのが判わかったが、こうなったら彼らの機転に最後まで期待するしかなかった。

　完全に戦意喪失状態のネイラを抱えたまま、ヨシュアは修しゆう練れん場じようを後にした。ラキシュがギレアドがティエルがセームが、それぞれその後に付き従おうとしたが、すべて目で制して、思い留とどまらせる。舞台は続いているし、断固として続けなくてはならない。

　もっとも気がかりなのは、観客席にいたスーリィンだ。肌も露あらわなネイラを抱えて去った彼を見て、さて、後々どんな反応をするか。想像するのも恐ろしい。

　しかし、それらすべてより何より、いまはネイラだった。

「あなたって人は、いったいどうしてこんな……っ」

　無人の渡わたり廊ろう下かの途中、投げ飛ばしたい衝しよう動どうと戦いながら、ヨシュアは彼女を床へ降ろした。

「僕の後を追ってらしたのは、俗世の些さ事じを恐れ、煩わずらわされたくないからだとばかり思ってましたのに」

　嘆なげきとも叱しつ責せきともつかぬ語調で言いい募つのる彼を、ネイラは静かに見上げる。ちょろ、と、その膝ひざにジルハが寄ってきて、石せき盤ばんを差し出した。彼女はそれを受け取るような仕草を見せたが、すぐに大きく頭かぶりを振って、再びヨシュアを見据えた。

「では、あなたが殺してくれる？　わたしの仇かたきを」

　ひっそりとした物言いであり、凪ないだような態度だった。

　ヨシュアは返答に窮きゆうした。

「仇とは、はて誰のことですか？」などと、とぼけることすらできなかった。

「自分にできる限りのことはする」と誓せい約やくした身ではある。だが、神官として殺人は許されない行為だ……三回攻撃を受けたあとでなければ。

「……噓うそよ、もういいの」

　顔を強こわばらせ立ち尽くす後こう輩はいへ、彼女は力なく笑いかけた。

「自分にできないことを人に頼んだりなんか、わたしはしない」

　剝き出しになり汗の玉が浮いた項うなじが、幾度か震ふるえる。

「いいえ、してはならないと思ったの」

　言いながら、ネイラは弱々しくも立ち上がった。気き遣づかうように足下に寄より添そったジルハを、細い腕が抱き上げる。

「殺したいって相手が、観客の中にいたの。わたしの父と兄を殺した男」

　ぽつりぽつりとネイラは言葉を重ねる。

「知っています」とも、「いえ、あの男は命じただけで殺したのは僕です」とももちろん言えず、ヨシュアはただ頷いた。

　ネイラはそこで言葉を切り、長い長いこと俯うつむいていた。二人が置き去りにしてきた背後から聞こえる曲の調子が、また変わる。琵琶バルバツドが一人、笛が一人抜けてはいるが、切なげな音の連なりに淀よどみはなかった。

　それへ耳を傾けるような仕草をひとつして、ネイラは、

「この塔はただ逃げ込むためだけの場だったけれど……五年もいればそれなりに染み着くものなのかしらね。丸腰の相手に武器を向けるのは怖かった。まして、ジルハたちに襲おそわせるなんて……」

　蒼い毛皮をゆっくりと撫なでて、その背に顔を埋めた。忠実な神魔は小さく鼻を鳴らし、されるがままになっている。

「わたしに仇はいないんだわ」

　静かな声が、ヨシュアの胸を深く衝ついた。

「もうどこにも、いないのだわ」
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　ひとまず、大盛況のうちに劇は終わった。

　ヨシュアとネイラもすぐに服装を改めて楽隊へと戻り、当初の予定通りすべての曲を弾ひき終おえた。戻ってきたネイラに当然みな何か問いたげであったが、そこは神官候補生。誰もこの場の優先順位を違たがえるようなことはなく、粛しゆく々しゆくと音楽は紡がれ、五つの塔とうの夜空へ向けて放たれ続けた。

　何も知らない観客たちは、人と神魔が織りなす舞ぶ台たいに心を奪うばわれ、見事な朗読や演技、楽曲に惜しみない喝かつ采さいを送った。その割れんばかりの拍手と熱狂をはらんだ歓声は、旅芸人として大陸中を巡ってきたヨシュアですら「これほどはなかなかない」と思わせるほどであった。

　───よかった。みんなの頑がん張ばりがなんとか報むくわれて。

　琵琶バルバツドを抱えたまま、ヨシュアは安あん堵どの息をつく。

『星せい紺こんの塔』での日々はいつも忙せわしないものだが、とりわけ濃くも長い二週間だった。

　───ホントに、一時はどうなるかと思ったけれど。

　そうして眺めやる無人の舞台の上へ、『星紺の塔』の学長が現れる。

「今日この佳よき時を皆々と過ごせることを、まずは我らが神に感謝し奉たてまつる───」

　いかにも年とし経ふり重厚な老神官らしい声が延々と続いていく。威い儀ぎを正すその姿や穏やかな物言いは、人類最強の智ちの砦とりでの長にふさわしい。が、疲労の極みにある修道生たちにとっては最後の試し練れんといったところであった。なにせ、この人は話が長く、しかもその抑よく揚ようは眠りを誘う。かつて学長礼れい拝はいの最中、椅い子すから転げ落ちるという大失態をし、天下の劣等生の名を極めたヨシュアにとっては、悪夢の再来となりかねない。

　しかし、彼はこの場に集う賓ひん客きやくたちによくよく配はい慮りよしたらしい。修道生たちを短くねぎらったあと、客を見送る言葉を述べ、それですべてを終わらせた。信しん仰こうと神秘の道だけに邁まい進しんするように見えて、政まつりごとの機き微びと空気をよく知り、時にこれを利用する。まさしく、この大陸の神官の長たる態度かとヨシュアは苦笑混じりで感かん嘆たんした。

　ともあれ。

　狂奔と言っていい日々は、ここにようやく幕引かれた。

　円形の即席劇場から、まだ興こう奮ふん冷めやらぬ観客たちが辞じしていき、後にはいつも通り修道生たちが残される。ヨシュアは人混みの中のスーリィンを目で追い、黒と赤の軍服が渡わたり廊ろう下かの向こうへ消えていくのを躊躇ためらいつつも見送った。本当は駆け寄ってすぐにでも話したい。だが、ネイラを置き去りにするのはまずい気がする。

　そして、案あんの定じよう。

「ネルヴ、貴様！」

　アフェクが一直線にまかり来て、彼女を弾だん劾がいし始めた。

「貴様の勝手な振る舞いで、俺たちがどれほど苦労したと思っている？　全四幕が全五幕に延長、脚本の順番入れ替えるわ、即そつ興きようで詩篇を三つも朗読せねば辻つじ褄つま合わんわ、さすがの俺も脳が焼き切れるかと思ったぐらいだ！」

「せ、先せん輩ぱい、落ち着いて。結果的にネルヴ先輩の踊りも劇をより盛り上げたのですし」

「やかましいぞ、バレク！　貴様も同罪だ！　こんな女、最初から縄なわでくくって部屋に閉じ込めておけばよかったものを！」

「えええええ」

　眦まなじり険けわしく怒ど鳴なり続けるアフェクと、それをちらりと見ただけでそっぽを向いたネイラの間に挟まれ、ヨシュアは困り果てた。

　周囲の者も、なんだか表情を選びかねたというようにこのやり取りを聞いていた。ネイラには何か言ってやりたいが、アフェクの怒気のあまりの激しさに同調するのも躊躇われるというように、遠巻きにこちらを眺めている。

　さて、どうやってこの場を収めようかと戸と惑まどうヨシュアの足下が、ふと覚おぼ束つかなくなった。

　かすかな地響き。続いて、何か重いものが落下し、崩くずれたような音がその場を渡った。

「いまの何？」

「さ、さあ？」

「どこから聞こえた？」

　音楽隊の面々も音の出所を求めて、まず視線を巡らせる。ネイラも同様に修しゆう練れん場じようの向こうを窺うかがっていた。

　ゴゴゴゴゴゴ！

　音は続いた。今度はより強くはっきりと。

　次に、煙が上がる。

　五つの塔の合間、夜空を染め、灰色の煙が濛もう々もうと噴き上がっていく。

「か、火事？」

「違う」

　地妖使いのアフェクが、唸うなるように言った。

「あれは土煙だ」

　その答えも果てぬ間にヨシュアは走り出す。音が響き、煙が上がっている方角は、

「外ですよ、『星紺の塔』のずっと表の方からです！」

　観客たちが劇場を後にして、どれぐらい経たつ？　長い廊下を渡って出ていった、貴人たちのゆったりとした足取り。未だ熱狂止まぬ顔ではしゃいだ声色で流れていった人混みの中には、スーリィンがいた。ダルタスもいた。

　一歩を進め、塔の外へと向かうごとに、異常がはっきりと目に見えてくる。

「地妖使いは？　もっといないのかっ？」

「町の診しん療りよう所じよではおそらく間に合わない、怪け我が人にんは中央の塔へ運び込め！」

「場合によっては抜刀を許可する、急げ！」

　怒号をまき散らしながら走り回る、警けい備び騎き士したち。血ち塗まみれの者を抱えて運ぶ、導どう師したちや塔の下働きの人々。

　それらをなんとかかいくぐりながら、ついにヨシュアは辿たどり着つく。『星紺の塔』の正面扉の前へと。

　聳そびえる塔の高さに準じた巨大な吹き抜けとそこに彫ほり込こまれた神々の象徴、清せい廉れんかつ壮麗なこれらの設しつらえは、大陸唯一にして最高学府にふさわしい佇たたずまいであった。その先に鎮ちん座ざする、青銅造りの巨大な扉。いつもは俗世の風を拒むが如ごとく閉ざされているそれが、今日はほんの少しだけ開き撓たわみ歪ゆがんでいるように見えた。

　ヨシュアはその扉に手をかけた。背後で誰かが止やめろと声をかけてきたが、かまわず満身の力をこめてそれを開く。そのまま、広い前庭を突っ切って、塔の正門をくぐり……そこで、彼は足を止めた。

　五つの塔の外、安あん寧ねいだったはずの世界は、いまや変わり果てていた。
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　細心の注意を払って、ヨシュア・バレクは惨さん状じようの中へと一歩を踏ふみ出だす。

　足早に進みたくても、あたりの視界がまるで覚おぼ束つかなかった。塔とうの正面から街の城じよう壁へきまで一直線に敷しかれている、広々とした石いし畳だたみの道。それが、このオアシスの目抜き通り。日頃は多くの人が行き交い、明るい喧けん噪そうで溢あふれていたそこは、濛もう々もうと沸き立つ土煙で覆おおい尽つくされていた。

　───いったい、何が起きてる？　スーリィンは？　ダルタス様はどうしてるんだろう？

　逆巻く噴ふん煙えんの如ごとき土砂は外へ出れば出るほどいっそうひどく、彼の目と喉のどを痛めつけた。それでも懸けん命めいに目を見開き、ヨシュアは進む。

　そうして、どれほど経った頃だったか。

　またも轟ごう音おんが聞こえてきた。

　真っ正面から向かってくる突風が周囲の土煙を、束つかの間ま、振り払う。塔の門からまっすぐに伸びた道の果て、オアシスの城壁が……天を衝つくほどに高く聳そびえる石壁が、崩くずれ落おちていくのが見えた。まるで、砂の玩がん具ぐのように脆もろく、容易たやすく。

　バカな、と、ヨシュアが声をあげる間もなかった。痛いほど目を見張っても、広がる光景は変わらない。大量の石や煉れん瓦ががオアシス内に降り注ぎ、土砂を巻き上げ、付近の店や人家を押おし潰つぶす。宵よいは終わり、夜が深まり出した頃、人々が完全に寝入るにはやや早い。激しい崩ほう落らくの音に多くの悲鳴が重なり聞こえてくるようだった。

　───城壁が……このオアシスの壁が落ちる？　『星せい紺こんの塔』開かい闢びやく五〇〇年、一度だって崩れたことすらない壁が？

　自分の視覚が捉とらえたものがよく判わからず、自分の聴覚が拾った音がよく聞こえない。明敏だと自負していた己の五感が、これほど頼りにならぬ日がくるとは。

「なにボーっとしてんだよ、こら！」

　呆然と立たち竦すくむヨシュアの頭を、エレミヤの怒号と拳こぶしが打った。彼は前掛けを外しただけで料理人の風体のままだったが、弓矢を背負い、剣を二振り握りしめている。

「どでかい侵しん入にゆう経けい路ろが確保されたんだ、誰にいつ入り込まれてもおかしくねえぞ！」

　うち一本の柄つかをヨシュアの胸元へ差し出し、エレミヤは顎あごをしゃくる。

「侵入経路って……まさかあれ、誰かが故意にやったって言うんですか？　勝手に崩れ落ちたんじゃなくて？」

「そんなこと俺が知るか！　けど、勝手に落ちるようなものをほっとくのかよ、あの『星紺の塔』がよ？」

　質問に質問で報むくいられ、ヨシュアは呻うめくしかなかった。城壁の点検はどこの国どこの都市であっても必須の事業だ。むろん、このオアシスでも同じ……いや、より過か酷こくな自然環境と特殊な性格の都市であるが故ゆえに更に徹てつ底ていされている。二重三重に守しゆ護ご魔ま操そうが施ほどこされ、腕利きの騎き士しや神官が守り固めていたあれを落とすとなったら、アフェクほどの地妖使いが数人いてもできるかどうか。

「どこのどいつがどんな手でやったかは知らねえよ」

　ひたすら困こん惑わくするヨシュアに、エレミヤは口をひん曲げて詰め寄ってくる。

「けど、捕まえてない敵がそのへんウロウロしてるのだけは確定事項だっての。うちの大将、危ないんだっての！　判ったら、さっさとほれ！」

　がなる彼にひとつ頷うなずき、ヨシュアは右手で剣を受け取ると共に走り出す。同時に、左手で魔操用の短剣を抜き、鋭く叫んだ。

「我は導くアニ・ラーダー」

　全力疾走の最中にも、言葉を途切れさせることなく、ヨシュアは魔操を編み上げる。

「五妖一〇八位階の神魔に奉たてまつる。我は天地の官、世の仕組みを識しり行う者」

　額ひたいに当てた左手を中心に、真紅の召しよう喚かん紋もんが描かれていき、やがて、そこから。

「よっしゃ、ナタルちゃん気張っていくでーっ！」

　絶叫と共に、赤い毛玉が飛び出した。幼女の姿の神魔は走り続ける主あるじに、置いてけぼりにされる。が、すぐさま人の姿を解いて蹄ひづめを鳴らし追いついてきた。

「えっえっ？　なんですのん、兄さんどこいくん？」

「城壁が崩落して大変なことになってる。この混乱に乗じて敵が……ペルスカ・ネ・ネルヴって人が来るかもしれない。君は塔に戻って、ネルヴ先せん輩ぱいにそれを教えて守ってあげて。あと、アフェク先輩にできるだけ早く来てくれって頼んでくれるとなお助かる」

　一分一秒でも惜しいという口振りのヨシュアに、いつもは減らず口三ざん昧まいのナタルも逆らわなかった。大きく頷いて、跳ね飛ぶように塔への道を引き返していく。

　───どこにいる？

　その間にも、ヨシュアは左右に視線を走らせ、求める人たちを探し続けた。

　───スーリィン、ダルタス様、ヤイル・ゼラ。

「ちっくしょー、オアシス内に潜せん伏ぷくしてた連中はだいたい狩り尽くしたってのに、これじゃ意味ねーだろ！　城壁ぶっ壊すなんて、いったいどんな手ぇ使いやがった？　神魔か？　また神魔使いかっ？　もうやだ、まともな戦略とか戦術の通じる職場に帰りたい！」

　エレミヤの呪じゆ詛そとも嘆なげき節ぶしともつかぬ叫び。後を追うヨシュアにも得意の苦笑すら浮かんでこなかった。

　やがて、道は果てた。

　崩落した壁の瓦が礫れきがあちこちで山を成し、そのすぐ横の大通りを、いっそう激しい土煙が覆っている。ここもまた、あちこちから届く悲鳴や苦しげな呻き声で満ちていた。その中に、妻や恩人のものはないかとヨシュアは耳をそばだて、そして。

「あれ、エレミヤとヨシュア？」

　その場にそぐわぬのんびりとした声を、混乱のさなかから拾い上げた。

「太守！」

　厩うまやか何かだったらしい建物の陰に、黒と赤のルステラ軍服があり、それがまったく似合わない顔が覗いていた。

「ご無事で何よりです」

　あからさまにホッとしたような面おも持もちで、エレミヤが声の方へと走り寄った。

「うん、目の前で壁が崩れてどうしようかと思ったんだけど、スーリィンが助けてくれて」

　もっといい服とか庭とかあげなきゃだなあ、と、ダルタスはおっとりと笑う。

「で、彼女はどこへ？」

「君が心配だって言って、さっさと塔へ戻っていったよ。それと」

　言いながら、ちらりと彼は自分の背後を目で見やって、声を低める。そこには、質素なローブと白いターバンの男……ヤイル・ゼラとネルヴの高官たちがいた。

「彼らの前で正体顕あらわすわけにもいかないだろう？　だから」

　二人のとっさの機転に感謝し、ヨシュアは深く頷いた。

「それにしてもよかった、ネルヴ勢と一緒に行動なさってたんですね」

「なんと言っても同盟国だから。障さわりがあったら私が一番困る……て、言いたいところなんだけど」

　頭をかきかき、ダルタスは言いい募つのる。

「いや、ごめんなさい。逆なんだ。私とスーリィンがうちのみんなとはぐれちゃって、ネルヴの人たちに助けてもらったんだよ」

　そういえば、他の武人たちやダルタスの替え玉の姿が見当たらない。向こうは向こうで主を見失い、きっと真っ青になっているところだろう。

「では、塔の裏手に隠れ家を用意してありますので、太守様はそちらへ。自分は他の者を探して───」

　エレミヤの提案は最後までいきつかなかった。

　話の輪の中、突とつ如じよ、投げ込まれてきたものによって、言葉はもぎ取られる。

　ヨシュアの剣が、それを一いつ閃せんした。

　真っ二つに割れて地に転がったもの。

　黒い髪かみ、黒い瞳、それを彩る深紅の血ち飛沫しぶき……ダルタス・ル・ルステラの替え玉の首だった。
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　無む惨ざんに割られた人の頭部を見て、悲鳴を上げるような神経の者はその場にいなかった。

　ダルタスは目を伏せ慨がい嘆たんし、エレミヤは不快げに眉まゆを寄せ、ヤイルはうんざりしたように肩を竦すくめ、ヨシュアは首の飛んできた方角を油断なく窺うかがった。

　金属の触れ合う音が小さく響き、それからしなやかな女のシルエットが現れる。

　意外と言えば意外、予想通りと言えば予想通りの、人物。

　ペルスカ・ネ・ネルヴ、その人だった。

　だが。

「せっかく標的を仕留めたと思ったのに、偽者だったなんて」

　口を尖とがらせ吐き出した台詞せりふの意味が判わからない。

「でも、よかった。ついでに仇かたきもとれるなら、こんなにおいしい展開もないしね。ホント、ついてた」

「ついでだと？」

　何を言ってるんだ、この女はというような表情を浮かべ、ヤイルが立ち上がった。

「あなたの怨おん敵てきは私ではないか、ペルスカ姫。他の者には手出し無用に願いたいのだが」

　淡々とした物言いに肝の太さを感じるが、目前の姫にはさして通じなかったらしい。つまらなそうに鼻を鳴らし、ペルスカは抜き身の段だん平びらをひとつ振る。

　その背後から、男たちが湧わいて出た。

　屈くつ強きような体をきっちりと鎧よろい、大剣を携えた武人たちが。

　いささかギョッとして、ヨシュアとエレミヤは剣を構え直す。いまのいままで、周辺にペルスカ以外の人の気配などなかった。あれほどの重装備であれば、金属音や軍ぐん靴かの音が聞こえて当然なのに、それすらなかった。土煙は相変わらずひどいばかりだが、訓くん練れんした耳がいかれるほどの爆音はもうどこからも届いてこないというのに。

「なにこれ、気き味みが悪い」

「エレミヤ、頑がん張ばって下さいね。僕、最初の三回は避よけないとならないんで」

「こーいうときのためにおまえら神官には神魔がいるんでしょ！　あの羊ちゃんどこやったのっ？」

「お使いです。それに、七歳児を盾たてにできるはずないでしょ」

「なにこいつ、すっかり善人ぶっちゃって！　ていうか、俺は盾でもいいんですかっ？」

　明らかに腹立ち紛まぎれというように、エレミヤは最初の一人に突っかかり、これを袈け裟さ懸がけにした。鮮血をまき散らして、男は地へ倒れていく……と、思ったのだが。

　金属が叩たたき割わられ引きちぎれる音だけが響き、そこから砂が噴き出す。男は二、三度たたらを踏ふんだ後、そのままさらさらとその場に崩くずれて消えた。

「こいつら、人間じゃない？」

「なら、好こう都つ合ごう」

　心から言って、ヨシュアは最初の一人を横よこ薙なぎ、返す刀でもう一人を斬り捨てる。

「僕らの戒かい律りつは人間にしか適用されませんからね」

　同時に、左手で腰の鎖くさりを引き抜き、目前にいた敵を絡め取った。エレミヤが素早くそこへ突き込み、砂へと変える。

　間かん諜ちようの刃が敵を裂くその間に、ヨシュアは次の獲え物ものに狙いを定め、鎖と剣を振るって距きよ離りを詰めていた。一人を打ち叩き、次の一人は斬り伏せる。なんの手て応ごたえもないが、確かに自分の攻撃は相手の何かを断ち切っているらしい。数じゆ珠ず糸いとが切れ珠が四散するように、武具だけがばらばらと地へと転がっていく。

　それを踏みつけ、ヨシュアは次の敵を白刃にかけた。横薙ぎにした左手の鎖が喉のどを裂さき頭を割り、右手の剣で突いては斬り捨てる。

　何体目かを霧む散さんさせた時だった。

　巻き散らされる砂の向こう、人の気配があった。放たれた高い声と共に、剣の切っ先がヨシュアの眼前をかすめる。軽やかにそれを避け、彼はすぐさま右手を返した。が、既すんでで止めた。

　女の腕には見合わぬ段平を振りかぶり、砂の煙幕を裂いてきたのは、ペルスカ本人だった。

「三回攻撃されなけりゃ、反撃できないんだろう！」

　嘲ちよう笑しようをまぶした絶叫と共に、第二波がヨシュアへと殺さつ到とうしてくる。

「ええ、あと一回だけですね」

　身を翻ひるがえしてそれを避け、ヨシュアもまた笑う。

「お手並み拝見です、ペルスカ姫。いまのところ、ネイラ先せん輩ぱいの方がずっとお強いようですが」

「なんだと！」

　神官見習いのあからさまな挑ちよう発はつに、彼女はまんまと乗せられた。

「そんなことは判ってる！　判ってるから、あの子を呼びにきたんだ！」

　白い頰ほおを紅潮させ、遮しや二に無む二に腕を振るって剣で宙を削そぐ。

「ネルヴの直系はネイラだけ！　天にも地にもあいつしかいない！」

　血を吐くようなその叫びに、ヨシュアの心はいくらか動く。この娘もまた、自分の悪行の結果、似合わぬ武器を手にして砂に塗まみれる羽は目めになったのだから。

　一方、その頭は正確に回り、冷れい徹てつな分ぶん析せきを弾はじき出だし続けていた。

　───こういうやり方、覚えがある。

　ペルスカをあしらい、砂の戦士を一人また一人と斬り捨てながら、ヨシュアは胸の内で呟つぶやいた。

　人が足らぬなら、人ならぬ者で補えとばかりに立ち塞がってきた、土人形たち。おそらくは気か地の魔ま操そうの応用。けっして、そこらの人間……まして、こんな戦たたかい馴なれすらしていない小娘に思いつける方法ではないだろう。

　───そもそも、そこらの人間にここの城壁を落とせるはずがないし、落とせると思いもしないだろうな。

　たとえば、そう。

　このオアシスが位階八位の大神魔の加か護ごを喪うしなったことを、知っている者でもなければ。

「殺せ！　ルステラ太守をとにかく殺せ！　そいつさえ、そいつさえ殺やれれば後はどうにかなるんだ！」

　ヨシュアを仕留めることを諦あきらめたのか、ペルスカは激しく号令する。けれど、一体、また一体と砂袋の戦士たちは倒れては四散し地へと還かえっていった。

　やがて、あたりは静まり返った。

　ダルタスとヤイルを背に庇かばったまま、ヨシュアとエレミヤは最後の一人……いいや、ただ一人しかいなかった人間の敵、武装の姫君を見返す。

　繊せん細さいと言っていい娘の面おもてが、撓たわみ歪ゆがむ。ぎりぎりという歯は軋ぎしりの音まで聞こえてきそうだったが、そのままペルスカは身を翻した。

「あ、逃げんなこら！」

　その背にエレミヤは怒声を投げつけたが、彼は太守の側そばを離れようとしない。仕方がなく、ヨシュアが駆け出し、追つい撃げきする。

　うっかり一人に逃げられると、その失敗は後々まで響き、彼の大切な人たちへと累るいを及ぼす。そんなことをここ一年で繰くり返かえしてばかりだった。様々な後悔を執しゆう念ねんに変え、ヨシュアはひたすらにペルスカを追い続けた。

　元は深窓の姫君であるはずの彼女なのに、その足取りは軽く速い。両者の差はなかなか縮ちぢまらず、ヨシュアの腕がその首根っこを摑つかんだのは、崩れた城壁の遙はるか向こう、オアシスがいくらか遠くなり始めたほど距離を経てからだった。

「ちょっと！　いくら逃げたいからってその軽装備で砂漠に飛び出すなんて。水はあるの？　日除けは？　なければ夜が明けたらすぐに死んじゃうよ？」

　叱しかりつけながら、ヨシュアはペルスカを引きずった。

「うるさい、放せ！」

「放しません」

「放せ、放せ放せーっ！　私はルステラの太守の首を取るんだ！　どうしてもっ」

「なんで、そんな」

　強情なその言い分が、そもそもヨシュアには腑ふに落ちない。

「あの人はネルヴの難民を助けてくれた恩人でしょう。ヤイル・ゼラを殺したいっていうのなら、まだ判らないでもないけど」

「いまヤイル・ゼラなんか殺したところで、意味ない。あいつらは王族でも太守でもないんだから、違う首がまたすげ変わるだけのことだろう！」

　ごもっともなお言葉に、ヨシュアはわずかに苦笑する。

　それに少し気をよくしたらしい。ペルスカの口はより滑なめらかになっていった。

「私は完かん璧ぺきな形で政権を取り返したいんだ。ヤイルを倒すのはその途中できっとできる。でも、そのために資金や武器が必要だし、神魔がいればもっといい。ルステラの太守の首を取ってくれば、それをすべて提供するって人がいて……」

「もしかして、リベカ・バレク？」

　ヨシュアはその言葉を先取りした。

「赤せき晶しよう旅りよ団だんの頭目ですか？」

　ペルスカの顔が、瞬時に強こわばる。

　小さく震ふるえ、こちらを見上げるその顔は、ネイラに本当によく似ていて、いっそうヨシュアを気き鬱うつにした。

「まさか、彼女に唆そそのかされてあなたがオアシスの城壁を落としたっていうんですか？　いったいどうやって？」

　訊たずねる言葉に滲にじむ感情は、あまりに様々が折り重なっていて名を与えることすらままならない。

　ペルスカは答えなかった。

　ただ、唇くちびるを嚙かみ、砂漠の彼方かなたへ視線を放っているだけ。

「あなたって人は……自分の国が滅んだことや親兄弟が殺されたことを、もうなんとも思っていないんですか？」

　再度の問いかけ。やはり、亡国の姫は何も返そうとはしなかった。

　ヨシュアは一度、目を閉じる。

　できれば、言いたくない。

　しかし、言わなくてはならないのだろう……他の誰でもなく、いま自分こそが言わなくてはいけない。

「ネルヴの前太守を暗殺したのは、その赤晶旅団です。あなたは自分の怨敵と組もうとしているんですよ？」

　覚悟を決めて切り出した彼を、ペルスカは冷然と見上げた。

「どうしてそんなこと、おまえが知ってる？」

　当然の質問に、ヨシュアはしばし言葉を失う。

　───あなたを裁さばく権利があるのは、あなたがどうこうした人本人とその遺い族ぞくだけ。

　ティエルの澄んだ声が、彼の脳裏で鈴の音のごとく鳴り渡った気がする。人生で初めて得た、大切な友人たち。その清さに背を向けずにいたいと、強く思って。

「僕が実行役だったからです」

　ヨシュアは声を振り絞った。

「僕の名はヨシュア・バレク。リベカは義理の姉です。僕は七年前、赤晶旅団にいて……ハガイ・ネ・ネルヴ前太守を暗殺しました」

　ペルスカの目が大きく見張られる。まっすぐなその色は、月の光に琥こ珀はく色を帯びる。ネイラそっくりなその双そう眸ぼうから逃げたがる自分を叱しつ咤たして、ヨシュアはなおも続けた。

「だから、判るでしょう？　あなたのなさっていることはひどい見当違いなんですよ、ペルスカ姫。どうか、リベカの言うことになんてこれ以上惑まどわされないで……」

「それが、どうした？」

　今度はペルスカが、ヨシュアの言葉の続きをもぎ取った。それどころか、その声その台詞で、彼の心しん臓ぞうにぐいぐいと刃を突き立てる。

「そんなこと知ってる。知ってて、私はあいつらの力を借りようとしたんだ。暗殺集団なんて、ただの道具。どう使いこなすかが肝かん心じんってだけ」

　ひたすら瞠どう目もくし、ヨシュアは腕の中の獲物を見やった。

「なんだ、驚おどろいたか？　だが、為い政せい者しやたる者はこれぐらいの覚悟がなくては務まらない。滅びた国を興おこそうとするならなおさらな」

　いっそ残酷といっていい笑いを浮かべ、ペルスカは視線をぶつけてくる。困こん惑わくする捕食者と嘲あざ笑わらう獲物という、奇妙な構図が夜の砂漠の上で描き出される。月は未いまだ高く、くっきりと二人を映し出していた。

　そんな中、ふと、あたりが暗くなる。

　見上げると、風ふう狐こが月影を横切り、こちらへ舞い降りてくるところ。その背にはアフェクとネイラ、それに、ヨシュアの同級生たちに何故かスーリィンまでもが乗っていた。

「完全にペイロードオーバーですわ、我が主あるじ。あたくし、背骨がとっても痛いです」

「やかましいぞ、フェンナ。口答えするなら、おまえとの契けい約やくはこれきりだ」

「おお、無事で何より！　そなたに何かあったら、スーリィンはスーリィンはなっ」

「おっさーん！　だいじょーぶ？」

「ちょっと、あれ、例のお姫様なんじゃない？」

「そうです、お嬢じよう様さま。手配書通りです！」

「よく描けて何より」

　たちまち賑にぎやかになった空気に、ヨシュアは口元を緩ゆるませかけたのだが。

「ネイラ、ネイラ聞いてちょうだい！」

　突然、手の中のペルスカが叫び出した。

「こいつは暗殺者で、叔父上を……あなたの父上を殺したんだと！」

　決死の力で身を捩よじり、彼女は叫び続ける。

　しまった、と、ヨシュアは思った。

　スーリィン以下全員がそう思ったらしい。あのアフェクまでもが顔を強ばらせ、息を呑んで暴れるペルスカを凝ぎよう視ししていた。

「ネイラ、どうか私を助けて！　こいつをやっつけて！」

　彼女の声はなおも高く、悲壮になっていく。ヨシュアの手は力任せにその体を押さえつけたままだが、その口を塞ふさぐにはさすがに遅すぎた。どうしてこの女を説得できるなどと思ったのだろう。世には狡こう猾かつでしたたかな人間の方がずっと多いというのに。多忙と落第以外の苦労のない幸福漬けの日々で、どこか鈍なまっていたのかもしれない。

　青ざめるヨシュアと叫び続けるペルスカ、固まり動かぬその他もろもろのただ中で……ネイラ・ネ・ネルヴだけが水のように淡々としていた。

　涙ながらに叫ぶ従姉いとこ姫へと、彼女は琥珀色の瞳をついと向け。

「知ってるわ」

　短くいらえた。

　その口元に小さなさざめきが立つ。

「ヨシュア・バレクが何をしたか、わたしは全部知っている」

　微笑とも冷笑ともつかぬ笑いをひとつ浮かべ、ネイラは言った。

　───あの夜、わたしは彼に会っていたのだから、と。
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「知って、い、る？」

　途と切ぎれ途切れのヨシュアの呟つぶやきは、ほとんど喘あえぎに近い。ペルスカを摑つかんだ手を放さなかっただけ、マシなほどだろう。伸びてきたスーリィンの腕が傾かたむくその体を支えるが、それすら気がつくことはできなかった。

「その場にいたって？」

　ネイラは静かに頷うなずいた。

　もつれた黒くろ髪かみが砂漠の風にそよぎ、秀でた額ひたいと銀冠ターラーを露あらわにする。その下の双そう眸ぼう……日頃は伏せられた鮮やかな瞳にも揺ゆるぎのない色が照り返っている。

「最初は、宴うたげの間まで。見事な琵琶バルバツドを弾ひく赤毛の少年がいて、わたしは話しかけてみたの」

　どこから来たのか、どこで琵琶を覚えたのか。

　その子は彼女の質問に曖あい昧まいな笑みを返しただけ。けれど、聴きたいとねだったどの曲もそれはそれは見事に弾きこなしてくれた。

　当時、一一になったばかりのネイラは早い時間にその広間から追い出され、自室へ引き取った。けれど、なんだかその子の音楽が忘わすれ難がたくて、寝台の中、流れてくる音楽へと耳を傾け続けていた。

　そして、夜半を過ぎた頃。

　ふと、気がつく。

　音が足りない。軽快な曲が賑にぎやかに流れ続けてきてはいたが、その中からあの少年の琵琶の音がいつの間にか消えていた。

　そして、その直後、気配を消し足音を忍ばせた誰かが廊ろう下かをゆくのに気がついたのだ。

「いつもだったら、寝台から出たりしない。朝までずっとそこから動かなかった。でも、どうしてかその時わたしは自分の部屋を出てしまった」

　部屋を出て、密ひそやかな気配の後を追い……やがて、見た。

　悲鳴ひとつあげることもないまま、床へと倒れ伏していく父と。

　窓の向こうへ消えていく人影のターバンからこぼれていた、赤い紅あかい髪。

「───その後は、誰もが知る通り。ネ・ネルヴ一族は一カ月と保たなかった……そうだったわよね、ペルスカ？」

　淡々とした従妹いとこの質問に、ペルスカの顔が大きく歪ゆがんだ。それを静かに見やって、ネイラは目を伏せる。疲れた、とでもいうようにその肩が落ちた。

「先せん輩ぱい……そんな」

　ヨシュアの呟きに力はない。

「ご存じだったのなら、どうして……」

「我が主あるじも、すぐに気がつかれたわけではありません」

　いつの間にか顕けん現げんしていたジルハが後を引き取った。痛ましいものを見るような目が、ヨシュアへまっすぐ向かってくる。

「なにせ、学年が違います。赤毛の劣等生は琵琶バルバツドが得意だという噂うわさも耳には入ってきましたが、それとあの夜の出来事をすぐに結びつけられたわけもなく」

　確信を持ったのは、少し前。

　学年が改まる寸前のことだった。たまたま通りかかった中央の塔とうで耳にした、見事な琵琶バルバツドの音。当時首席だったアフェクの部屋から四六時中流れてくるそれが、いったい誰の手によるものか判ったとき───ネイラはすべてを悟った。

「それ……学年末試験直前の話、ですよね？」

　ヨシュアがアフェクに乞われて「新神官の祝祭の儀ぎのために曲を作らせろ」と言われていた頃のこと。いまからちょうど四カ月ほど前のことになる。

　こくん、とネイラは頷いた。

「だったら、何故っ？」

　今度の質問はペルスカの口から放たれていた。

「なんで、そいつを放っておいた!?　親の仇かたきだって知ってたなら、どうして復ふく讐しゆうしなかったっ？」

「放ってなんかないわ」

　憮ぶ然ぜんと、ネイラは呟く。

「いじめた」

「は？」

「いろいろ、いじめた」

「はあっ？」

　行こう李りを持ち出したり、石せき盤ばんを割ったり、肩布タリートを隠したり……確かに、いろいろ。棍こんに切り込みを入れたのはやや際どかったが、それでも命を奪うばうようなものは何もなかった。

「復讐だったんですか、あれ？」

　こくり、と、またネイラは頷いた。

「最初、確信したときはいつか殺してやろうって……でも、それからずっとあなたを見ていて、周囲の人に慕したわれているのはよく判わかった」

　年少の同級生たちにいつも囲まれ、彼らが騒いだり揉もめたりしているとき、常に窘たしなめ導みちびいているのはヨシュアだった。自分は恐ろしくて目を合わせることすらできないアフェク・ユハスと、しっかり意見を交わし渡り合っているところも見た。「劣等生」「落第寸前」と罵ののしりつつも、導どう師したちはけっしてヨシュアを見捨てようとしない。

「昔はともかく……いまは生きる価値がある人になったんだと思った」

　それから、ネイラは付け足した。

　父や自分なんかよりも、ずっと、と。

「でも、ちょっとした意地悪ぐらいはしてやってもいいかなって」

　そうして、その口元をほんの少しだけ曲げてみせる。笑ったと思うには、どこか苦しげな色を含んだ表情だった。

「あなたはおかしい……ネイラ……」

　さらにペルスカは面おもてを歪ませる。憤ふん怒ぬが整った顔を覆おおい、声を嗄しやがれさせた。

「そんなのおかしい！　なんで、もっと本気で復讐を果たそうとしない？　一族の名めい誉よをなんだと思ってる？　国を故郷を、取り返そうと戦わないんだ!?」

「別に、おかしくなんかない」

　ネイラの言葉はただただ平らかだ。歪みも曇くもりも何もない。

「わたしに仇はいない。ネイラ姫などもういない。わたしは神官に……天地の官になるのだから」

　だから、赦ゆるしたい。

　許さなくてはならないと思った、と、彼女は告げる。

「神魔を操あやつり、人を超え、けれど、人にいちばん近く寄より添そう者になりたいのだから……それがようやく判った」

　今夜、この時。自ら剣を取り、それを怨おん敵てきに向け、知った自分の心。かつてはできなかったことを、いまならできるとネイラは言い切った。いつにないほど、高く眼まな差ざしを掲げて。

　視界の果て、崩れ落ちた城壁の向こう、喧けん噪そうは続いている。砂漠の風は早く、月光に砂を巻き上げて一同をかすめたけれど、誰も言葉がなかった。誰も動かなかった。ネイラの覚悟に満ちた面を、ただ見守るのに精一杯で。

　しかし。

「ふざけるな……」

　ヨシュアの腕の中、ペルスカが大きくみじろぎする。

「何が神官だ、天地の官だ。笑わせるな。おまえはただ怖いだけ。ことを構えたくないばかりの臆おく病びよう者ものってだけだ」

　怒りに肩を大きく波打たせながら、亡国の姫は顔を上げた。射抜くようなその目は、間近にいるヨシュアやスーリィンなど映していない。

　ひたすらまっすぐにネイラを睨ねめつけ、牙でも剝むくようにぎりぎり歯は嚙がみする。

　その額が、割れた。

　割れたかのように、見えた。てらてらと赤黒い何かが、ペルスカの額を飾っている。神官の銀冠ターラーに塡はめられた石にも似ているが、それは彼女の鼓こ動どうが打たれるたび、その額その顔を浸しん食しよくしていく。まるで抉えぐり出だされた心しん臓ぞうがそこに埋め込まれているかのように。

「そいつを放せ、バレク！」

　アフェクの警けい告こくは間に合わない。

　ペルスカを押さえつけていたヨシュアの腕に、鋭い痛みが走った。ぼきりと自分の肩が外れる音が聞こえてくる。

「っつ！」

「ヨシュア！」

　絶叫するスーリィンが、その背に彼を庇かばう。雷撃を繰くり出だすことはなんとか思いとどまったようだが、怒りにまかせた拳こぶしがペルスカへと振り下ろされた。

「この痴しれ者ものめが！　我は三度も待ってやらぬぞ！」

　素早く躊ちゆう躇ちよのないその攻こう撃げきは、成功したかのように見えた。

　が。

　ぶくり。

　スーリィンの拳は奇妙な弾力によって押し返される。

　ぶくり、めこめこ、ぶくり……！

　耳みみ障ざわりな音をたて、ペルスカの体は膨ぼう張ちようし始めた。内側に空気を溜め、それを一気に膨らませたかのように。

「なんぞ、これっ？　見たことないぞ、こんな神魔！」

　ヨシュアを庇うようにして、スーリィンが叫んだ。その間にも、目の前の異い形ぎようはよりひどくより醜しゆう悪あくにその姿を変じさせていく。さっきまで剣を握っていた指が丸太ほどの太さになり、なめらかな曲線を描いていた体のラインも肉に埋もれた。

　───神魔、なのか？　これが？

　五妖一〇八位、つまり五〇〇種以上を数える神魔たちの中に人の姿を取る者は少なくない。スーリィンやエステールがその筆ひつ頭とうであり、ジルハがそれに次ぐ。ナタルやリムリーのように半人半妖となったら更にその数は倍増する。

　だが、人が変じて神魔と化した者など、この世にあった例ためしはない。

　───では、あれはなんだって言うんだろう？

「逃げろ、バレク！」

　呆然と立ち尽くす彼の正気を、アフェクの怒号が吹き返した。

「何をしてる？　走れないのかっ？」

「肩入れるの手伝って下されば……」

　力なく言う後こう輩はいの腕を摑つかみ、非情なまでの的確さとスピードで、アフェクは脱だつ臼きゆうしたその肩を処置した。

　思わずあげた悲鳴。

　しかし、それは痛みからだけではなかった。

　ざあっとあたりの砂が巻き上がり、ペルスカの……かつては彼女だったものの体へと吸い込まれていく。変へん貌ぼうは止まない。ギレアドの上背を越え、人の体積を遙はるか越え、城じよう壁へきに達すまでに巨大化し続ける。












「フェンナ！」

　主の命令に風ふう狐こは疾走した。鋭い爪と牙が、砂の巨人に食い込み穴を穿うがったが、それも一瞬。押し寄せる砂さ塵じんがそれを埋め、修復してしまう。

「なんだ、こいつ！」

「すぐに元通りじゃないっ」

「おそらく、動力はあれです」

　やっと動くようになってきた右手で、ヨシュアは巨人の頭を指した。

「あの赤い石だか器官だかが広がって、ペルスカ姫はおかしくなりました」

「よし、心得た」

　大きく頷いて、アフェクは更に他の神魔を呼び寄せる。彼の手持ちの神魔の中でもっとも位階の高いのは地妖ゴリアトだが、同じ土の者同士ではどうにも分ぶが悪そうだった。巨大な黒くろ蜥蜴とかげはその大きさに見合った顎あごと牙とで巨人の額を狙ねらうが、すぐに振り払われ、反撃されては後退を繰り返した。

　ヨシュアはちらと、傍かたわらの妻を見た。オアシスからいくらか離れてはいる。雷らい凰おう本来の姿を解き放てば、すぐさま状況は好転するだろう。

　彼女の瞳が頷いた。

　ヨシュアが願えば、天地すべてを滅めつしてみせるというその言葉に噓うそ偽いつわりはけっしてない。

　───でも、だからこそ。

　ヨシュアがその手段を選ぶのは、最後の最後でなくてはならないだろう。

　その逡しゆん巡じゆんの合間に。

「下がれ、おまえら！」

　突とつ如じよ、背後から声が響いてきた。

「そいつは危険過ぎる、塔へ戻れ！」

　振り向くと、槍を担いだデーバスが猛もう烈れつな勢いでこちらへ走ってくるところだった。
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　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした体たい軀くを黒いローブで包んだ導どう師しの登場に、一同はしばし息をついた。

　そのずっと背後、割れ崩くずれた城じよう壁へきの向こうから続々と人影が現れる。たいていは黒いローブ姿か白銀の鎧よろい。塔の導師陣と警けい備び騎き士したちだった。

「よ、よかった！　先生たち来てくれたっ」

「これで勝てる……」

「みんな、早く逃げよう！」

　仲間たちが安あん堵どの表情を浮かべ、ヨシュアはスーリィンの手を引いて後じさった。万事人任せが嫌いなアフェクですら、今度ばかりは「余計な真ま似ねをしやがって」とは言わず、黒くろ蜥蜴とかげへ帰還を命じて後退を始める。

　しかし。

「いいか、生かして捕らえよと学長の仰おおせだ！　けっして殺してはいかんぞ！」

　続いたデーバスの号令に、全員揃そろって身を固まらせた。

「ええええ、殺すなってっ？」

「ど、どうやって？」

「馬鹿を言うな。気でも違ったのか？」

「縄なわすらかけられそうにないんですけどっ」

　修道生たちの疑問や抗こう議ぎを、導師陣は誰ひとり顧かえりみなかった。彼らの驚きよう愕がくなど横に置き、騎士たちは武器を構え、大小さまざまな神魔を従えた導師や本職神官がその後ろに隊列を成す。

　忠実な神魔たちは次々と牙を剝むき、翼を叩はたき、爪で抉えぐろうとしたが、砂の巨人はびくともしない。人ならば肉を断たれ血を流すだろう攻こう撃げきも、瞬またたく間に修復されてしまった。

　必殺の一撃が徒と労ろうに終わったことで、あちこちから失望の声が漏もれる。

　だが。

「水妖使い、前へ！」

　次に夜空を渡った重々しい指図に、すべての者が面おもてを引き締めた。

「が、学長……っ」

　ヨシュアも驚おどろき、己の目を二度三度と疑うたがう。

　日頃は塔とうの奥深くでどっしりと構えているか、大陸中を走り回り外交調停に勤いそしんでいるか二つに一つという『星せい紺こんの塔』の長が、いま初めて前線へと推おし参っている。重たげな銀冠ターラーが月光に照り、年季を感じさせる黒衣と長い髭ひげとが砂漠の風をはらんでたなびいていた。その姿が、神官たちを鼓こ舞ぶし発はつ奮ぷんさせる。

　黒く長い袖から、皺しわ深い指が伸び、砂の巨人を指した。

「凍いてつかせよ！」

　その命令にティエルやアフェクも進み出る。学長の意図するところを悟り、他の神官たちもそれぞれ魔ま操そうを成していく。

　中空に描かれる無数の召しよう喚かん紋もんの輝きが、砂漠の闇やみを圧倒した。夜明けは未いまだ遠く、あたりの空気は乾いたままだというのに、圧倒的な量の水と氷がその場に生み出された。雪風が巨人を襲おそい、氷こおり礫つぶてが次々に叩たたきつけられる。

　醜しゆう悪あくな腕を振り回し足を揺すり、かつてペルスカだったものは懸けん命めいに抵抗を続けた。

　だが、水の神魔たちの執しつ拗ような攻撃に、その動きはどんどんと弱まり鈍にぶり、砂色にくすんだ表面を氷が覆おおっていく。

　うおぉぉぉぉぉぉん！

　苦痛に満ちた咆ほう哮こうが轟とどろいた。続いて、ごぼりごぼりと人が溺おぼれるときのような音が、口から逬ほとばしってくる。

「苦しんでおる……」

　スーリィンが呟つぶやき、ヨシュアは頷うなずいた。

　まだペルスカ・ネ・ネルヴの意識はあるのだろうか？　人としての自覚や意志は？　訊たずねようにも、目前の巨人は水妖たちの力に塗ぬり潰つぶされ、どんどんと凍り付いていこうとしている。既に足は動かない。腕も大部分が氷に呑まれた。肩が消え、首が埋まり、やがて口元も見えなくなる。

　成す術すべもないというように、ヨシュアたちはその恐ろしい光景をただ見守った。

　だが、一人だけ。

　たったひとりだけ、異なる行動を起こしたものがいた。

　ひゅう。

　警備騎士の合間から、一本の矢が飛来する。

　それはいままさに氷に閉ざされようとしていた、巨人の額ひたいを───熟うれ爛ただれた紅あかい額を切り裂いた。

「なにっ？」

「誰がこんな真ま似ねを！」

「学長のご命令をなんとするか！」

　穏おん当とう慈じ悲ひを指針とする神官たちも、怒り動どう揺ようする。だが、彼らにその原因を見つける暇いとまはなかった。

　おおぉぉおぉぉん……！

　見る間に始まる、巨人の崩ほう壊かい。分厚い氷が剝はがれ落おち、その向こうの砂が大量に放出され始めた。まるで、流砂の海のように、それらは溢あふれ周囲を押し流そうとしている。

「うわっ！」

「退たい避ひ、総員退避！」

「急いで城壁塞ふさげ！」

「空に逃げられる者は空へ！」

　大人たちは逃にげ惑まどい、ある者は壁の中へある者は空へと撤てつ退たいしていく。

「みんな、急いで！　先輩もこちらへ！」

　ヨシュアの声に、子供たちはすぐさま反応した。いつもの減らず口を一つも挟まず、脱兎のごとく走り出す。アフェクもまた舌打ちしながら風ふう狐こを呼び寄せ、手近にいたラキシュとセームを抱えて舞い上がっていった。

　だが、ネイラだけは動こうとしない。目前の砂の瀑ばく布ふ、消えゆこうとする従姉いとこの姿を、ただじっと見入っている。

「急いでくださいませ、ネイラ様ぁっ！」

　泣き出さんばかりのジルハの哀願にようやく彼女はひとつ瞬まばたきをし、そろそろと足を動かし始めた。その歩みをもどかしく感じながら、ヨシュアもまた降り注ぐ砂を払いつつ走り続ける。

　ごうごうと砂が鳴りうねるそのさなか、最後は半ば流砂を泳ぎかきわけるようにして一同は進み、次々と城壁の中へと転がり込んでいった。

「こ、ここまでくればもう平気かしら」

「いくら崩れてるからって、城壁押し潰すほどの砂の量はないと思うけど……」

　息を切らせて背後を窺うかがうティエルに、ヨシュアは努めて冷静に答えてみせた。足あ掻がき逬るような砂のうねりはまだ続き、その音は轟とどろき止やまなかったけれども、ひとまずは安心……そう彼も思った。

　しかし、そんな中、鋭敏なヨシュアの耳が……いや、全神経が間近に迫った殺気を捉えた。とっさに両腕を伸ばし、左にいたネイラを突き倒す。

　その頭上を、矢が一いつ閃せん走り抜けていった。

　先に巨人を打ち倒した、夜目にも白い矢が。

「誰じゃっ？」

　鋭いスーリィンの誰何すいかに、するりと物陰から抜け出てくる新たな人影。

「ヤイル、さん？」

　目を疑い、ヨシュアは喘あえぐ。

　白いターバンと質素なローブは、先刻とまるで変わらない。だが、その武骨な手は強弓をつがえ、その矢先をぴたりとこちらへ───ネイラへと向けていた。

「ヤイルさん、どういうおつもりなんですか？」

　気色ばむヨシュアに、

「初めからこういうつもりだったよ、そのために遙はるかこの砂漠までやってきた」

　深みのある声が、落ち着き払って告げる。

「親がどれほど悪かったとしても子に罪はない。あの時はそう思っていた……しかし、あなたたちを討うち漏もらしたことで、再び国が乱れるというのなら、私は」

　傷が這はい、年よりもずっと皺の寄った男の手の中、きり、と引き絞った弦が鳴った。

　ネイラは座り込んだまま、動かない。

　傍かたわらに控えたジルハが毛を逆立て尻尾しつぽを膨ふくらませたが、これにも目を向けなかった。

　砂が降る。

　ごうごうと巨人は崩れ落ち、その名残なごりが崩れた壁を叩き殺さつ到とうしてくる。

　しかし、新旧ネルヴの支配者たちはそんなことすらかまわないようだった。

　───どうして思い至らなかったんだろう？

　ヨシュアはひとり歯は嚙がみする。

　ネイラが、あるいはペルスカが彼を害することは常に頭の中にあった。だが、逆だって当然あり得たのだ。赤せき晶しよう旅りよ団だんに仕事を頼み、太守を殺させた革命の志士。その意志、その覚悟が七年を経ても曇くもっていないのなら、なおのこと。

　───僕はもっとこの人を警けい戒かいしなくちゃならなかったのに。

　いまや殺意を隠そうともしない男の前でも、ネイラは水のように静かだった。

「……殺したければそうなさい」

　視線をはずすこともなく、ゆるゆる立ち上がる。

「どうせ、わたしは何もできない。三回矢を射かけられた後でなければ」

　その言葉に、ヤイルはほんのわずか目を細めた。それが神官の鉄則、ときに命を引き替えにさえする血の掟おきてであると、この大陸の者ならば当然誰もが知っている。

　ぎり、と、また弦が鳴った。

　強弓を押し出す弓手が強く張られ、矢にかけたままの指が震ふるえている。それが少しでも開かれれば、ネルヴ太守一族最後の一人は地上から消え去ることとなる。

　弾はじかれたようにヨシュアは飛び出し、ネイラを背に庇かばった。そのヨシュアの胸にスーリィンが抱きつく。ほぼ同時にティエルが手を広げて射線上に飛び出し、一拍遅れてギレアドが、ヨシュアの前に殺到してきた。

「この女はそなたを殺せたのにせんかった。それだけで答えはもう出ておろうに！」

「よく判らないけど、もうやめて！　劣等生いじめないで！」

「一方的、許さない」

　怒号、懇こん願がん、恫どう喝かつ。

　乱れ飛ぶ絶叫に、砂の瀑布の轟きが重なる。危険だ退避しろと天空からアフェクが急せかしたが、誰も動こうとしないまま───数秒が過ぎ。

　ヤイルは弓を降ろした。

　老い疲れたような溜め息をひとつ残し、さして広くもないその背中が、未だ混乱色濃い町の中へと消えていく。

　ヨシュアたちはしばらく誰も動かなかった。

　亡国の姫の前に人垣を築いたまま、ごうごうと鳴り続ける背後の音を聞いていた。

「ひ」

　最初に覚かく醒せいしたのは、その姫本人。喉のどを大きく引きつらせ、間近にあったヨシュアの背を両腕で突き飛ばす。

「わっ」

「きゃっ」

「いたっ」

「げふーっ」

　たちまち人垣は前へと倒れ崩れ、一番下敷きになったギレアドが痛みに呻うめいた。

「ち、ちょっと先輩、いきなり何を」

　目前にいた妻を引き起こしてやりながら、ヨシュアは振り向く。そこには数サスメートル以上後ろに飛びすさるネイラの姿があった。

「安易に近づくなと申しておるでしょう、物忘れの激しい赤毛！　まさか健けん忘ぼう症しようですか、略して赤ケンですかっ」

　ぎゃんぎゃんと主の足下でジルハが喚わめき、その横のネイラはゆるゆる後退を繰くり返かえしたあと、塔へ向かって走り去っていった。

「な、なんなのじゃ、あやつは」

「てっきり僕、先輩は自己改革できたのかと」

「もしかして、いままでのは火事場のなんとやらってやつなのかしらねえ」

「そんなすぐ変われない」

　痛む体をさすりながら、ヨシュアたちは遠くなる背をただ見送った。

　───確かに、そんなにすぐに人は変わらないし、変われない。

　だから、ヨシュアが見たのは幻だったのかもしれない。

　走り去るその途中、苦笑や冷笑ではない微笑ほほえみがネイラ・ネ・ネルヴの口元を飾り、ヨシュアへ向かって一度だけ投げかけられた……なんて。
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　翌日、早朝。

　自室の寝台に横たわり、ヨシュアは小さく息をついていた。

　手足はひどく重く、あちこちが痛む。なのに、なかなか眠りは訪れてこなかった。体は疲れているのに、頭のどこかがもうずっと冴さえたまま。

　砂の巨人が無に帰した直後、修道生たちは怪け我が人にんの救きゆう援えんや搬はん送そう、手当に駆り出され、発表会の余よ韻いんなどすべて吹っ飛んでしまった。体力の尽きた者から寮りように戻って気絶し、混乱と有う耶や無む耶やのうちに日付を越えた。

　加えてヨシュアたちは導どう師し陣じんの前に引き出され、ペルスカと砂の巨人について再三に渡って訊たずねられた。まさかまた五時間拘こう束そくされ、延々と導師陣が言い争う様を見せられるのではとヨシュアは怯おびえたが、幸か不幸か誰にもそんな暇ひまはなく、あっと言う間に現場へ帰された……ネイラ以外は。

　───先せん輩ぱいだけはしばらく放してもらえないんだろうなあ……。

　噂うわさでは、ジルハは引き離され、女導師だけに囲まれてあれこれ事情を確かめられていると聞く。

　やけに遠く感じた明け方が、それでもようやく近づいてきた頃。大人しかった首飾りがガタガタと暴れ始めた。出せと目覚めた妻が騒いでいるのだろう。

　───そういえば、ここでスーリィンと過ごすのは二日ぶりだな。

　彼女はルステラの一行と行動を共にする都つ合ごう上じよう、ダルタスの用意した宿にいた。自分で言い出したことだというのに「ヨシュアがいないとつまらない」と膨ふくれてはルステラの面々を困らせた、とは、エレミヤの弁である。

　少し迷って、ヨシュアは妻の望み通りにした。首飾りが輝き、美しい姿が顕あらわれる。

「眠れぬのか、スーリィンのヨシュア？」

　すい、と、頰ほおに指を寄せ、彼女は訊ねた。

「ずっと練習だなんだ忙しかった上に、あの騒ぎ。疲れておろうに」

「そうだね……だからこそ、うまく眠れないみたいで」

　倒れ込んでくる柔らかな体をいまは遠ざけもせず、ヨシュアは目を伏せる。

「先輩の……ネイラ・ネ・ネルヴのことを思うと、どうしても」

　ヨシュアのしたことを彼女は知っていた。

　知っていて、ずっと過ごしてきた。

「僕の方が生きる価値があるって言ってくれたけど……本当にそうかな？」

　あれほど徹てつ底てい的てきに異性が苦手になるほど、苦労してきたネイラ。その彼女がヨシュアが同じ塔とうにいることを知って、四カ月。その間に、ネイラは恨うらみや怒りをすべて飲み込んだのだ。自分は神官になるのだから、と……ただ、その一念で。

　───誰にでもできることじゃ、たぶんない。

　たとえば、自分はどうだろう？

　ダルタスへの恨みや憎しみはもうない、と思う。

　けれど、リベカは？　偽ベルリナは？

　彼女たちに対する怒りや恨めしさは未いまだ胸のどこかで燻くすぶったまま。

「愚ぐ問もんじゃのう」

　小さく笑って、雷らい凰おうはヨシュアの胸へと顔を埋める。

「スーリィンに聞いても、答えは一つしかないと判わかっておろうに」

　確かに、その通り。

　彼女は……いや、神魔たちは常に揺ゆるがない。主あるじと定めた相手には、相手と死に別れるその瞬間までけっして背そむかない。時に重苦しいほどのその忠誠を、引き受ける覚悟と価値が人の側にあるのかどうか……。これもまた、ヨシュアを時折悩ませる自問自答だった。

「ただな、妻として一言申しておきたいことはあるぞ」

　スーリィンは頰を膨らませ、ずいと乗り出してきた。本当に少し怒っているようで、目元がいつになく険けわしい。

「な、なんでしょう？」

「無む闇やみやたらに他人を庇かばって飛び出すでない！　あのヤイルとかいう男が本当に矢を射っていたら、そなたの命はなかったぞ」

「ああ……」

　ゆっくりとヨシュアは頷うなずく。

「そうか、そうだったね。ごめん。危うく君を巻き添えにするところだった」

「巻き添えなど」

　スーリィンは更にぷくりと膨れた。

「そなたが選んだことの結果を、スーリィンは『巻き添え』などとけっして思わぬ。それが本当に必要だと思うなら、いつでもやりたいようにやるがいい」

　膨れながらも、どこか柔らかく彼女は続ける。頰を辿たどっていた指が、ヨシュアの唇くちびるへと移ってきて、そして、

「ただ、『本当に必要なら』であるぞ？　なんと言っても、命は一つしかないのじゃ。よくよく考えて使うがいい」

　言うだけ言ったというように、自分のそれを重ねてきた。柔らかく甘い彼女の唇と、間近で震ふるえる長い睫まつ毛げに、しばしヨシュアは囚とらわれるに任せた。思えば、キスをするのさえずいぶんと久しぶりなのだから。

「一つ、訂正じゃ」

　顔を離したとたん、彼女はひどく真剣な面おも持もちで叫び出した。

「やりたいようにと申したが、ただ一つ。浮気だけは断じて断じて許さんからな！」

「もちろんですとも」

「即答するところが怪しい！　人の世に絶対はないとラキシュのくれた本に書いてあったぞ！」

「なんなの、その言いがかり」

「言いがかりなどではないわー！　たとえばほれ、昨日の劇のびっくりどっきり飛び込みシーン！　あれはなんじゃ？　万人の目前であーんなスッケスケの小娘抱えてからに！　既婚者がそんな不ふ埒らちな真ま似ねをしてよいと思っておるのかっ？」

「あー、やっぱりそうきたか」

　予想通りの反応に、ほんの少しだけヨシュアは微笑ほほえむ。

「何を笑っておる！　スーリィンは本当に怒っておるのじゃぞ？」

「うん、うん」

「こら、もっと真ま面じ目めに聞け！　妻を子供らと同列みたいに扱うでない！」

「同列なんて、とんでもないよ」

　ぽこぽこと胸を叩く小さな拳こぶしを自分の手に収め、彼はいっそう……そして、心から笑った。

「ただ、僕のスーリィンは怒っていても可か愛わいいなあ、と」

　位階四位の大神魔の頰にたちまち血の気が登る。熟うれた果実色の唇が「うぐぐ」と呻うめいて完全に沈黙した。妙に懸命なその様子がいっそう可愛らしくて、ヨシュアはまたも笑う。これが、彼にとってようやくの……そして、心からの笑顔だということに、さて妻は気がついているのかどうか。

　またキスをと思い、今度は自らスーリィンを抱き寄せ、まず頰を重ねる。彼女特有の甘い香りとつややかな肌を楽しんで、それから。

　……という、ときに。

　がんがんがん！

　けたたましく、板窓が鳴った。

「ああ、もう」

「また、ルステラの与よ太た者ものか？」

　夫婦はしばし顔を見合わせる。そのどちらにも「このまま無視しよう」「そのうち諦あきらめるだろう」と書いてある。揃そろって頷き、そのまま二人はしばらく息を潜ひそめていたのだが。

　がんがんがんがん！

　音は続く一方で、このままでは南の塔の者全員を叩き起こしかねないほど高まっていく。

「いい加か減げんにしなよ、エレミヤ！」

　たまりかねたヨシュアが外へ顔を出す。

　と、風ふう狐この背に跨またがったアフェクと目が合った。

「つきあえ、ヨシュア・バレク」

「せ、先輩？　こんな時間に何を」

「つべこべ抜かすな、つきあえ！」

　有無を言わさぬとはこのことかというような勢いで、アフェクはヨシュアの腕を取り、力任せに引きずり出した。

「こら、我が背せの君を拉ら致ちする気か！　そこな風狐、止まれ！　待て！　主従ともども焼き殺されたいかっ」

「ご勘かん弁べん下さい、上位者なる御方レムエール。何事もお役目ゆえでございます」

「おい、バレク、彼女にはお暇いとま願え。話が進まん」

「ス、スーリィン、もう平気だから。落ち着いてっ」

「えー」

　夜空を激しく騒がせながらも、アフェクは風狐の足を休ませない。ヨシュアを半ばぶら下げたまま、半壊した塔の庭やまだどこか慌あわただしいままの町の上を越えていく。

「急がないと先に手を打たれる……いや、もう遅いかもしれん。不覚にも、俺もあの後、疲労のあまり眠り込んでしまったからな」

　そして、舞い降りたのは壊れた城じよう壁へきの外。砂の巨人が崩くずれたあたりだった。

「やはり、遅かったか……」

　風狐の背から降り、アフェクは大きく息をついた。

　そこにあったのは、深奥な穴。

　まるで、巨大な手で抉えぐり取とられたかのように、黒々かつぽっかりと広がっていた。

　あれほど大量で、小山のようになっていた砂がすべて消え、それどころかヨシュアたちがすったもんだしていた周囲数十サスメートルの砂地が深く大きく穿うがたれている。

「なんですか、これ。こんなところに恵みの坑あな掘っても意味ない気がしますが」

　アフェクはすぐに口を開かなかった。

　珍しく、自分の中に答えを探し、すべてを整理しているような雰ふん囲い気きが漂ただよう。

「……正直、まだはっきりとは判らない。だが、塔がここまでやるからには、やはり何かがあるんだろう」

　いつにも増して厳いかめしい面持ちで、アフェクは言いい募つのる。

「あのペルスカとかいう女の姿が変じたのが、神魔の仕し業わざだったとは思えない。見た目を欺あざむくことはできても、人間の体をまるごと化け物に変化させる神魔など、聞いたことはない」

　なるほど、と、ヨシュアは頷いた。それは彼もまた思っていたことだ。自分の知識が足りないだけで、どこかにそんな神魔がいるのかもしれないと疑っていたが、アフェクがそう言い切るのなら、この推測は正しいのだろう。

「となると、気になるのは石だ」

　自分の額ひたいをぴたりと指し、アフェクは目を細めた。

「あの阿呆な女の額にあって、ネルヴの馬鹿首脳とやらが矢で割った石。あれの破片を回収するつもりで、塔の上層部はここの砂やら土やらをごっそり持って行ったのかもしれない」

　はあと一度相あい槌づちを打ち、それからヨシュアは大きく首を捻ひねる。

「あの大量の土砂の中から、あんな小さなものの破片を拾い出すつもりなんですか？　またどうして？」

「判らん……いまはまだ」

　もう一つ判らないことがあると、アフェクは続けた。

「五〇〇年誰にも侵されたことのない城壁が落とされた。被害は甚大で、オアシスの民にも警けい備び騎き士しにも死人が出たほどだ。その犯人と思おぼしき相手が、人間の姿を保っていたならともかく、手の着けられない化け物に変じた。なのに、何故、学長はそれを『生かして捕ほ獲かくしろ』と命じたのだと思う？」

　刃物を振り回すそこらの凶悪犯相手ですら、殺すより生きたまま捕らえる方が何倍も難しい。まして、あの場面だ。新たな犠牲が出ない保証はどこにもなかった。

「学長が、それに気がついていなかったとか……そんなはずがないですよね？」

「そう、そんなはずがない」

　優秀な導師陣が欠けることも厭いとわぬ、その選択。ヨシュアは身震いし、足下の穴へと目を落とした。それはただ黒々と深く、広がっているばかり。

「『星せい紺こんの塔』のやることには、基本、無駄はない。結果的に回り道となることがあっても、すべては明確な意図や意志に基づいて施行される」

　その塔が、ここまでする以上。

「何かがあるんだ。俺たちの想像を上回るような、何かが」

　その凜り々りしい横顔を、砂漠に生まれた最初の光が淡く照らす。達者な演説を次々に溢あふれさせるその口が、真一文字に引き結ばれたまま動かぬ様までもがよく見てとれた。

　その彼を見やりながらヨシュアは、ペルスカの後ろ盾となった者のことを……それが自分の姉であることを、思った。

　───来るのか、リベカ・バレク？

　得体の知れぬ力を携たずさえ、憤ふん怒ぬに満みち充みちたあの姿のままで。

　堅けん牢ろう強きよう固こと謳うたわれた壁は既に落ち、砂に吹かれるばかりとなった。大水妖の奇跡と恩恵を一心に受けていた、五つの塔。目ま映ばゆいほどの朝陽が、痛々しいその姿をいま天下に晒さらす。

　───もしも、来るのならば……。

　そのとき、自分はどう振る舞うのだろうかと、ヨシュアは己に問いかける。




　答えは、まだ、なかった。








あとがき




　初めましての方もそうでない方も、こんにちは。佐さ々さ原はら史し緒おでございます。秋の気配もそろそろ間近な長月末、当シリーズ三巻目をお届けいたします。

　おかげ様でなんだかんだでもう一〇年余、商業小説を書いて暮らしており、その途中、できあがったささやかな佐々原ジンクス……『三巻なんかある伝説』が発動いたしまして、今回は急激な暑さで自律神経イカれて救急搬はん送そう、愛用のポメラがブッ壊れる、小型車と正面衝しよう突とつチャリ中破という地味な三本立てでお送りいたしました。

　最初のと二つ目は不可抗力でしたが、最後のは絵に描いたような自じ業ごう自じ得とく。「夜中、この道に車がいたことなんか一度もねーし」と油ゆ断だんして疾しつ走そうしてたせいなため、誰も責められません……キャッキャッと楽しくデートしていた最中、わたくしにアタックされたマーチのおにーさん、並びにスケジュールめっためたにしてご迷めい惑わくをおかけした関係者様各位、本当に本当に申し訳ございませんでした……。ワールドカップ時期だったけん、「早くおうち帰って試合見たいー」て焦あせってたっちゅー……反省しております、飛び出しダメ絶対……。たいした怪け我がはしなかったのですがのう。

　反省してます、と言えば、主人公の修道服。シリーズスタート当初、キャラクターが進級したらどうなるかまったく想定しておらず、「一年の肩布タリートは緑、次は青」などと適当に決めてしまったため、ヨシュアさんの彩いろどりが気がつけばガン○ムです。赤・青・白で「子供相手の訴求力抜群！　売場でもっともアピールできる玩がん具ぐの仕様」そのものです。それに気がついた瞬間、心の底からしまったと思ったのですが……「き、きっとどうにかして下さるに違いない」とせんむ様に丸投げいたしました。見事どうにかして下さいました。本当にありがとうございます。

　そんなこんなで小波乱の三巻でした。次はもっと穏やかに書き終えたいわあと思いつつ、本日はこのあたりで失礼いたします。読者の皆様におかれましては、どうか次巻もひとつよろしくお願い申し上げます。





二〇一四年葉月　佐々原史緒　拝










追記：この本が発売された頃、ＦＢオンライン上で、また「見習い神官」の短編が掲けい載さいされます。春先に発表したものに加え、なんだか妙に人気のアフェク先せん輩ぱいの短編を新作として書き下ろしました。これらが文庫にまとまるかどうか実は不明ですので、この機会をどうかお見逃しなく！　皆様よろしくご笑しよう覧らん下さいませ～。






























　位階四位の大神魔・雷らい凰おうスーリィンの夫、ヨシュア・バレクは酒を嗜たしなまない。

『星せい紺こんの塔とう』にいる神官候補生ならば基本誰でもそうなのだが、たとえ塔の外、戒かい律りつの縛しばりがなかったとて、アルコールに自分から手を伸ばすことはない。この時代・この大陸では、未成年と成年の境目はところによってひどく曖あい昧まいで、また、子供に酒を呑のませてはいけないなどという風潮も皆かい無むであったにも拘わらず、だ。

「僕、もう一生呑まないから。決めてるから」

　いつも、そう言い張っている。

　と、いうのも……『星紺の塔』への進学が決まった夜、まだ彼がルステラの太守の館で世話になっていた頃のことだった。

「やあ、ヨシュア！　ほんのちょっと前まで文字も読めなかった君が神官候補生なんて。後押しした私も鼻が高いよ！」

「あそこにいったん入っちまったら酒なんか呑めないんだし、今日はせいぜい呑めよ！」

　周囲の悪い大人の勧めるまま、ヨシュアはどんどん酒を喉のどへ流し込んでいた。

　───口当たりのいい軽い酒ばかりだし、平気だよね？

　そんな考えが甘いと知れたのは、ひたすら呑み始めて二時間ほどたった頃のこと。急激に視界が傾き、足下が覚おぼ束つかなくなる。

「大丈夫か、スーリィンのヨシュア？」

　心配そうに覗き込む妻の顔までもが、歪ゆがんで見え出した。

　───おっかしいなあ。スーリィンて、こんな顔してたっけ？

　愛らしいその面おもての造りはすっかり不鮮明だというのに、首から下の部分……つまり、ふくよかな胸や平らな腹、すんなりとした足などがやけに目に入ってくる。

「おっかしいなあ……」

　呟きながら、ヨシュアはその目につくところに触れた。いや、鷲わし摑づかみにした。

　むんずと握った手の中に、弾力が返る。間近で驚く声が聞こえた気がするが、これもどこか歪んでいてよく判らない。もっとよく確かめようと引き寄せ、今度は口を押し当て、更に歯を立てた。

「てめえ、太守様の御ご前ぜんで何してくれんの！」

「別に私はいいよ。なんか面白いし」

「我々の忠誠心を試す発言はお控え下さい！　おいこら、それ以上はマジやめろ！　いちゃつきたいなら部屋帰れーっ！」

　エレミヤの怒ど号ごうが耳の後ろで破裂し、更に、鈍い痛みが頭上に降ってきた。同時にスーリィンが叫ぶのも聞こえてきたが、そのあたりで既にヨシュアの意識はあやふや。

　そして、数時間後。

　自室の寝台の上で目覚めた彼の頭は割れるほど痛み、吐き気が始終止まらない。喉はからからに乾いているのに、水を腹に入れるだけで気分が悪くなる始末。

「こ、これが二日ふつか酔よいってやつ？　こんなに気持ち悪いものだったなんて……っ」

　それだけなら、まだしも。

　彼の横には、同じように頭を抱え、吐き気を必死にこらえる妻の姿が。

「どうしよう、ヨシュア～。こんなに腹と胸がむかむかするなんて、千年生きてきて初めてじゃ。スーリィンはもう死ぬのか？」

　泣いて悶える彼女の首筋やら胸元やら腹やらには、赤い痣あざが点々と散っていたからなおたまらない。

「こ、これ、キスマーク？　僕がやったのっ？　公衆の面めん前ぜんでっ？」

「当たり前であろうぅぅぅ。他の誰がこんなことできると言うんじゃあぁぁぁ」

「そ、そうだよね。僕でないと絶対に無理だよね。雷ズドンで命がないよね……」

　しかし、それが事実だとするのならば。

　一．怪我や病やまいが伝染するように、二日酔いも妻に伝染する。

　一．自分はいわゆるエロ上じよう戸ごであり、呑み過ぎると社会的に死ぬ。

　これらの教訓を胸にして、ヨシュアは一生禁酒の誓いを立てた。「劣等生」「神官っぽくない」とさんざん言われる彼の、これが実に神官らしい美点となっていくのだが……真実を知っている数少ない相手が相手だけに、酒さか瓶びんを見るたびうんざりするのだった。それはもう、一生涯。
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